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本報告書は、 日本 自転車振興 会か ら競輪収益の一部である機械工業振興

資金の補助 を受 けて平成3年 度補助事業 の一環 として作成 した ものである。







は じ め に

我が国のデー タベース ・サー ビスは、情報化の進展 とともに成長 し、企業、個人

を問わず幅広い分野で利用 され るようにな りました。以前の ように専 門家だ けの も

のではな く、社会 のインフラス トラクチャ(基 盤)に な りつつある といえるで しょ

う。

もっとも、我が国のデータベース ・サービスの歴史 は20年 ほどと浅 く、関連す る

統計資料 はまだ十 分 とはい えません。データベースをよ り多 くの人々が より有効に

活用す るために、データベース関連統計の整備、拡充が必要です。

財団法人データベース振興 セ ンターは、1990年 度(平 成2年 度)に データベース

統計委員会 を設置 し、90、91年 度の2年 間、 こうした問題 について調査、分析、議

論 しました。91年 度 は、通商産業省の 「特定サー ビス産業実態調査」や、「米国にお

ける電子情報サー ビスの実態調査」な どについて調査分析 し、その内容 を収録 した

本報告書 をとりまとめました。 ひ ろく関係各位 の参考になれば幸 いです。

最後 に、本報告書 をま とめるに当た り、 ご協力 をいただ きました委員の方々 をは

じめ、通商産業省 な ど関係各機 関の皆様方 に厚 くお礼申 し上 げます。

平成4年3月

財団法人データベース振興センター

理事長 圓城 寺 次 郎
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1総 論(提 言)

1-1デ ー タベ ー ス とは何 か

データベ ースに関わ る統計 をどの ように整備すべきかについて議論 を進 めてきた。 しか し、 そ

れについて明確な方向づ けを与 えることは困難であった。 それ は要す るに何 を対 象 とすべ きか 自

体が不明確 だか らである。 そ こで、結局出発点にもどって 「データベース とは何か」 とい うこと

を明 らか にする ことか ら、 はじめなけれ ばな らない ことがわか った と思 う。

「デー タベース とは何か」 という問いに答 えるのに、3つ の視点が ある。1つ は外形的な定義、

すなわちその物理的なあ り方に注 目する ことである。第2は 内容 による定義、すなわち、 そ こに

蓄積 された情報の性質 に注 目する ことである。第3は 機能 的な定義、すなわち、データベースが

社会経済的 に、 あるいは組織体 内部 において、 どの ような役割 を果 すべ きかに注 目する ことであ

る。

外形的 な基準 によれ ば、 データベースは情報 を蓄積す る媒体、必要 な情報 を作 り出 し、あるい

はそれをある程度加工 して表示するための機構か らなる もの として把握 される。 データベース を

この ような観点か ら見 る とき、それはまずコンピュータ と大容量の記憶装置か らなる電子装置 と

して定義 できるであろう。 しか し、 それだけではデータベースをコンピュータ ・システム一般 か

ら区別 して定義することは困難である。ハー ドウェアの面か らデー タベー スを定義す ることは適

当でない ように思われる。

次 に内容 による定義 としては、データベースとは、「一定の領域 に関連 して体系的 に収集記憶 さ

れた、永久的 に保存 され る情報の集積お よびその利用のための システム」 と考 える ことがで きよ

う。 この ように定義す る とデータの蓄積媒体、あるいは利用のためのハー ドウェアは無関係 にな

る。 そ うす ると新聞切 り抜 きファイルは、「電子的な媒体 によらないデータベース」とい うことに

なる。更 には、辞典類な ど もデータベースといって もよい ことになるか もしれない。

しか し、普通 は新聞切 り抜 きや百科事典な どはデータベース とはいわないであろう。新聞切 り

抜 きな どは量的に限界が あるし、 また膨大な もの となる と利用可能性が限 られ ることにな る。 ま

た、百科事典 の ように数多 くの コピーが存在 するものは、データベースの概念に合致 しない よう

に思われ る。

つ ま り、 データベース とい うものは、単 なるデータのフ ァイル とい う概念 を越 えた量的な大 き

さと、 その利用のための特別 なシステム とを持 つもの として理解 されなければな らないのであ る。

そしてそのためには、やは り原則 として電子的な媒体に保存 される もの となるであろう。 しか し、

逆 に電子的な媒体に保存 されているデータフ ァイルであって も、 データの量的な大 きさや、蓄積、

利用 システムの体系性、十分性 に欠ける ものはデータベース とはいえないで あろう。 そこで単 な

るデータフ ァイル、ない しその集合 とデータベースとは異 なる ものであると理解 しなければな ら
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ないが、その違いを具体的 に定義す ることは難 しい。そ こで は固定的な定義 を与 えることは不可

能 であって、ハー ドウェア、 ソフ トウェア技術 の進歩 とともに、 データベースを定義する基準 を

変 える必要があろう。

そ こでデータベースを定義す るには、 その機能面 も考慮 に入れる必要がある。 データベ ースは

少な くとも繰 り返 し利用 され る ものでな ければな らない。一 回限 りの利用 のために蓄積 されたデ

ータや
、 あるいは主 として保存だ けを目的 としたアーカイブで はデータベースではない といわね

ばならない。

しか し、データベースの利用 される範 囲にはい くつかの レベルがある。最 も狭 い ものは特定の

人 ない し組織が、一定の業務 目的のために繰 り返 し利用す るものである。 これはいわ ゆる業務用

ファイル と呼ばれる もので あ り、一般 にはデータベース とは考 え られない場合が多い。第2の レ

ベルは、特定の組織 に属 する人々がい ろい ろな 目的のために繰 り返 し利用す るものである。第3

は多数の不特定の人々、あるいはデータベースを管理する組織外の人々がいろいろな目的のため

に利用す るものである。前者はイ ンハ ウス ・データベース と呼ばれ るものに対応す る。後者 は商

用データベース(デ ータベ ース業 のための もの)あ るいは公共的デー タベースの場合 である と考

えられる。

データベースを具体的 に定義す るには、 この3つ の観点 を重ね合 わせて考 えなければならない

で あろう。すなわち、 その機能ない し役割、情報の量 と内容、情報蓄積利用のための ソフ トウェ

ア とハ ー ドウェアである。 この こ とはデー タベースの単純明快な定義 を与 えることを困難にする

が、 それは避 けられない ことである。

1-2技 術先行的発展

更 にデータベースのあ り方、 あるいは発達 を規定 してい るのが、実際 にはその物理的なあ り方

にかかわる技術、つまりハー ドウェアお よびソフ トウ ェアの技術の発達で ある。ある意味では、

この ことが問題 をより複雑 にしている。 そ もそ もデータベース とい う概念 自体が コンピュータの

発達 に ともな って生 まれた ものであった。 そうして情報処理技術の発達が、蓄積 される情報の内

容や、 その利用の され方を規定 してきた傾 向が強い。 しか し、他面情報技術の発展その ものは、

データベース とい う概念 とは結 びつかない所でなされて きた ものが多い。

大 まかにい って、 データベースの発達 の過程は技術先行的であって、ニーズ先行 ではなかった。

その ことがデータベースの概念 を不明確 にしている。ニーズ より技術 が先行する ことは情報技術

のいろいろな分野で見 られることであるが、 データベースの場合 にはその機能や役割が最 も重要

な意味 を持つので、技術 が先行 す ることが、問題 の把握 を困難に してい るのである。

実は、データベースの現実の技術 のあ り方 とその潜在 的なニーズの間 にはギャップがあ り、 そ

れが 自然 に解消 される方向に向か っている とはい えないように思われる。 より詳 しくい えば、 こ

れ までに作 られてきたデータのあ り方 とその利用の仕方 と、現在のデータベース技術の間には不

調和 があ り、 その結果 データのあ り方 と情報技術 とが うまくマ ッチ したならば実現され るであ ろ
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うデータベースの利用価値 と比べて、現実のデータベースは低 いレベルに留 まっている といわね

ばな らない。

そ こで、データベース を理解す るのに、現実か ら出発するのか、その理想的なあ り方の方向か

ら考 えるかによって、 その把握 の仕方が異なるであろう。 どちらの方向 もそれな りに意味 を持 つ

が、2つ の方向 にギ ャップがある ことを明確 にした上で、 どちらの方向か ら見 るのかを明確 に し

なけれ ばな らない。

データベースに関す る統計 データは、勿論現実か ら出発するものでなければな らないが、 その

ための枠組 の構成 にあた っては、や は り理念的な概念構成が必要である。 そうでな ければ、現実

にデータベース と呼ばれ ているものを考慮の対象 とす ることにな る。そのことは当然考慮すべ き

もの を落 とし、逆 に不適 当な ものを含めてしまうことになるであろう。実際に、データベース と

呼ばれている ものの範囲 は極 めて不明確 なように思われ るか らである。

データベースの理念 の中に、基本的 にそのハー ドウェアお よびソフ トウェアの技術 と、その機

能の2つ の面が考慮 されなけれ ばな らない ことは確 かである。 そうして技術面 においては、 マイ

クロ ・エレク トロニ クス とソフ トウェア技術に よって、マニュアル操作 を越 えた性能 を持つ こと

が必要である。 また、機能面では時間的な永続性 と、利用者の範囲の拡が りが必要である。

重要な ことは、 この2つ の面で現実 にデー タベース と思われる ものが変化 しつつ あることであ

る。そ して、 その ことはデータベース として把 え得 るものが多様化 しつつあることを意味する。

1-3デ ー タベ ー ス の 多 様 化

データベースの発達 ない し多様化について、現 に進行 しつつあるもの、あるいは今後進行 する

と思われるい くつかの ものを考 えよう。

1つ はデータ蓄積の様式である。データベースにおいては、 これ までその本来 のデータは1ケ

所 に集積 されている もの と想定 されて きた。 しか し、 コンピュータ ・ネッ トワークの発達 により、

「分散型 データベース」 が可能 にな っている。つ まり、データその ものは何 ケ所 かの場所 に分散

して記憶 されていて も、 それ らがネ ッ トワークで結ばれ、かつそれ らを総合的体系的 に処理 して

その内容 を提供 するプログラムが備 えられてい るならば、全体が データベースとしての役割 を果

す ことがで きるであろう。 そうなった とき、一体 データベースとは、分散 されたデータファイル

の集合 の ことなのか、あ るいはそれ らを結びつ けたネ ッ トワーク全体 をい うのか、 あるいは単 に

それ らを総合 的に制御 す るプログラムを備 えた コンピュータ部分 をい うのか、い ろいろな捉 えた

方が可能 にな るか もしれない。

更 にこのようになった とき、個々のデータフ ァイルその ものは、 とくにデー タベース としての

利用 目的のために編集、構築 された ものではな く、 それぞれが固有の業務 目的のために構成 され

た ものであって もよいであろう。 そうなれば、データファイルの集積 をデータベース と呼ぶ こと

はむしろ不適切 で、 データベース としての機能は多 くのデータファイルを汎用のデータソースと

して利用 することを可能 にするような ソフ トウェアにある というべ きであろう。 この ようなデー
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タベースは リアルタイム ・データベース とい うことがで きよう。

このような可能性 を示す一例 をあげよう。多 くの科学研究分野 において、学術文献 データベー

スが作 られ利用 されている。(化 学がその代表的な分野であろう)。 それ らは多 くの学術雑誌等 に

発表 され る論文 に関 し、必要な情報 を抽出 して一定 の形式に整 え、 それ をコンピュータ ・ファイ

ルにインプッ トした ものである。 そしてそのイ ンプッ トには多大の人手 とコス トを要 してい る。

化学 の分野では、コンピュータ化以前 にこの ような作業の手続 きが確立 され、「ケ ミカルアブス ト

ラクツ」が発 行 されていた。 しか し、最近で は学術誌 その ものが電子的手段 によって作 られ るよ

うにな り、更 にその内容の伝達 自体が電子 メールによって行われている。 いわゆる電子出版 も普

及 しようとしてい る。 これが もっ と一般化すれ ば、雑誌その ものの基本 ファイル を直接データベ

ースへのイ ンプッ トに用 いること、更 にはデータベースのための別のフ ァイルを作 る ことな く、

すべての雑誌 の基本 フ ァイル をネ ットワークで結んで、直接 それか ら情報 を引 き出すよ うにする

ことも可能になるはずであ る。 また、 この ような段 階にはす ぐには到達 し得 ない と思われ るが、

しか しその可能性 は十分に考 えられ る。

企業等の業務記録か ら作 られ るデータベースについて も、特別にデータベースを構 築せず、業

務用のデータファイルか ら直接1青報 を取 るような リアルタイム ・データベー スが考 えられるであ

ろう。

リアルタイム ・データベ ースの実現 についてハー ドウェアの面で は、ネ ッ トワー クも含めて技

術的な障害はあま りない ように思われるが、 ソフ トウェアに関 してはまだ困難 な問題が ある。 と

くに同 じファイル を リアルタイムで業務用の処理 と、 データベース としての引用 とに用 いるため

には、異 なる目的 に応 じた異 なる方式による記憶か らの情報抽出 を可能 にす るソフ トウェアが必

要である。 しか も多 くのデータファイル結びつけた りアル タイム ・データベースにおいては、異

なる方式で編成 された数多 くのデータファイル を取 り扱 わなけれ ばな らないか ら、 ソフ トウェア

上の困難 は増す けれ ども、 それは克服不可能 なものではないであろう。

1-4情 報形式の多様化

データベース技術多様化 の第2の 面 は、蓄積 され る情報の形式である。 データベースに蓄積 さ

れ る情報 の最 も簡単な形式}よ見出 しをつけた数字 である。 その次の段階はキー ワー ドをともなっ

た文字ない し文章 であ り、現在のデータベー スの大部分は数字 と文字 とを情報の形式 としている。

しか し、情報の形式 としては、数字や文字のほかに図形、色彩、音響、更 には匂いな ども考 え

られ る。 これ らをそれぞれ記述 した文章、ないし記号(た とえば音譜)と してで はな く、 その ま

まの形で直接記憶 し、 そうして必要に応 じてそのまま再現で きるようなデー タベ ースが考 えられ

て もよいはずである。勿論 その ようなデータベースを利用す る場合 には、 それ らの情報 を忠実 に

再現する機器が必要であ り、その意味で匂 いのデータベースな どは当面実現困難であろうが、図

形や音響 に関 しては、比較的容易 にかな りよ く情報 を再現 することがで きる。音楽データベース

な どは、遠 か らず実現す る可能性がある思われる。
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更 にすべての情報 を総合 して、いわば1つ の 「情況」をそのまま再現するような 「バーチャル・

リア リテ ィ」 に対応す る 「記憶 された リア リテ ィ」 を蓄積 した 「リア リテ ィ ・データベース」 と

いうもの も想像 で きる。 その場合、単 に現実の情況 を再現す るだけでな く、現実の情況 といろい

ろ組 み合わせた、 「構成 された リア リテ ィ」を引 き出す ことがで きるようなデータベース も考 え ら

れ る。

この ようなデータベースについて注意すべ きことは、文字以外 の情報 については、文字 によっ

て表現 された 「モノ」や 「コ ト」 を見出 しとして、それにかかわる形、色、音等 を記憶 している

もの と、形、色、音等 を直接手かが りとして、情報 を引 き出す ことができるような もの とは区別

して考 えねばな らない とい うことである。文字情報 でない情報 のデータベース とは、本来後者 を

指す と考 えな ければならない。 そうしてそ こか ら情報 を引 き出す場合 に も、形や色 の 「な まえ」

で はな く、あ るいはそれだ けでな く、形や色、 または音その ものを手かが りとして、情報が検 索

で き る よ うにな ってい るべ きで あ る。

1-5デ ー タベ ー ス の機 能

データベース を機能面 か ら見 るとき、それを1つ の 「業」 として見 るか、 アクテ ィビテ ィとし

て見 るか、 またはアクテ ィビティを構成 する1つ の過程 として見 るか とい う問題 がある。

「業」 としてのデータベース、すなわち 「データベース産業」 については、昨年 の報告書の中

で論 じたが、特定 の事業所 において主たる目的 として営 まれ る経済活動 としてのデー タベ ース業

とい うものは、現在の 日本 ではあ まり大 きく発展 している とはいい難 い。少 な くともそれ 自身 を

収益の主要な源泉 として、営利 目的 としてデータベース業 を発展 させ ることは困難 なように思わ

れ る。

この ことは、必ず しも悲 しむべ きこ とではないか もしれない。データベ ースな るものが、独 立

した 「業」 にな らなければな らない とい う必然性はない し、 また それが望 ましい発展の方 向であ

る とも限 らない。

現在 のデータベ ースは、単 なる電子手帳ない し電子辞典以上の ものである とすれば、利用者は

比較的限定 され るものである。いいか えればデータベースを有効 に利用する ことができるのは、

その分野の専 門家 に限 られる。学術文献情報 データベースはその最 も顕著 な例である。その分野

の専門知識 を持 たない人 が、学術文献情報データベースを用いて、その分野 の最近 の発展 の動向

を知 ろうとして も無理であ る。経済情報 データベースは より一般的なように見 えて も、やは りそ

れ を使 い こなす ことがで きるの はエコノ ミス トとしての資格 を持つ人 に限 られ るであろう。

データベースの利用者 が限定 されている とすれば、それが産業 として成立 し難いのは当然であ

る。データベースが産業 として よ り発展するためには、それが専門家以外 の人々 にも有用 な もの

とな らねばな らないが、 そのためには情報の意味づけ、解釈 をともなった情報 コンサルテ ィング

を行わなければな らない。 それ によって、利用者が本当に知 りたい と思 う情報が適切 な形 で与 え

られ るようにす る必要があ る。 それにはサーチ ャー とい うよ りも、む しろ「情報 コンサルタン ト」
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のサー ビスが要求 され る。 しか し、それはかな りのコス トと専門的な人員 を必要 とす ることにな

り、 その費用 をサー ビスに対する対価 で賄 うことは難 しいで あろう。従 って、 その ようなサー ビ

スが発展す るためには、人 によるコンサルティングに代 るAIが 発達 する必要があ ると思われ る。

この方向への研究 はなされてい るが、 まだそれが現実 に有用 なもの となるのは近い将来の ことで

はな さそうである。

データベース業が関連する と思われ るのは、付加価値情報通信(VAN)で ある。VANも 一時

期待 されたようには発展 していないように思われ るが、 それが十分発達するためにはデー タベ ー

ス との結びつきが必要にな ることはいう まで もない ことであ ろう。 しか し、 この点 もまだ将来 の

ことに属するように思われ る。

とにか くデー タベ ースを 「業」 として とらえたのでは、現状 では不十分であることは明 らかで

ある。 しかし、他面 それを業務 にお ける単 なる一過程、 あるいは1つ の手段 として捉 えたのでは、

それを情報処理一般、あるいは コンピュータ ・ファイルの利用全般 と区別する ことが困難 にな り

「デー タベース」の概念その ものが解 消 してしまう危険がある。

データベースが、それ 自体1つ のまとま りを持 った活動 として、 その利用者の業務活動 とは一

応独立 に行われ、構築 され保存 されてい ることは確 かである。あるいは より正確 にいえば、そ う

いうもの として 「データベース」 と呼ばれ るものの存在が認識 されてい ることは事実である。 し

かし、 その活動が不特定多数の人 々、あ るいは少な くとも当事業所外の人々 を対象 とした、独立

した経済活動 としての位置づ けを与 えられ るには至 っていないのが大部分であることも否定で き

ない。 また、 このような状況 は近 い将来 に変化す るとも思われない。

従 って、データベースを言葉の本来の意味 との1つ の 「アクティビティ」 として捉 えるのが適

当であると思われる。企業内デー タベー ス、あるい はいわゆるインハ ウス ・データベースは勿論、

商用データベースにおいて もそれ は業 としての 「情報 サー ビス業」における1つ のアクティビテ

ィとして とらえるのが適 当で、 その中の1つ の産業細分類 とは理解 しない方が よい と思 うし、事

業所 におけるアクティビティの中でデー タベースが支配的な比重 を持 つ ものを「データベース業」

と見な くて もよいが、それが安定的な一 つの産業細分類 を構成 する とは考 えない方が よい。

統計的な把握 において も、それ はアクティビティ として理解 すべ きであ り、 その ような もの と

して調査の対象 とすべ きである。

1-6む す び

日本 にお けるデータベースの今後の発展 ととらえる とき、 ソフ トウェア、ハー ドウェアの技術

の発達 とともにその現実のあ り方 と機能 とが変化 する ことが予想 され る。 しか し、 その変化 を通

してそれを1つ のアクティビテ ィとして把握す ることは可能であ り、その方向か ら統計的調査 の

対象 とすることが望 ましい。
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第2章 特定サー ビス産業実態調査 につ いて

2-1調 査 の概 要

2-2「 情報サー ビス業 」の調査 の概要

2-3「 サー ビス業基本調査」 と特定サー ビス産業実態調査 の

「情報サー ビス業」 との関係 方

2-4企 業統計 か らみたサー ビス産業の実態

L





2特 定サー ビス産業実態調査について

1960年 代以降、我が国経済 のサー ビス化が進展す るなか、 その実態把握が遅 れていたサー ビス

産業 の実態 を明 らかに し、サー ビス産業に関す る各種施策の基礎資料を得 ることを目的に、通商

産業省が昭和48年 か ら実施 している調査である。

近年、総務庁 は統計審議会の中長期構想 を受 けて、サー ビス業センサスとも言 うべ き大規模 な

「サー ビス業基本調査」 を平成 元年 に始 めて実施 するなど、サービス産業の実態が徐々 に明 らか

にな りつつある。

しか しなが ら、サー ビスの需要先 は、対個人向 け、対事業所向けや公的サー ビスがあ り、事業

形態 も民営 ・公営、営利 ・非営利がある。 また、サー ビス産業 は消費者ニー ズの変化、技術革新

の進展、産業構造 の変化な どによって、ニューサー ビスの出現、或は提供サー ビスの質的変化な

どに顕著 に現れているように急成長遂 げ、 しか も、構造的な面での変化 も著 しい産業である。特

に、最近で は、情報処理技術 の進展に ともなって 「サー ビス」と 「情報(又 は情報サー ビス)」 の

概念が錯綜 してお り、統計情報 の整備 にあたっては、統計技術面からの検討 とともに理論的 な面

か らの検討 も一層必要 になって きている。

以下、通商産業省 で実施 している特定サー ビス産業実態調査 について、その代表的 な 「情報サ

ービス業」 を中心 に調査 の概要、調査結果 の概 要について紹介するとともに、統計利用 ・作成面

の課題な どについて述べ る。

2-1調 査の概要

特定サー ビス産業実態調査(以 下 「特サ ビ調査」 という)は 、サービス産業 に属する特定 の業

種 について、毎年 その活動 の実態 や事業の経営の現状 を明 らかに し、サー ビス産業 に関す る各種

施策の基礎資料 を得 るための統計 で、統計法(昭 和22年 法律第18号)に 基づ く指定統計調査(第

113号)で ある。

この調査 は、我が国経済 ・産業のサー ビス化 の進展 に対応 して創設 され、昭和48年 か ら開始 さ

れた比較的新 しい統計調査 で、 日本標準産業分類の大分類 「L－ サービス業」に属す る産業か ら

毎年5～8業 種程度 を取 り上 げ、当該業種 に属 する事業 を営む全国の事業所又は企業 を対象 に、

毎年11月1日(た だ し、西暦年号の末尾が0又 は5の 年 は国勢調査年に当たるため、1か 月遅 ら

せて12月1日)現 在 によって調査 してい る。

調査は、都道府 県知事が任命す る調査員が各事業所に配布 する調査票 によって行 い、記入 され

た調査票 は都道府 県を経 由 して通商産業省 に集め られ、集計公表 されてい る。調査結果 は、後述

の調査事項 について、業種別 ・地域別等 に集計 し、速報 は調査実施後約8か 月、 また、確報 は12

か月前後 にそれ ぞれの業種 ごとに 「特定サービス産業実態調査報告書○○業編」 として公表 され

ている。
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2-1-1 調査対象業種及び対象範囲

この調査は、毎年調査業種、周期調査業種、調査の都度政策的なニーズによって調査す る選択

業種 の3種 類 か ら構成 されてお り、 その年次別 の調査業種は表2-1に 掲載の とお りである。

また、 この調査の対象範 囲は、表2-1に 掲 げる業種 に属 する事業 を営 む全 国の事業所又は企

業で、業種 によって は市部に所在 する事業所 に限定 した調査 となってい る。

表2-1特 定サー ビス産業実態調査の調査年次一覧表

＼こ二 『 『　 }一"一…'一"一 『
、、

一_
_西 暦 年 号、、

、、

業 種 ＼ ～、＼
、

73 74 75 76 77

'一 一 ー

78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90

1物 品 賃 貸 業 ○ O ○ c) O O ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2情 報 サ ー ビ ス 業 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3広 告 業 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇
一一

○
の

○ ○ ○

、

4ク レ ジ ッ ト カ ー ド 業 ○
一 一

○

○

○ ○
「A-}'

5エ ン ジ ニ ア リ ン グ 業 ○ ○ ○

6デ ザ イ ン 業 ○ ○ ○ ○ ○ ○

7コ ン サ ル タ ン ト 業 ○ ○ ○ ○

8映 画 館 ○ ○ ○

9ゴ ル フ 場 ○ (=) ○ (つ ○

10環 境 計 量 証 明 業 O ○ ○ ○

11ト レー デ ィ ン グ ス タ ンプ業 ○

12テ ニ ス 場 ○
一 ー 一一 一 一 一 一

○

13ボ ウ リ ン グ 場 ○ ○

14デ ィ ス プ レ イ
.業

○ ○

15機 械 設 計 業 ○ ○

16葬 儀 業 ○

17貸 自 転 車 業 ○

18遊 園 地 ・ ○

19フ ィ ッ ト ネ ス ク ラ ブ ○

20ゴ ル フ 練 習 場 ○

業 種 数 計 5 5 5 5 4 4 7 7 5 5 5 5 6 7 5 5 5 8
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2-1-2調 査 内 容 ・調 査 事 項

この調査は、それぞれの調査業種の特性に応 じた調査内容になっており、調査業種の数だけ調

査票の種類がある。

調査事項は、①基本的な調査項 目、②事業所の当該事業活動に関する調査項目、③企業に関す

る調査項 目、④アンケー ト調査項 目の4つ から構成されている。

[基本的な調査項目]

◇事業所名及び所在地◇企業名、企業の本社の所在地◇本社 ・支社別及び業務別の開始年

◇経営組織及び資本金額◇従業者数

[事業所の当該事業活動に関する調査項目(業 種ごとの産業特性に応 じて設計)]

◇運営方法◇会社系統◇事業所数◇専業 ・兼業別割合◇年間売上高◇年間契約高、契約残高及

び契約件数◇業務の契約先の産業別数及び産業別割合◇業務の種類別割合◇入場料金又は利用

料金及び入場者数、利用者数又は利用件数◇募集価格◇興行形態◇延べ床面積又は総面積、収

容定員及び施設◇会員数◇加盟店数

[企業に関する調査項目]

◇企業の営業用有形固定資産及び営業費用等

[アンケー ト調査項 目]

◇事業経営の現状等

2-1-3統 計利 用 ・作 成 面 の課 題

この調査 を実施す るに当たっての最大の課題 は、調査対象の把握であ る。事業所統計調査の調

査周期 は3年 か ら5年 に延長 され、名簿の更新期間が長 くなっている。 また、特サ ビ調査 の対象

業種 は事業所統計の業種 よ りも調査範囲が限定 されているため、事業所名簿 をもとに調査員 によ

る確認や、 そのほかの行政 情報 などによって名簿補正作業 を行 う必要がある。

この調査 も調査員によるブイル ド ・サーベ イ ・システムを採用 してい るが、商業事業所や工業

事業所 に比べてサー ビス業事業所は外見か らの見分 けが困難 な業種や業態が多い。そ こで、業界

の会員名簿等の行政情報 を活用 して名簿の整備 ・補正作業 を行 ってい るが、業種 によっては業界

団体 への加入率が低い ことや、転廃業が著 しい ことな どか ら対象事業所 の把握 が困難であ る。

この ような対象把握 の困難性 は、統計データの利用面に も影響 を及ぼす。対 象の捕捉率が高 ま

るに連れ て統計 データに非連続性が生ず る。特 に、近年、調査実施側 において調査対象の捕捉に

努めてお り、統計 データの時系列的な利用に当たっては、 この対象の捕捉状況の変化 に留意す る

必要があろう。 このほか、総 じて小規模 な事業所が多 く、特 に財務に関する調査項 目はデータの

報告が悪 いの もサー ビス産業 の特性であ ろう(総 務庁の 「サー ビス業基本調査」 も記入率が悪 く、

疑義調査票の紹介な どに多大 の時間 と労力を費 やしている)。 また、一部 の大企業 に非協力企業が

あ り、 これ ら企業の協力度合 いや報告内容 の変更が調査結果全体 に大 きな影響 を及ぼす項 目も見
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受 け られ る。

2-2「 情報サー ビス業」の調査の概要

「情報 サー ビス業」は、特サ ビ調査 の中で毎年調査 されている業種 の一つである。

2-2-1対 象 範 囲

この調査でいう 「情報 サー ビス業」の定義は、次の とお りである。

①電算機のプログラムの作成及 びその作成に関す る調査、分析助言な どのサー ビス

②電子計算機 を用いて委託 された計算 を行 うサー ビス、電子計算機用のデータ媒体 にデータを

書 き込 むサービス

③各種のデータを収集 ・加工 ・蓄積 し、情報 として提供す るサー ビス

④市場調査 ・シンクタンク業務、その他の情報 サー ビスを業 として営む事業所の うち、市(特

別 区を含 む)の 区域 に所在す る事業所

また、情報 サー ビス事業活動の範囲は、他の事業所 によって開発 された ソフ トウェア ・プロダ

ク トの流通のみを行 っている事業所の ソフ トウェア ・プロダク トの売上 げは商業統計調査 に より

捕捉 され、 この調査 の対象 には含 まれない。 しか し、 自らもソフ トウェアを開発 し、併 せて他の

事業所の開発 した ソフ トウェア ・プロダ ク トの販売 も行 っている場合 は、 この調査 の対象 になる。

この場合、他の事業所の開発 した ソフ トウェア ・プロダク トの販売 の売上 げは卸売 ・小売業務 と

し、 自ら開発 した ソフ トウェアを売上げのみ情報サー ビス業 とす る。

2-2-2調 査 内容 ・調 査 事 項

調査票及び記入注意を参照。

2-2-3平 成2年 情報サー ビス業の調査結果の概要

平成2年 の情報 サ ー ビス業 を営 む事 業 所数 は7,042事 業所 、そ こで情 報 サ ー ビス業 に従事 す る人

は45万8,462人 、 うち男性 は32万6,630人 、女 性 は13万1,832人 で あ る。

また、 これ ら事 業 所 の年 間 売上 高 は5兆8,727億 円 で、1事 業 所 当 た りで は8億3,395万 円、 従

業 者1人 当た りで は1,281万 円 に達 して い る。

ちな み に、10年 前(昭 和55年)の 売上 高 と比 較 す る と、8.8倍(年 平 均24.3%増)の 規模 に な っ

て い る。 この期 間、 国 民総 生産(名 目GNP)は1.8倍(同6.0%)、 国内総 生産 の サ ー ビス産業 全

体 でみ て も、2.2倍 の増 加 で あ り、情 報 サ ー ビス業 の 際立 った成 長 ぶ りが うかが える。

売 上 高 を業務種 類 別 にみ る と、 「ソフ トウ ェア開発 ・プ ログ ラ ム作 成 」が3兆4,579億 円 で、58.9

%を 占 めて い る。次 いで 、 「受 託 計 算」 が9,633億 円で、16.4%と な って い る。 また、規 模 は小 さ

い が デー タベ ー ス ・サ ー ビスの 売上 高 は1,886億 円 で、3.2%を 占 めて い る。

売上 高 を契 約産 業 先別 にみ る と、金 融 ・保 険業 が26.6%、 鉱業 ・製造 業 が26.3%、 同 業者 間が
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15.5%の 順 とな ってお り、 調査 開 始以 来 鉱業 ・製 造 業が首 位 を保 って きたが、近 年 、金 融 ・保 険

業 の情報 化 が 進展 す る中 で、 同業 種 か らの契 約 が最 も高 い割 合 を 占 め るに至 って い る。

また、職 種 別 の従 業 者数 をみ る と、シス テム ・エ ンジニア リングが32.3%、 プ ロ グラマ ーが28.7

%で 、 この両 者 で全 体 の6割 を占 めて い る。 これ に、 キーパ ンチ ャー 、 オペ レー ター を含 めた技

術 系 の従業 者 で8割 を 占 めてい る。

2-2-4統 計 利 用 ・作 成 面の 課題

この情報サー ビス業 は、通信業 とも関連 してお り、中で もデータベース業 は情報サービス活動

と通信活動が融合化 された産業 とも言 える。例 えば、 この調査 にお ける 「データベース業」 とは、

「コンピュータに各種 データを収集 ・加工 ・蓄積 し、要求 に応 じて情報 として提供 する業務」 を

業 として行 っている事業所 をい う。 このような事業活動 は、単一の事業所企業 ならまず しも、複

数事業所企業 においては個々の事業所 で これ ら事業 を単独で営む ことは困難で、企業ベースの経

営 にならざるを得 ない。

企業ベースの経営 にな ると、 この情報サー ビス業の調査結果か らもうかがわれ るように 「その

他 の情報 サー ビス活動」と兼業す る企業が多 く、「データベース業」を事業所単位で把握するこ と

は、調査技術上 も非常 に困難 といわざるを得ない。詳細 な実態把握 は 「データベー ス業」を行 っ

ている企業 に対 して事業所等の組織的な面 も含 めた総合的な調査 に よって行 うことが必要になろ

う。

新 たな企業単位 の調査 の創設が困難な場合は、当面、特サ ビ調査 の 「情報サー ビス業」で調査

している情報 サー ビス活動の内訳調査方式 を主体 に、調査内容、調査方法を拡充 ・整備する こと

が現実的か と思われる。

また、現在、この特サ ビ調査には、NTT本 社 は対象 になっていないが、このNTTの 情報処理

子会社(又 は事業所)は 対 象になる。売上高の調査 に当たって も、海外 に対す る情報サー ビスの

提供 は当該事業所 が直接海外 に提供 していれば当該事業所の販売額 に含 まれるが、本社経由の提

供 の場合は間接の販売 にな り、 このようなケースは本社の売上 げになることが多い。 この ような

内外問わず間接の売上高の取扱いについては、事業所ベースの統計ではそれを収益(事 業所 の販

売高)と して計上する仕組 みになってい るが、サー ビス関係の統計は歴史が新 し く、企業の経理

や計数管理が必ず しも統計 が要求 するようになっていない企業が多い。

また、わが 国企業 にお いては、企業間の経理処理においてもサー ビス取引 きの記載が不十 分で

ある。子会社 ・関連会社 を通 じた ソフ トウェア開発 な どの技術開発 にともな うサー ビス取引 きと

その対価の授受が双方の企業 において明確 にサー ビス取引 きとして計上 されてお らず、企業の他

の費用 に含めて処理 して いることが多い。 このほか、企業間取 引 きや企業内取引 きの価格設定 の

問題 な どもあ り、製造企業 においてはハー ド中心で ソフ トの評価 は低 く、サー ビス価値の評価 も

低い。 これ らの種々の点がサー ビス産業、特 に情報サービス業の調査 を困難に しているもの と考

えられる。

一11一



さらに、サー ビス業の国際化の進展 と共 に、統計上 の処理 において、国内(Domestic)と 国民

(Nationai)の 概念整理が必要 になる。現行の統計 はほ とん ど国内概念 に基づいて調査項 目の定

義が設定されている。企業会計上 の国際取引 き計上方法 には、 「総額計上方式 」「差額計上方式」

とがある。総額計上方法は、海外企業 との売上高 を経費 を含めてすべて計上す る方法であるのに

対 して、「差額計上方式」は、双方において取引 きを相殺 した残額 についてのみ計上す る方式であ

る。特 に、後者の 「差額計上方式」 は国際郵便事業、国際通信事業な どにみ られ る。 また、類似

の問題 として製造企業、商業企業な どにおけるサー ビスの売上高の計上方法 に も経費 を含 めた総

額計上方式 と純益のみ計上 する方式 とがあ り、 しか も、企業 はサー ビスの種類 によって この両方

式 を使い分 けている。 この二つのケース も、 それぞれのアクティビィティごとの付加価値 を把握

す ることが可能 な らば問題 は生 じ無い。アクティビィテ ィご との付加価値把握が困難な中で、統

計的な側面か ら企業の計数管理 を啓蒙 してい く必要があ ろう。

最後 に、対象把握の問題 が挙 げられ る。情報サー ビス業 の急成長は、元来 の情報サー ビス業 を

営んでいた企業が成長 ・発 展 したケース と元々他産業の企業 において内部処理が行 われていた も

のが、業 として独立 したケースが多い。当初 は、 コンピュー タ産業 におけるソフ ト開発 部門の独

立や製造業 のコンピュータ部門の独立が あ り、 それ らに商社、百貨店 ・大型 スーバ、運送業等の

コンピュータ部門の独立、最近で は銀行 ・証券 ・シンクタンク等 のコンピュータ部門の独立、通

信業の情報処理部 門の独立な どによって情報産業が急成長 を遂げてい る要因 もある。 これ らは、

アクテ ィビィティ ・ベースでみれ ば、実態が変化 していないにも拘 らず統計 の捕捉方法 によって

あたか も現実がダイナ ミックに変動 しているようにみえる現象である。特 に、情報サービス活動

については内生化 している企業が多い中、情報サー ビス活動 の概念 とそれ を評価 ・計測す る単位

の問題 は依然解決 されてお らず、 この面か らもサー ビス産業、特 に情報 サー ビス業の調査 を困難

に しているもの といえよう。

2-3「 サー ビス業基本調査」 と特定サービス産業実態調査の

「情報サービス業」 との関係

平成元年 に総務庁が実施 した 「サー ビス業基本調査」 は、我が国におけるサー ビス業事業所の

産業、従業者規模 等の基本的 な構造及 び事業収入、経費等の事業活動 の実態 を調査 し、産業 ・経

済施策 を始 め とす る各種行政施策の企画 ・立案のための基礎資料 を得 る ことを目的 とした調査で、

統計法 に基づ く指定統計調査(第117号)と して平成元年に初 めて実施 された調査である。

調査の範囲 は、 日本標準産業分類 の大分類 「L－ サー ビス業」 のうち、次に掲 げる 「産業」 に

属す る民営の事業所である(表2-2参 照)。 なお、 これ ら該 当する産業で あっても、一部の産業

は調査範囲か ら除外 されている。
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表2-2サ ー ビス産業調査の調査範囲

(1)日 不 標 準 産 業 分 類(昭 和59年1月10日 行 政

管 理 庁 告 示 第2号)の 「大 分 頚L－ サ ー ビ ス簗 」 の う

ち,次 に 掲 げ る 「産 業 」 に 属 す る民 営 の 事 業 所 と し

た。

中 分 頚72一 物 品 貸 賃 菜

73一 旅 館,そ の 他 の 宿 泊 所

75一 洗 ～徹 ・巧と容 ・浴 ▲揚菜

76一 その 他 の 個 人 サ ー ビ ス 粟

77一 映 画 業

78一 娯 楽 梁(映 画 業 を除 く)

79一 放送 粟

80一 駐工巨場業

81一 自動111整備業

82一 その他の修理業

83-一協同組合(他 に分類されない もの)

84一 情報サー ビス ・調査 ・広告業

85一 その他の事業サー ビス業

86一 専 門サー ビス業(他 に分類 されない

もの)

87一 医療業の うち

小分類874一 助産所

875一 療術簗

876-一看護su

877一 歯科技工所

879一 その他の医療関連サー

ビス業

88一 保健衛生

89一 廃棄物処理業

90一宗教

91-一?X育のうち

小分頚918一 社会教育

919一 その他の教育施設

92一社会保険,社 会福祉

93-一一学術研究機関

田一政治 ・経済 ・文化団体

95一 その他のサー ビス業

「大 分 頚L－ サ ー ビ ス 業 」に 該 当 す る産 業 の う
tZ).

ち,次 に示 す 産 業 は 調 査 の 範 囲 か ら除 外 した 。

中 分M711一 家 事 サ ー ビ ス 簗

87一 医 療 業 の うち

小 分 知871一 病 院

872-一 般 診 療所

873一 歯 ↓斗診 療 所

91・一教 育 の うち

小 分 頚 .9】1一 小 学 校

912-tli:'},:t交

9】3一 ハ苫等 ごγ:校

914一 高 等 教 育 機 関

9]5一 守・}殊教 子∫‖n学t交

9]6T・SJJI{t…図

917一 専 修 学 校,各 種 学 校

96一 外 国 公務
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また、調査 の範囲に属する事業所で、昭和61年 の事業所基本調査 区の うち、① 指定調査区にあ

っては全事業所、②指定調査区以外の調査区 にあっては従業者10人 以上の事業所、更 に、③ この

いずれ に該 当する事業所の うち、通商産業省の特 サ ビ調査の調査対象事業所については、調査せ

ず、その調査結果 を活用 している。

したが って、 この 「サー ビス業基本調査」の 「情報サー ビス業」 と、通商産業省の同年次実施

の特サ ビ調査の 「情報サービス業」 とは、同一の調査票ではない ものの、同一の概念 によって実

施 されてい る(表2-3参 照)。 両調査の結果が異な るの は、特サ ビ調査の調査対象 とな っていな

い郡部 などの事業所が含 まれているほか、いわゆる脱漏事業所が捕捉 されているもの と思われ る。

表2-3両 調査の 「情報サー ビス業」の比較(平 成元年)

サ ー ビス業 基本 調 査

(A)

事 業所 数14,286

従 業者 数524,219

年 間 売上 高5兆6,558億 円

特 サ ビ 調 査

(B)

5,587

377,113

4兆3,514億 円

比 較

(B/A)

39%

72%

77%

2-4企 業統計からみたサー ビス産業の実態

サー ビス業の事業所数 の増加要因 としては、サー ビス業企業が複数 の事業所展開によって増加

するほかに、他産業の企業がサー ビス業へ進出する ことによって増加 するケースがある。 このサ

ー ビス業 に他産業企業か らどの程度進出 しているかを事業所統計(総 務庁調べ)の 名寄せ会社企

業編 に よって見てみよう。

昭和61年 の我が国の会社組織の企業数(公 務、外 国企業 を除 く)は 、'126万7,642企 業で、 これ

ら企業 は190万6,814事 業所 を持 っている(表2-4参 照)。 この うち、1社1事 業所 の単独企業 は

105万8,299、1社 で複数の事業所 を持 っている1社 複数事業所企業は20万9,343で 、84万8,515事

業所 を持 っている。

1社 複数事業所企業 においてサー ビス業 に属す る企業(2万3,963)は9万726事 業所 を持 って

お り、このうち、当該 サー ビス産業 に属 する事業所 は7万9,563事 業所、サー ビス業以外の産業 に

属す る事業所 は1万1,163事 業所である。

また、この1社 複数事業所企業全体でサー ビス業 に属 する事業所は11万6,165事 業所 であ り、こ

の うちサー ビス業に属す る企業が持 っている事業所 は上述の7万9,563事 業所、サー ビス業以外 の

産業が持 っているサー ビス業 に属す る事業所は3万6,602事 業所 で、約2分 の1に 及 んでいる。

さらに、サー ビス業 の内訳 を見 る と、表2-5に 示す とお りである。 この表か らも窺われ るよ

うに、情報サー ビス ・調査 ・広告業に属す る事業所 は8,967事 業所あ り、内訳 はサー ビス業企業が

持 っている事業所 は6,028事 業所、製造企業が2,526事 業所、卸売業 ・小売業 ・飲食店が282事 業所

となってお り、特 に製造企業の情報サー ビス等の産業への進出が著 しいこ とがわか る。
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表2-4複 数事業所企業における産業別(全 産業)の 事業所数(昭 和61年)

11`粟所 産 ※

{大 分 類)

今 節 ※ 農林漁業 鉱 ※ 建;没 業 製 造 ※ 電 気 ・ガ ス・
熱供給・水道某

運輸・通信※ 卸売 ※ ・小売
業 ・飲 食店

金融・保険業 不動産※ サ ー ビス 業

事業所数 事※所数 事業所数 事業所数
1び業所 数 :匪※所数 事※所数 ]1`業所 数 踏 所数 11礫所数 事業所数

ヂ'

企 産 業 848,515 2,562 L577 6L815 168,395 3,905 50,435 4(」2,830

■

49,210 17,060

,

90,726

農 林 漁 ※ 2,437 L717 5 81 264 一 12 286 5 18 49

鉱 ※ L463 1 857 237 184 5 16 150 2 1 10

建 設 業 54,968 翻 22 50,467 L636 ・37 245 L264 2 385 856

製 造 業 109,837 168 164 2,739 95,006 4 344 10,522 15 105 77{1

電 気 ・ガス ・熱 供給 ・水

道 業
3,432 一 一 19 20 89 3,205 2 36 一 7 閲

運 輸 ・ 通 信 ※ 48,383 29 25 302 738 10 45,261 L282 36 153 547

卸 売 ※ 163,346 263 179 1,427 41」07 16 318 118,470 66 154 1,346

小 売 ※ 237,779 162 52 IJO7 14,511 56 863 217,130 206 959 2,733

飲 食 店 47,461 34 10 420 2,174
一

483 40,182 113 L333 2,712

金 融 ・ 保 険 ※ 47,101 一 一 [2 12 一 20 260 46,492 157 M8

不 動 産 ※ 16,143 22 19 1,183 416 16 298 843 170 lL238 L938

サ ー ビ ス 業 1】6,165 112 225 3,820 12,258 556 2,573 |2,405 2,】03 2,550 79,563

(注1)全 産業 はM公 務 を除 く

(出所)総 務庁昭和61年 事業所統計調査報告書 より作成

表2-5複 数事業所企業における産業別(サ ー ビス業の内訳)の 事業所数(昭 和61年)

事`※'所産 業

(巾 分 類)

余 塵 ※ 農林漁業 鉱 業= 建 設 ・裟:製 造'菜;
電 気 ・ガス ・

熱供給・水道栗:
運輸 ・通 信・※ぎ

卸売 菜'・小売'袋=・飲食店 .金融 ・保険 ※『不動産 ・業 サ ー ビス:染1

q膓'※'情 致 到環 所数 ]1環所 数 こじ業所数 事業所数 事 業二所数 >」`※'所数 ♪」`・業'断 裁 事 ※所数 ・陳'所 数 事業:所数

サ ー ビ ス ・※ 計 116,165 112 225 3,820 12,258 556 2,573 12,405 2,103 2,550 79,563

物 品膓 賃1t業 7,333 5 1 1小1 187 一 67 L(⊃67 閲 52 5,756

方詫nY、 そ の{也 の{6汀{}好 16,984 39 89 L353 4,505 445 899 2,797 1,593 753 4,529

i先i{ヒ1・ 刊!Σド ・i谷 場}}業' 22,078 2 42 55 】32 2 29 687 13 140
.

2{}.976

その他の個人サービス業 5,861 一 一一 12 94 一
68 891 】4 32 4.751)

映 画 業' 仁044 一 一 -一 　 】 15
一 一 一

33 6 38
'951

・

娯 楽 業{映 画 業'を 除 く) 9,218 17 11 M4 656 4 166 L296 65 470 6,389

放 送 業 1,054 一 }

4 2
'

一 】 一 一 } 1 LO46

∬ト1ド ∫易 ※ 2,092 8 3 67 162 一 147 531 55 5〔〕5 614
,

自 動 車 整 備.菜 4,070 一 5 68 107 1 456 1.i68 7 9
■'

2,249

そ の 他 の 修 理 ・※' 4,985 21 3 537 790 .一 44 841 一 5. 2,744

情報 サ ー ビス ・調 査 ・広告業
8,967 一 一

32 2,526 1 48 282 35 |5 6,028

その 他の ミ1`業サー ビス業 12,849 4 11 751 1,096 25 307 772 86 325

・

9,472

専門サービス業(他 の分
類されないもの) 14,456 一

13 446 934 16 123 1,595 37 146 |L1・16

医 療'業 781 2 17 5 127 7 57 60 11 4 491

f呆 健 緯frヒ 85 一 一 一

4 5 1 11 5 1 1 57

ばε ・棄 物 処 翠∬ 拶ε L412 1 4 79 47 2 34 41 一一 11 】」93

教 育 1,654 1 1 41 243 30 96 137 ▲05 37 963

社会 保 険 ・社 会 福 祉 135 一 3 2 18 一 2 44 一 ・ 7 59

£欝 祷f研 究 機1幻 864 10 9 69 520 19 8 125 1 2 101

そ の他 の サ ー ビス ※ 243 2 13 6 92 3 10 33 20 15 49

(注1)全 産業 はM公 務 を除 く

(出所)総 務庁昭和61年 事業所統計調査報告書 より作成
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1事 黛所名及σ所在地 ふ1:t't'

1事 績 所 名

11事 実所の所在地 〒{ パ 電言拓〔
、
「 局 番:

:負事 裏所 が支 社.営 田所 の鳩 創 こは,事 杜の 所在地 を髭 入 】て 《ださ い,)

川 本社の所在地 〒( パ電話( 、

' 鰐 番}

2経 営組垣及LF資本金額f企 業の経営ikQと してあてはまるものの番号を○でかこんでください, ll企 婁の資本金額(又は出資金癩}を記入Lて ください.

i1株 式会社 2有 限会tt 3そ の他の会tt

4そ の他の法人5法 人でない団体6個 入7

.L..
.

1¢ 千万 百万叶 万i万円L.

(1語意 漂1り

.1イ直 百世:十僚
...

国の会社

・:

F.

!
11.

3本 ・支社窺及σ換籏の

開始年

1弔 意所の本社・支社別 としてあてttまるものの番号をOで

かこんで《ださい.

1単 独事寝所 〔支社 ・官臭所などをもたない事彙所)

2本 社(支 社 ・甘食所などをもっている水吐・本店}

3支 社(支 社 ・営巣所なとつ

11事 業所の情領サービス婁務の開始年代としてあてはまるものの番号をOで か二んt'ください。

1昭 和29年以前

2昭 和30年～34年

3昭};35g.～39年

4昭 和40年一44年

5

6

7

8

昭和45年～49年

昭和50年～54年

昭和55年～59年

昭和60年～62年

9昭 和63¥、E召n64s・ ・平責元4

10平 成2年

4徒 纂 看 数t

〔難繕〕

事裏所(1-1)の 従皇考数を記入

してください.

111の 提案者数のうち、情報サービス

纂務に従事する従菓者数を9己入して

ください.

情人干せ,"渡

`6×1:w題 目

常時眉陪
従 某 者

証

人 人 大

曲)「1【 獣 化 来者 ∫ で 賃 金や 袷時 を受!t

{
ている場合`コ、:常時遜利発筆者j
lこなりま†.

a!「 宮,鴻 杁yttaa'」 と=t1か 月 を超

え る雇 用 契 袴者 と、10月:11月;二 そ

'しぞtLISfi以 上 動 き、現 イヒ:L雇 閃 き

れ てい る 人 を いい ま ち

這3他 力事望宇から浪遺受入,〉して・・1

る老を為き、伐の事典`£に涜己1ノ

ニ:'る合 て瓦へ三て吋

川1】 の「情報サービス貫務に従事†る従業者二を.セとして従事しているvaM;二より、男女別に区分して記入してください。

区分 音部`門 営業部F1 脳 死 貝
システムエ
ンジニア

プ07ラ7
一

オペレータ
ー

キーパンチ
一一 その 他 計

男 入 人 人 人 人 人 人 人 人

女 人 人 人 人 人 人 人 人 '、

5年 間 売 上 高1

薩ii蕪}

享宴所(1-[}の 年間売上M"・fi費税額を合し・.)

を記入してください.

IIIの:事 婁所の年間売上高」にお、・て各婁務の占める税合を記入してくださ・・.{計が100%ヒ

なるように整数て'記入Lて(だ さい.)

情 報
サービス食口

%

恰貝t-Yス 婁ULthnt－ ビス竃w

物品lnf脅

・%

そ 「.rt・;←-ftt

%

浪速 宝 務

ノ
O

δ
/

∫F売・'1魂貧 問
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計
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嵩

:、

]、口資事項 ごとの記入注意

'
,}1意 濤 、; 1. よ己 入 江.〔 ㌦ 尚 ・}i

.翠.ジ ξ.・}`.川
妃 人 口… .蔓._.一.

・

る号 開 ζiヰ1項 紀 へ も 当..亘 ノ1`..噴_. 「.T『 .'÷^ぶ.・.一 一 r..　 .一"A.
一'」 一.L「 「 「 → 、 「..一「一「-.一 一 一

:

2 経営組織及び Cノ次の左の関に掲げるものIJ.そ れぞれ、右の園にlnげ るものを いいまψ'" 一

5 年間売上高 ll,年 間売」二高には、事裏缶が過去1か 年開において得たい… バ ・の売上・5、 1 主 務 の 挿 頭 1,寸 容 例 示

資本金題
そ の 他 の 《 杜

● チ

台密会社、合z会 社

対'なわち利益や所ioで なく経⑰を差 し引くnl∫の売 ヒ高を荊廿税込みの金額 で記

入して ください.

・一 一

ユーザーの情W処 即 システム、電子計算"室 ヌの青照強

情を受託するサービス業務で、メ'ペレ… クー、キーパン

そ の`向 の 法 人 財団 ・社団法人、特殊公益法人、各種の協同組合など

{2}賞 莫として行っていない財産運mや 財産売却による収入1止 伐開売上高には

含めません。 シ ステム 写膏 煙

チ ャー・などを既約 先に派適 して連寓することを いいま

寸。ただし、労働者派遣法上の労肋者派迂tに故当するも

法 人で ない 団体 法 人格のない任意の紐台、任意の団体など

13[こ こでいう年間売上高は、事案所だりの売上高であ り、企業全体の売上高で

ばありません。
運 営 受 丑 のは、その他に含めて ください。 シスラ ムの構口を含め

て一括受託 した鳴合は、それぞれの業務に分割 して記入
(41こ この売上高には本社.支 社問の取引も含めま寸'。

3 本 ・支 社別 00束 務の開始年は、この場所で現在の業務を始めた時期としますが、以下の点 すなわち、本社、支社間又は支社相互間の取引による、サービス提供を行った めてください..
及び皐務の開

始年

に留意して記入してください。

U)偶 人経営の事業所が、会社紺絞に蜜更された場合や相続人以外の人が絃索 サービス提供原価)

場合の提供価格又は振替仕切顧f提 供価格 又は振替仕IJ}額が'∫いときは、モの

を含めてください。
デ ー タ ベ ー ス

・り 一 ビ ス

コンピコー・夕に各醐データを収集、加工、蓄積し.要 求

に応 じて情報として提供する窯務
権の梨 貨を受けた槍 合等r経 営組織1が 変わった場合は、その時期を開始 年 6 年間売上高の C八次の左の蘭に掲げるものは、それぞれ、右の欄に打5げうものをいいますo

". .-.「

とします 庄是別割合
,

物品賃貸束、旅館、その他の宿泊所、洗濯 ・理容 ・浴場 オンラ イン 苅f3回路によるデークの提Ot業 務
.-.「

{2)耶 薫所を↓夕庭した場合は、 その時期を開始年 としますが、事案所の改装

など一時的な移転の根合は、開始の時期は変わりません.

13)他 事莫所と対等合併 した場合は、合併 した時期を開始年と します。

情報サ ービス震以

外のサー ビス寅

業、映画婁、娯楽室.放 遥黄、自紡日(倭国室 、広告熟

医飯婁、教育、その他のサー ビス案、外田公務などの壌 オフライン
紙、随気テープ写のパッケージメデ ィアによるデー タの

提供室窃
務

, 顧客の要消により、市民、消費者、企業に接触し得 られ
1引 案獅を開始 してから1年 に満たない場合は、 ∫賃考簡」に 「o月開業】 中央官庁及びその地方支分部局、ぷ道府県庁、,}i区役所 各

市増加夜 た個別情報を取りまとめ、統計的に処理し、拡大可能な
と肥人 してください. 公 務 町村役場など立法事務、'司法耶傷及び行政事f3を 行う官 樽

推計、あるいは一・般化され得る理論と して提供する婁脩
4 従 真 書 散 O平 成2年]2月1日 現在又はこれに最 も近い給与締切 日現在で記入 してください. 公庁 渕

そ の 他 の
O他 の4寝 所から派遣されている者を除き、他の事案所に派遣している者は含め

そ の 他
分類不能のぱ築の1まか、どの項目にもあてはまらないも 蚕

各授問責
世拾目査、 シンクタンクなどの業務

て記入 して ください。 の
情報サービス臭務に係る助言、α留金、教育訓練、その

O長 期欠勤者で、'か 月以上いかなる給与 も受けていなか った者は在姑者であっ

ても含めないでください令 7 年間売上高の O情 報サービス業務の種類物内容例示は次のとおりです・ そ の 他 他上記以外の情報サービス業務、また、労働者派遣,1収

檀顕別割合 業 務 の 種 類 内 容 例 示 入 もここに含めます。
O次 の左の飼に掲げるものは、それぞれ、右の側に掲げるものをいいますo

個 人 事 業 主
個人経営の事案所の主人で、この辛菜所の業務に実際に

従事 している者 オ

給与計算、在庫管理計算、販売蒋頂計算、H芋 計算、O

R統 計解析.予 測などの計算処理を行うに際して第1極

'
8

」

企累の営鼠用

有形固定買戻

τ輌v『.三こでは金隠全体における過去lfF間 の情報サービス業務に係る営業用有形

固定資産取得桶、官業費用等を記 入してください。

家 族 従 業 者

個人事業主と生計をと もにしている家族で主 としてこの

事業所の仕事に従事 しているが、一定の給与を うけてい

ンう

イ
VAN

電気通信業者か ら貸借 した通信回線に自営のコンピュ・一

夕を介在させて、コー ド変換、 フォーマット変換、プロ
及び営工農用

等

{2}1営 業用有形固定W産 取得加 は、原則として消費税を除 いた金"で 記入して

くださいo

ない者

‖
トコル変換及 びメールボ ックス等の付加価紐通"網 によ

13)n宮 叢郎ll等 のうら次の左の欄に掲げるものは、それぞれ、右の閲に掲げる

会社では社貫、副)ま畏、取締投、監査優等、また団体で るネットワークサービス黄楊 ものをいいます⑲
有 給 役 目

は理事長、理事、監事等で主としてこの事案所の業務 に

従事 している者
受 託 計 算 上記の各種計算処理を行 うに際してVAN以 外のもの

w『「

事 裏 所 救
情報サービス責務を行 う企業全休のΨ業所数

(本社、支社、営業所など)

¶

常時雇用従案青

一定の期間を定めないで連用している宕、又は1か 月を

超え る期間を定めて日用 しいてる者

なお、日々又は1か 月以内の期間を限って腿屈 した雷の

うち、前2か 月間(10、II月 の間)に それぞれユ8ロ以上

オフライン情報処

理(パ ッチによる

受証計9)

給与計算、在原管理計算等の計1∂義務を行う場合に、デ
ータを一定Ω又は一冠時間 .カ ー ド、テープ、ディスク

などの中間媒体にまとめて蓄えてお さ、電子」r貫頂で一

括処理するもの

,一一'一 一

人 件 費

実際に支払った年間現金給与額(賓 ・}、ξ相 当 を含む。)

で所得税、社会保険料、組合費などを差し引かない以前

のいわゆる侵込み額

なお、個人の事要所で人件費の記入が困麗なときは、

題則 した宕は、常時雇用提出者として記入 特定のユーザーからの受注により、新たに開発 ・作成す 給与額にみあう金額を換算してくだ さい。
るオーダー・メイ ドのソフ トウ.`ア をいう。・なおメンテ

.」.

青 斑 部 門

一般 に腿務、企画、人事、経理、予算などを担当する部

門をいいます.事 彙所の代表者は、一般にはこの管理部

門にはいりますが、1人 事類所又は、構成者が少ない堀

合には、でさるだけそれぞれの職種に記入 してください

受注ソフトウェア
ナンス奥窃も含む

鰐i鷲 灘ililiiii劉
外 注 費

事業所外に委託、請負、その他の形式で泉搦分野の 一・駆

叉 は。全部を一括して外部へ発港三した経費を記入してく

ださい。

材料、部品等をその高度、申に購入する場合は、その

他の宮室費用に紀人 して ください。

営 婁 画 因

各憤の情報サービス頚筋の受注契約、委託看の意向のO

社内の各部門への伝達、受注 ソフ ト・各種調査などの成

果物の納品等を担当する部門

不特定多数のユーザーを対象 として開 発 ・作成するイー

ジー ・オーダー又は、レディ ・メイ ドの ソフ トウェアを 計 算 ぬ 借 料
電算機をレンタル、 リース している場合には、その)年

間 分の官用、買い取りの場合は減価償却費
いう..一般にソフ トウ甚ア ・プ ロダク ト、汎用プログラ

研 究 員
エコノミス ト、 アナ リス ト、その他の頂査研究プロジェ ソ フ ト ウ エ ア

プ ロ ダ ク ト
ム、ソフトウェア ・パッケージ、パッケージ ・プ ログラ その他の宮室費用

上記以外の経費
この中には電算磯以外のぬ器等の減価償却費を含みます

クトを担当する専門家 ム等と呼ばれているもの舎舗入 ソフ トウェア等外部で開

シ ス テ ム

エ ン ジ ニ ア

システムプうソナー又はシステムアナ リス トと呼ばれる

こと もあり、主にシステム分析からシステム設計までを
発され、メンテナンスを行って販売するソフ トウェアは

ここに含めます.

行い、システム設計書を取 りまとめる看 キ ー パ ン チ 等 電子計算機用のデータ雌体にデータを書 套込む業務

プ ロ グ ラ マ ー
システム殴叶書により、プログうみの設計及 びプログラ

デー ク書 き込み (カー ドパンチ、磁気蝋体への書さ込み粟餅等)

ムのW城 に従事する者 電子計算取の時間貸し(一 定の"間 を定めて買貸す るこ
マシンタイム販売

オ ペ レ ー タ ー 電子計算機の掃作に主 として従事する宕 と) ・

〆

カー ドパンチ、磁気媒体への書 き込み等電子計算機mの

キ ーパ ンチ ャー データ媒体にデータを書き込む業務に主と して従事する

者

資料の収集、市場凋査、世論垣貸、コンサルティングに
モ の 他

従事す る者
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3ア メ リカにおける電子情報サービスの実態

アメ リカにおける企業お よび各種機 関の間において、 日本 に関す る情報への需要が次第 に大 き

くなって きている ことは周知の事実であるが、 そこで求 められてい る情報の分野、望 まれる利用

方法、言語 の障害 などについては、 さまざ まな意見 は聞かれ るものの、具体的 な数字 としては示

されていないのが現状で ある。

そこで、アメ リカの企業 などで利用 されている情報の形態 を明 らかに し、あわせ て、 日本 に関

する情報 をその他 の一般的 な情報 の中に位置づけて理解す ることが望 まれ る。幸いなことに、財

団法人データベース振興セ ンター(以 下DPC)は 、1991年9月 に 「アメ リカにお ける電子情報サ

ービスの実態調査」 を実施 した
。

この調査 は、アメ リカのSpecialLibraryAssociation(SLA)の 会員 を対象 として行われた。 ア

メ リカにおけるライブラ リア ンの最大の団体 は、AmericanLibraryAssociation(ALA)で ある

が、ALAは 伝統的な仕事の司書が会員の多 くを占めているの に対 して、SLAの 会員はライブラ リ

アン と情報処理の専 門家か らなってお り、 この調査のた めには適 当な集 団 と考 え られ る。SLA

は、現在約13,000人 の会員 を持 ってお り、 この数は 「図書 ・情報」関連 の団体 としてはアメ リカ

ではALAに 次いで第2位 、世界で も第3位 の団体である。

今 回の調査 で利 用 した名 簿 には12,530の 会 員が記載 され て いたが、ア メ リカ国内 の会員 は

11,355人 であったため、 これ を母集団 とした。 この名簿 はZIPコ ー ド順(地 域 ごとの郵便番号)

に並 んでいたため、標本抽出 は 「系統抽出」によって3,000人 を抽出 した。 したが って、選 ばれ た

調査対象者 はアメ リカ各地 の専 門家の数 を適切 に代表 しているといえる。なお、各地域 における

会員の数は表3-1の ように、東海岸、西海岸でやや多い とい う構成 になっている(ち なみに、

ZIPコ ー ドの先頭1桁 はNYが1,CAが9で ある)。 この名簿 に よる と、会員の所属す る部門 とし

ては 「産業 ・金融」「情報 ・技術」「図書管理」「科学 ・技術」な どが最大 の部門であ り、その他 に

も 「広告・マーケテ ィング」 「教育」「出版」「通信」な どデー タベースが広 く用い られてい る分野

が含 まれてい る。

表3-1地 域別のSLA会 員数

ZIPコ ー ド先頭1桁 会員数%

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

皿

2165

1439

609

1092

砲
鰯

672

錫

獺

M

迫

田

5

加

4

8

6

4

17

合 計 11356 1co
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この調査 では、以下の ような分類 が用 い られた。企業の規模 については

(1)中 小 企 業:従 業者300人 未満

(2)大 企 業:従 業者300人 以上

(3)公 共事業機関:非 営利 団体、連邦政府、地方政府

に分類 し、 また産業別 には表3-2の よ うに大 き く

(1)製 造業、(2)サ ー ビス業、(3)公 共サー ビス、(4)そ の他

の4つ に分類 した。'

調査表 は、 回答者 には然 るべ き謝礼 を贈 るというメ ッセー ジとともに、抽出 され た3,000人 の

SLA会 員に送 られた(1991年9月10日)。 その うち、10月15日 まで に回答があったのは273人 であ

り、全体 的な回答率は9.1%で ある。この数字 は、アメ リカにおける市場調査での平均的 な回答率

とほぼ一致 している。

調査 に用い られた質問表お よび基本 的な集計結果は、付録の1お よび2に 示 されている。なお、

実際 の調査 にあたっては、ア メリカの調査会社SCANC2Cに その実施 が委託 された。

以下 はその調査結果の解説 と若干の分析である。

㌧ 表3-2企 業規模別、産業別分類基準

分 類 業 種 分 類

規

模

別

中小企業 製造業 の従業者数300人 未満,非 製造業 の従業者数100人 未満

大企業 製造業 の従業者数300人 以上,非 製造業 の従業者数100人 以上

公益事業機関 学校 その他教育機関,調 査 ・研究機関,組 合 ・諸団体,政 府 ・地方公共団

体 など

産

業

別

石油 ・化学工業 石 油 ・化学工業

電 気 ・一 般 ・輸 送 機 械 電気機 器製造業,輸 送用機器製造 業,機 械 ・精 密機 器製造業

その他の製造業 鉄 鋼業,非 鉄 金属業,新 聞 ・印刷業,建 設業,そ の他製造業

製造業 石 油 ・化学 工 業,電 気 ・一 般 ・輸送 機 械,そ の 他 の 製造 業

金融 ・保険業 金融業,保 険業,証 券業

電気通信,電 子 情報サ ー ビス メ デ ィア,電 気 通 信.情 報 処理,電 子 情 報 サ ー ビス

その他サー ビス業 サ ー ビ ス業

法律事務所:コ ンサ ルタ ン ト 法律事務所 ・コンサルタ ン ト

サ ー ビス業 金 融 ・保 険 業.電 気 通信,電 子 情 報 サ ー ビス,そ の 他 サ ー ビス業,法 律 事

務 所 ・コ ンサ ル タ ン ト

教 育 ・医療 サ ー ビス 学校そ の他教 育機 関,病 院その他医療 機関

非営利団体 ・政府 政府(中 央 政府 ・地 方)

公共サ ービス 教 育 ・医療 サ ー ビス,非 営 利 団 体 ・政 府

その他 農 ・林 ・水 産 業,そ の 他

3-1回 答者の属性

回答 者 の所 属 す る企 業 の属 性 は表3-3の 通 りで あ り、 「製造 業 」 が63人 、 「サ ー ビス業 」 が93

人 、「公共 サー ビス」が110人 、「そ の他 」が6人 とい う結 果 にな ってい る。なお、 この表 か ら、SLA

－20一



会員の所属す る産業別 に企 業の規模 も読み取れる。それに よる 「中小企業」の比率は、「製造業」

が3.2%、 「サー ビス業」が44.1%、 「公共サー ビス」が46.4%、 「その他」が33.3%と い う結 果 に

なっている。だた し 「その他 」産業は回答者が6人 しかいないので、 この産業 の数字 は残念 なが

ら参考 にならない。

表3-3回 答者の所属 する企業の属性分布

分 類 所属人数 中小 企 業 の比率(%)

産
業
別

製造業 63 3.2

サ ー ビス業 93 44.1

公 共 サ ー ビス 110 46.4

その他 6 33.3

個々の産業 でみ る と、中小企業の割合の大 きいの は、「電気通信 ・電子情報 サー ビス」(56.3

%)、 「非営利団体 ・政府 」(53.8%)、 「法律事務所 ・コンサルタン ト」(52.1%)な どで ある。 こ

の うち特 に、「電気通信 ・電子情報 サー ビス」 と 「法律事務所 ・コンサルタン ト」では50人 未満 の

企業が30%程 になってい ることが、元 の資料か ら分かる。逆 に1,000人 以上の大企業が多い産業 は

「石油 ・化学工業」(80.0%)、 「電気 ・一般 ・輸送機械」(95.2%)で ある。

一方
、回答者の職業 は90.4%が 「図書 ・情報専 門家」 であ り、4.8%が 「情報 ブローカー ・コン

サルタン ト」、4.8%が 「その他」とな っている。「専門家」の割合が きわめて大 きいが、大企業 を

中心に して自社の図書館 を持 つ ところが多 く、SLAの 会員には このような部 門の専門家が多いの

だか ら、 この結果は きわめて 自然である。 したが って 「所属 する部門」 も圧倒的多数(84.6%)

が 「図書館情報セ ンター」であ り、そのほか には全産業では 「企業戦略計画部門」(3.7%)、 「国

際部門」が(3.3%)が わずかに目立つだけである(図3-1)。

なお、回答者の勤務 する企業 の資本金規模お よび年間予算 についての質問 もなされたが、 これ

らの回答では 「わか らない」の比率が50%を 超 えてい るので、基本的 には従業員数 と同 じ傾 向が

見 えるが、それ以上の参考 にはな らない と思われる。

図3-1回 答者の職業および所属する部門

壁Z㌶ ヒ の他

回答… 業 図書・情報専門家一 羅

国際部門3.3%
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所属する部門

図書館情報 センター846%
そ の他

8.4%

企業戦略計画部門
3.7%



3-2デ ー タベ ー ス の利 用

この調査 の第2部 では、データベースの利用 について、特 に回答者が どの ような種類の情報 に、

データベースない しその他の電子的 な手段 によってアクセスしてい るか とい う問題が扱われてい

る。

この結果で まず注 目すべ きことは、回答者 の大多数は定期的にデータベースを利用 しているば

か りでな く、 どの ような分野 で改善 の余地があるか についてまで正確 に指摘で きるほどのエキス

パー トであることが、 さまざまな設問 に対す る回答か ら見て取れる ことである。

3-2-1オ ンライ ン ・デ ー タベ ー ス の利 用 率

272人 の 回答 者 の うち、259人(95.2%)が オ ンライ ン・デー タベ ー ス を利 用 して い る。 「大 企 業」

の98.5%、 「公 共事 業機 関 」の93.6%は もち ろん高 い比 率 だ が、 中小 企業 で も87.0%(回 答 者23人

中20人)と か な りの 高率 で あ る。 デー タ ベ ー スの利 用 は、 もはや 大企 業 に限 らず 一般 化 してい る

とい え る ようで あ る。

図3-2の よ うに 「製造 業 」全 体 、 お よび 「金 融 ・保 険業 」 で は100%が オ ンライ ン ・デ ー タベ

ー ス を利 用 して い る
。 「サー ビス業」 と 「公 共 サ ー ビス」のな か で は 「教育 ・医療 サー ビス」が96.6

%と 最 も高 く、 「そ の他 サー ビス」が87.5%と 最 も低 い。前 者 は予 想 の通 りで あ るが 、後 者 は この

産 業 に属 す る企業 の 規模 が比 較 的小 さか った こ とに よる。

図3・-2オ ン ラ イ ン ・デ ー タベ ー スの利 用 状 況

【規模別】020'406080100%

中小企業

大企業'
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その他 の製造業

製造業 計

金融 ・保険業

電気通信 ・電子情報サー ビス
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法律事務所 ・コンサルタン ト

サー ビス業 計

教育 ・医療サー ビス
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3-2-2エ ン ド ・ユ ーザ の契 約 ベ ンダ の数

表3-4の よ うに、 一 般 的 な傾 向 と して は大企 業 ほ ど多 くの オ ンライ ン ・デ ー タベ ー ス ・ベ ン

ダ を利 用 して お り、平均 で6.1社 、さ らに回答 者 の うち32.6%の 者 が10以 上 の ベ ンダ を利 用 して い

る。 「中小 企 業」 と 「公 共 事業 機 関」で は平 均 はそれ ぞれ4.6お よび4.5と 小 さ くな って い る し、10

社 以上 の ベ ンダ を利 用 してい る割合 も25%,17%と は っ き り と小 さい割 合 で あ る。

産業 別 で は 「金融 ・保 険 業」 が もっ とも多 くのベ ン ダを利 用 して い るが 、 お そ ら くこの産 業 で

は必要 とす る情 報 を1社 や2社 の ベ ンダか ら得 る こ とが無理 で あ り、 したが って多 数 のベ ンダ に

ア クセ スす る こ とにな るの で あ ろ う。 さ らに、彼 らの必 要 とす るニ ュー ス は速 時 性 の もので あ り、

この 意味 か ら も異 な るベ ンダ の扱 う多 数 の デー タベ ー ス にア クセ スす る こ とにな る。

表3-4企 業規 模 別、 産 業別 の契 約ベ ンダ数

契約ベ ンダ 1～3社 4-6社17～9社 10社 以上 平均

件数 % 件数 % 件数 % 件数 %

規

模

別

中小企業 10 50.0 5 25.0 0 0.0 5 25.0 4.6

大企業 34 26.4 31 31.8 12 9.3 42 32.6 6.1

公益事業機関 50 50.0 27 27.0 6 6.0 17 17.0 4.5

産

業

別

石油 ・化学企業 4 28.5 3 21.4 1 7.1 6 42・・1…

電 気 ・一 般 ・輸 送 機 械 10 47.6 6 28.6 0 0.0 5 23.8 4.8

その 他の製 造業 3 11.1 13 48.1 2 7.4 9 33.3 6.5

製 造 業 計 17 27.5 22 35.5 3 4.8 20 32.3 6

金融 ・保険 業 1 8.3 1 8.3 0 0.0 10 83.3 9

電気通信 ・電 子情報サ ー ビス 5 33.4 6 40.1 0 0.0 4 26.7 5.1

その他サ ー ビス業 4 28.5 5 35.7 3 21.3 2 143 5.4

法律事務所 ・コ ンサル タン ト 17 37.0 12 26.0 6 13.0 11 23.9 5.4

サ ー ビ ス 業 計 27 31.0 24 27.6 9 10.2 27 31.0 5.9

教 育 ・医療 サ ー ビス 26 46.5 18 32.1 3 5.4 9 16.1 4.5

非営利 団体 ・政府 24 54.5 9 20.5 3 6.8 8 18.2 4.4

公 共 サ ー ビ ス 計 50 50.0 27 27.0 6 6.0 17 17.0 4.5

その他 1 20.0 0 0.0 3 60.0 1 20.0 7

合 計 95 37.4 73 28.7 21 8.3 65 25.6 5.3

3-2-3オ ン ライ ン ・デ ー タベ ー ス ・ベ ン ダの利 用 状 況

個 々の ベ ンダ を見 る とア メ リカで最 も最大 の有 名 なベ ンダ で あ るDIALOGが 、や は り「中小 企

業 」、 「大 企業 」、 「公 共 事 業機 関 」 の すべ て にわ た っ て広範 に利 用 され て い る ことが わか る。 全体

の平均 で も92.2%、 大 企 業 だ け な ら94.7%がDIALOGを 利 用 して い る。

図3-3に よ る と、DIALOGに つづ いて、 「大 企業 」で はMeadDataCentral(Lexis/Nexis)お

よびDowJonesNewsRetrieval、 「中小企 業 」 で はCompuServeが 多 く利 用 され て い る。

CompuServeは 一 般 向 けの デー タベ ー ス ・ベ ンダ で あ り、比較 的 料金 が 安 い こ と、またDowJones
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は料金がかな り高い ことか ら、以上の傾向 はよ く理解で きる。

図3-3企 業規模別にみたオンライン・データベース ・ベンダの利用状況

CompuServe

Data-Star

DIALOG

DowJonesNewsRetrieval

GEie

GiobalReport

Maxwe||Online(BRSORBIT、

MeadDataCentral

(Lesis.N'exis}

N7e、vsnet

日縫 テ レ コ ン

Quesiel

STNInternational

その他

0

睡ヨ中小企業
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>大 企業

6080

口 公益事機関

100%

図3-3で 「その他 のベ ンダ を利 用 」 と して記 入 され た もの は、 かな りの比 率 にな るが 、 そ の

内 訳 は 表3-5の 通 りで あ る。 こ こ で 次 の2点 に注 意 す る 必 要 が あ る。 第1にMaxwell

Online(BRS/ORBIT)が 選 択 肢 に あ るに もか か わ らず 「そ の他 」 に記 入 した回 答者 が10人 あ った

(こ れ を含 め る と図 のMaxwellOnlineは32.9%か ら36.9%に な る)。第2に 数 人 の 回答者 はベ ン

ダ で はな くデ ー タベ ー ス その もの を記入 してい るが 、 その数 は小 さ く、無視 で きる もので あ った。

産 業 別 に み る と、 「金 融 ・保 険 業 」 のDowJonesとMeadDataCentralの 利用 が いず れ も92・3

%と きわめ て大 き く、 また 「石 油 ・化 学 工業 」 でMaxwellOnlineお よびSTNInternationalが

い ず れ も73.3%と 大 きい。 と くにSTNが 全 体 の 平 均23.9%と 比 べ て きわ だ っ て大 きい の は、

STNが 科学 、とくに石 油 の 分野 で豊 富 な デー タベ ー ス を持 って い るの と、JICSTへ の ゲー トウ ェ

イで あ る こ とか ら、説 明 で きる結 果 で あ る。 またMaxwellOnlineの 高 率 は、BRSの 特 許 情 報 に

ア クセ ス して い る もの と理解 で きる。
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一 方、 「法 律事 務 所 ・コ ンサル タ ン ト」 がLexis/Nexisの ホス トで あ るMeadDataCentralに

63%し か ア クセ ス して い な いの は意外 で あ るが 、その理 由 として は この産 業 の 回答者 の選 んだ「そ

の他 」 のベ ンダ(50%に の ぼ る)の うち、Westlawが 選 ばれ て い る ことで説 明 で きそ うで あ る。

Westlawは ア メ リカ合 衆 国 の法 律 お よび規 制 に関 してLexisと 代 替 的 な情 報 源 で あ り、そ の利 用

は近 年 次第 に増 えて きて い る もの で あ る。

表3-5そ の他 ベ ンダの 中 で取 り上 げ られ て いたベ ンダ

デー タベ ー ス ・ベ ン ダ 回答 数

Vutext46

Datati】【nes40

0CLC24

Westlaw21

DunandBradstreet14

Medline14

Reut?rs12

Wilson12

BRS仏DZ)TOORBIT)10

1nvestext7

RLIN5

1nformationAmerica4

3-2-4ア クセ スの方 法

図3-4の とお り、オ ンライ ンによる検索がすべての規模 および産業 にわた って最 も多 く利用

されている(全 体 で95.6%)。 同時にかな りの数の 「公共事業機関」(72.7%)と 「大企業」(57.1

%)と がCD-ROMを 利用 しているの も注 目に値する。CD・ROMが よく利用 される主な産業 は「金

融 ・保険」 と 「教育 ・医療サー ビス」である。Faxも 特に 「大企業」 と 「公共事業機関」ではす

べての産業にわた って広 く利用 されてい る。詳細は付録2のQ11に 関する表か ら読 み とることが

できる。

一方
、磁気テープは大型計算機向 きの媒体である ことから明 らかに予想 され るように、「中小企

業」で はほ とん どその利用 がな く、「大企業」、「公共事業機関」では利用率が高 くなっている。付

録2のQ11に 関する表 お よび図3-4を 参照の こと。

「公共 サー ビス」では 「教育 ・医療 サー ビス」で その利用が大 き くな っているが、大学 などの

研究機関では磁気 テー プを割引価格で入手で きることが多いか ら、大企業 との差 も理解 で きるも

のである。 また、 ネ ッ トワークが発達 していることも 「教育 ・医療 サー ビス」での利用が多 い理

由 として考 え られる。

将来 における利用形態 に関す る回答では、オンライ ンが86.0%と 減少 し、代わ りにCD-ROM

が79.0%へ と大 きな増加 を見せている。特 に 「中小企業」では現在の39.1%か ら71.4%へ と大幅
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な増加 となっている。CD-ROMは 、その価格が固定 されていて検索の量が増 えれば割安 となる

こと、および予算 を計上す るのが容易 な ことが このメディアの増加す る主な要因 と言 える。 した

がって、 この傾向は当分の間続 くもの と思われ る。

図3-4企 業規模別 のアクセス ・メデ ィア

放送

CD-ROM

フ ロ ッ ピー デ ィ ス ク

フ ァ ック ス

音声応答

磁気 テープ

オンライン

その他

面 刺 ・企業

0 20406080

>大 企業[コ 公襯喋機関

100%

3-2-5オ ン ライ ンお よびCD-ROMで ア クセ ス す る情 報 の種 類

図3-5お よび表3-6の とお り、 ほ とん どす べ ての産 業 と規 模 にわ た って 「科学 ・技術 ・医

薬 」(全 体 で75.4%)、 「ニ ュー ス」(66.7%)、 「金 融 ・経済 」(57.6%)、 「法律 ・規 制 」(57.2%)、

「製 品情 報 ・特許 」(56.8%)、 「マー ケ テ ィ ング ・メデ ィア」(49.6%)が 上位 を 占め てい る。

た だ し、 当然 の こ となが ら 「公 共 サ ー ビス」 で は 「金 融 ・経 済 」、 「マ ー ケ テ ィ ング ・メ デ ィ

ア」、 「製 品情 報 ・特 許 」 に関 す る利用 が や や少 ない。

一 般 的 に大 企 業 ほ どすべ て の情 報 の必 要 性 が高 くな って い るが
、 規模 が大 きい ほ ど経 営 が 多 角

化 し、 多様 な情 報 に対 す る需 要が あ るか ら、 これ は当然 の結 果 で あ る。

産 業別 にみ る と、 最 大 の デー タベ ー ス ・ユー ザで ある 「金 融 ・保 険 業 」が す べ ての 分野 の情 報

を必 要 と して い る(唯 一 の例外 は 「運 輸 」 で15.4%の みが利 用 して い る)こ とが わか る。 また 、

「金 融 ・保 険業 」 は 「製 造 業 」 と並 ん で製 品 ・特 許 情報 の最 大 のユ ーザ で あ る。

科 学 技術 デ ー タベ ー ス の利 用 は どの産 業 で も多 いが、 な か で も 「石 油 ・化 学 工 業」 で は100%

が、 「電 気 ・一 般 ・輸送 機械 」 で は90.5%が 科学 技術 デー タベ ー ス を利 用 してい る。 「教育 ・医 療

サ ー ビス」 で も81.0%と 高 い。 また 当然 な が ら、 「石油 ・化 学 工 業」 と 「電 気 ・一 般 ・輸 送機 械 」

とが製 品 ・特許 情 報 の最 大 の利 用者 で あ る。
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図3-5
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表3-6

企業規模別 にみたオンライン ・データベースの利用分野

〉 大血祭 口 公剖轍'

産業別にみたオ ンライ ン ・データベースの分野別利用状況

1 2 3 4 5 6 7

count% count% c◇unt% count% count% count% count%

石油 ・化学工業 320 640 746.7 16.7 1066.7 746.7 1066.7

電気・一般・輸送機械 314.3 628.6 1571.4 00 838.1 157L4 1676.2

その他の製造業 27.4 1244.4 2074.1 311.1 1555.6 1970.4 2488.9

製 造 業 計 812.7 2438.1 4266.7 46.3 3352.4 4165.1 5079.4

金融 ・保険業 215.4 1184.6 13100 861.5 9692 1184.6 1292.3

電気通信・電子情報サービス 212.5 850 1168.8 163 850 1168.8 138L3

その他サービス業 2125 956.3 1275 318.8 956.3 956.3 1168.8

法律事務所・コンサルタント 48.7 2247.8 28609 9|9.6 3984.8 20435 3371.7

サービス業 計 1011 5064.9 6470.3 2123.1 6571.4 5156 6975.8

教育 ・医療サー ビス ・ 352 35.2 244L4 35.2 2543.1 1?29.3 2746.6

非営利団体・政府 36.4 102L3 1838.3 612.8 2451.1 1940.4 2655.3

公共サービス 計 65.7 1312.4 4240 98.6 4946.7 3634.3 5350.5

その他 120 360 480 1'20 480 360 480

合 計 259.5 9034.1 15257.6 3513.3 15157.2 13149.6 17666.7.

8 9 10 11 12 分 野
count% ぐount% counし% ◎ount% munt%

石油 ・化学工業 1386.7 00 15100 16.7 533.3
',,

1運 輸

2信 用

3金 融 ・経済

4保 険

,5法 律 ・規制

6マ ー ケテ ィング ・メデ ィア

7ニ ュー ス
.8製 品情 報 ・特許

1
9不 動 産

10科 学 ・技術 ・医薬,

11旅 行 予 約

12そ の 他

電気・一般・輸送機械 2095.2 00 1990.5 29.5 14.8

その他の製造業70.4 518.5 19?0.4 1・3.7 6222

製 造 業 計 5282.5 57.9 5384.1 46.3 1219

金融 ・保険業 969.2 861.5 646.2 323.1 323.1

電気通信・電子情報サービス 956.3 425 850 318.8 16.3

その他サー ビス業 1062.5 212.5 U68£ 425 743.8

法律事務所・コンサルタント 2350 1021.7 3780.4 48.7 919.6

サー ビス築 計 5156 2426.4 6268.1 1415.4 2022

教「育・医療サー ビス 2644.8 23.4 4781 11.7 2543.1

非営利団体・政府 1736.2 510.6 3268.1 510.6 1838.3

公共サービス 計 4341 ?6.7 7975.2 65.? 4341

その他 480 00 5100 00 120

合 計 15056.8 8613.6 19975.4'

'

249.1 7628.8
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オ ンラ イ ン ・デー タベ ー ス で利 用 され る情 報 の種 類 と比 べ る と、CD-ROMで アクセ ス され る

情 報 はその種 類 も利 用 の割 合 も少 な い。 しか しその 中で は 図3-6の よ うに 「科 学 ・技術 ・医薬 」

の利 用 はか な りの率(全 体 で53.4%)に な って い る し、 「金 融 ・経 済 」 も(29.8%)比 較 的 大 き

いo

CD-ROMの 情報はオンラインに比べれ ば更新 されるのが遅れるので、「ニ ュース」「金融 ・経

済」「製品情報 ・特許」な どの速時性 の必要な情報 を利用す る産業で はこの媒体の利用比率 は低 く

出ている。

図3-6企 業規模別 にみたCD・ROMの 利用分野
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科 学 ・技 術 ・

旅行予約

その他

国 ヨ 刺 ・企業

0 20406080

珍珍]大企業[コ 公益事業機関

100%

それ に も関 わ らず、す べ ての規 模 お よび産業 の企 業 で「科 学 ・技術 ・医薬 」につ い てのCD-ROM

に対 す る需 要 は一貫 して高 まって きて お り、他 の メデ ィアで は この ような は っ き りした傾 向 は読

み取 れ ない 。 図3-7は 、各 種 の情 報 の利 用 度 をオ ン ライ ン・デ ー タベ ー ス とCD-ROMに っ い

て比 較 した もの で あ るが 、CD-ROMに お け る 「科 学 ・技 術 ・医 薬 」情 報 の利 用 は際 だ っ て い

る。 この分 野 で は 「信 用 」 や 「ニ ュー ス」 な どに比 べ る と、 情報 が す ぐに は古 くな らない ので、

「石 油 ・化 学 」 「教 育 ・医療 サー ビス」 を 中心 に して この種 の情 報 への需 要 は拡 大 を続 け るで あ ろ

う と思 われ る。
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図3-7オ ンライン ・デー タベース とCD-ROMの 分野別利用状況

Q13で 「その他」の回答 もかな りあるが、他の回答か ら推測す るとこれは主に 「文書情 報」 「デ

ィレク トリ情報」である と思われる。 また、他のコメン トか ら、企業 ではその企業の特定 の分野

に直接結 びつ く主題 についてCD-ROMを 利用 していることがわかる。

3-2--6利 用 ざれ る デ ー タベ ー ス

Q14で 最 もよく利用 しているデータベースを自由に記入 させ た ところ、表3-7の ような結果

が得 られた。 しか し、 さきほ どのベ ンダについての回答 と同 じようにオ ンライン ・データベ ース

とベ ンダを混 同している例 も見受 けられ るので、 この結果 は一応 の参考に とどめてお くべ きであ

ろう。

表3-7利 用 されるデータベース
デ ー タベ ー ス 回答 数
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3-2-7デ ー タベ ー ス に対 す る満足 度

Q15の 全体的な満足度では93.9%の 利 用者が、彼 らの利用 してい るデータベースに対 して 「満

足」 と評価 している。「不満」 と回答 したのは262人 中16人 に過 ぎない。 したが って、企業の規模

別、産業別で 「不満」 と回答 した者(0%か ら15.8%)に っいて、その差は統計 的に有意 とは認

められ ない。

したが って不満の理 由をたずねたQ15Aへ の回答 も、信頼1生には欠 けることになるが、その中

で80%の12人 が 「データベースの利用料金が高 い」 とい う理由をあげているのが、次の設問 と整

合的な結果 を与 えている。

Q16で は 「とくに高い と考 える料金」について聞いているが、前聞で約94%の ユーザが データベ

ースに全体 として 「満足」 と回答 したの と対照的 に、64.9%が 「高 い料金が ある」 と回答 してい

る。 また 「電気通信 ・電子情報 サー ビス」 の80%が やや大 きい(統 計的 にはいずれ も有意 な差 で

はない)ほ かは、企業の規模 お よび産業 に関わ らず この比率 が安定 してい るのが興味深い結果 で

ある。

「高い料金がある」 と答 えた163人 の うち150人 が、その理由を回答 しているが、 それに よる と

主な理由 は 「通信費用」(平 均で36.7%)で あ り、 そのほか には 「教育 ・医療サー ビス」の 「PC端

末の費用」(18.9%)と 、「非営利 団体 ・政府」の 「通信 ソフ トウェア」(28.6%)以 外 はほ とん ど

障害 とはなっていない。

「通信費用」 を理 由にあげる割合 は 「中小企業」で60.0%、 「大企業」で32.1%と な ってい る

が、 中小企業の回答者数が10件 しかないので、その差 には意味はな く、全体 として36.7%が 「通

信費用」 を問題 としていると考 えるべ きである。そ もそ もアメ リカでは、 ほ とん どの場合、デー

タベース利用の料金が通信費 よりも高 い とい う事実 も、 この見方 を裏づけるものである。

なお、 この間では 「その他」の理 由をあげた者が全体 で65%弱 ある。具体的に記 された ところ

による と、料金 を高い と考 える項 目として 「プ リン ト料金」、「接続費用」 など、 データベース利

用 に関連 して多 くの回答者 か ら指摘 され ている。 これ らの理 由は、他の質問への回答 と一致 して

いる。

この ように、現在のデータベース利用者 はその料金が高 い とみな しなが らも、 ほぼ半数 のユー

ザ は、それで も全体 としてはデータベースの利点を認めてい るよ うである。この ことは、続 くQ17

で 「全体 としてのデータベース料金に対 する評価」 を聞いた結果に現れている。 これ による と、

全体 的 としてデータベースを評価す ると 「満足」が54.9%、 「不満」が45.1%と な ってい る。す な

わち半数程度のユーザは、現在 の料金体 系ではデータベースの利用に関す る費用 には、 まだ部分

的には高 すぎるものがある と考 えなが ら、一方ではデータベースに利点 を見いだ しているのであ

る。「全体 として満足」とする利用者の割合 は企業 の規模、産業によってあ まり差がない ことも付

録2の 表(Q17お よびQ17A)か らわか る。

そ もそも全体 として満足 できないユーザはデータベースの利用 を続 けていないはずであるか ら、
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以上 の結 果 は もっ と もな もの で あ る。 全体 として もデ ータベ ー スの費 用 に 「不満 」 と回答 した者

に よる と、 その 最大 の理 由 は 「フル ・レ コー ド」 の表 示 ・印刷 の料金 が 高 い(86.1%)と い うこ

とで あ る。

3-2-8デ ー タベ ー スの検 索者

Q18で は回答 者 が どの よ うに してオ ンライ ン ・デ ー タベー ス か ら情 報 検 索 を行 って い るか を聞

いて い る(重 複 回答)。 それ に よる と 「企業 内情 報 セ ンター ・資料 室 」が68.4%、 「自分 で直 接 オ

ンライ ン ・デ ー タベ ー ス を検 索 す る」 が60.1%と な ってお り、「部 内 の専 門家 」(25.9%)は 少 数

とな って い る。 この比 率 は産 業別 に はほ とん ど差 が な く、 目立 つ もの は 「企 業 内情 報 セ ンタ ー」

の比 率 が 低 い 「電 気 通 信 ・電 子情 報 サ ー ビス」(37.5%)だ けであ る。 「自分 で 直接 オ ンライ ン ・

デー タベ ー ス を検 索 す る」 の比 率 が低 い 「電気 ・一 般 ・輸 送機 械 」(47.6%)は 、統 計 的 に は差 が

認 め られ な い。 規 模 別 で は、 「中小 企業 」 で 「企 業 内情報 セ ンター ・資料 室 」 の比率 が低 い(23.8

%)が 、 中小 企業 で は この よ うな組 織 を持 って い ない こ とも多 いの で、 納得 で き る結 果 で あ る。

なお、 この 設 問 は 回答 者 が 自分 自身 の こ とだ け を回答 した のか、 企業 全体 と して の検 索 方 法 を

回答 した のか 、 多 少 あ い まいな ところが あ る。 したが って 、 「自分 で検 索 す る」と答 えた 回答 者 の

多 くは 自身が 専 門 家 で あ る可能 性 が高 く、全社 的 に はセ ンタ ーか らあ るい は専 門 家 か ら検 索 結果

を受 け取 って い る こ と も考 え られ る。 この間 に関 す る結 果 を読 む に は注 意 が必 要 で あ る。 なお、

図3-8お よび図3-9を 参 照 の こと。

企 業 の従 業 者 の うち、 自分 で オ ンラ イ ン ・デー タベ ー スの検 索が 出 きる者 の割合 を見 る と(図

3-10お よび付録2の 表Q19参 照)、 全 体 として は 「ほ とん どいな い」とい う割 合 が65.5%と 最 も

大 き く、 「半 数以 下 」(16.1%)、 「約半 数 」(7.7%)、 「大部 分 」(5.7%)、 「全員 」(5.0%)と 次 第

に小 さ くな っ てい る。

図3-8オ ン ライ ン ・デ ー タベ ー スの検 索者

しか し、 この比率は規模 および産業によってはっきりとした違いが見 える。規模別 では、明 ら

かに「大企 業」ほ ど検 索で きる者が少な く、「中小企業」で検索で きる者 の割合が大 きい。特 に「全

員」が検索で きる と答 えた者 は 「中小企業」では23.8%と 「大企業」の1.5%を 大 き く引 き離 して

いる。産業別 では 「製造 業」が一般 に大企業が多い こともあって 「ほ とん どいない」 の比率が高
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くな って い る。 この比 率 の低 いの は 「法律 事 務 所 ・コ ンサ ル タ ン ト」 の45.7%と な って い る。

一 方 、デー タベ ー ス検 索 が で き る人 間 の数 に回答 者 が どれ ほ ど満足 して い るの か は、Q20の 集計

結果 お よび図3-11で わか る。 これ に よ る と全 体 で65.1%の 回答者 は現状 に 「満足 」 して い る。

産業 部 門別 にみ る と 「サー ビス業 」で61.1%と 満 足度 が 高 く、 と くに 「電 気通 信 ・電 子 情報 サー

ビス」で は81.3%が 満 足 を表明 して い る。 逆 に 「満 足 」の比率 の低 いの は 「公 共 サ ー ビス 」(57.3

%)、 とくに 「教 育 ・医療 サ ー ビス」(52.6%)と な って い る。 この こ とは、教 育 ・医療 にお いて

は常 に研究 の た めの情報 検 索 が必 要 とされ る こ とか ら、 よ り多 くの メ ンバ ー にデ ー タベ ー ス検 索

が要求 され る こ とを示 して い る。 その次 に 「石 油 ・化学 工 業 」 の60.0%の 「満足 」 が低 い。 この

差 は統 計 的 には重 要 で はな いが、 この産 業 で は情 報 に対 す る需 要が きわ めて大 き く、 デ ー タベ ー

スの検 索 が 出 きる人 間 を求 め てい る こ と を反 映 して い る とも考 え られ る。

図3-9オ ンライ ン ・デ ー タベ ース の産 業別 に よる検 索者
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図3-10
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オ ン ライ ン ・デ ー タベ ー スの検 索 に用 い られ るパ ス ワー ドを何 人 で共 有 して い るか につ い て は、

50.8%が 「個人 ご と」 と回 答 して い る。 「2人 か ら3人 」 が16.5%、 以 下 共有 す る人数 が 多 い ほ

ど、その比 率 は次 第 に小 さ くな って い る。大 まか な平 均 で は、1つ のパ ス ワー ドを2.5人 が共 有 し

てお り、 「わ か らな い」を除 いて調 整 す れ ば、 い ずれ の規 模 別、 産業 別 企業 で も、 個人 ご とな い し

3人 以 下 で共有 して い る割 合 は70%前 後 とほぼ等 し くな って い る。

デ ー タベ ース の利用 方 法 の訓練 方 法(重 複 回答)に つ い て は、 「デー タベ ー ス ・ベ ンダ のセ ミナ

ー に参 加 させ る」(67 .8%)が 最 も多 く、 この割 合 は産業 に よ って もほ とん ど変 わ らない。 この 方

法 に続 いて 「現場 で修 得 させ る」(51.7%)、 「企 業 内 セ ミナ ー の開催 」(23.8%)と な って い るが、

これ につ いて は産 業 ご とに多少 の違 いが 見 える。 また、企 業 規模 に よ る違 い は図3-12の よ うに、

「中小企 業 」 で は企 業 内 セ ミナ ー と現 場 で の修 得 の割 合 が少 ない。 また、 アメ リカの デー タベ ー

ス ・ベ ンダ は、 各企 業 に 出張 して、少 数 の グルー プに対 して セ ミナー を開 催 す る こと も多 いが 、

これ はQ22に 対 す る 「そ の他 」 の回答(14.2%)に 現 れ て い る。付 録2の 表Q22お よび図3-12

参 照。

図3-12デ ー タベ ー ス利 用の 訓練 方 法
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3-3イ ンハ ウ ス ・デ ー タベ ー ス

この調 査 の第3部 で は、 イ ンハ ウス ・デー タベ ー スの所 有状 況 と目的 に関 して3つ の項 目が 調

査 され て い る。大 多 数 の企 業 で はイ ンハ ウス ・デー タベ ー ス を持 って い るが、 そ れ を公 開 な い し

販売 しよ う とは考 えてい な い こ とが明 らか とな った。

3-3-1所 有 状 況

企 業 にお ける イ ンハ ウ ス・デー タベ ー ス の所 有 につい ては263人 の回答 者 の うち81.4%に あた る

214人 が 「所 有 して い る」 と答 え てい る。 その割合 は、 図3-13に 見 る よ うにほ とん どの 産 業 で

ほぼ 同水 準 で あ るが、 「電 気 通 信 ・電子 情 報 サー ビス」 で は50.0%と 例外 的 に低 くな って い る。 な

お、 「電 気 ・一 般 ・輸 送 機 械 」(90.5%)、 「その他 の製 造業 」(92.6%)は 全体 の 平均 よ り大 き い

が 、 その 差 は統 計 的 に は誤 差 の範 囲 で あ り、 「電 気通 信 ・電 子 情報 サー ビス」 だ けが統 計 的 に有 意

な差 を示 して い る。 「電 気 通 信 ・電 子情 報 サ ー ビス」 が小 さい理 由 は よ く分か らな いが、 この 調 査

を担 当 したSCANC2Cに よれ ば、 この産 業 はメ デ ィア、通信 、電 気 通 信 ・電子情 報 サー ビス 、電

信電 話 サ ー ビス とい う、 性 質 の異 な る産 業 か ら成 り立 って い るた めか も知 れ な い とされ る。

企 業 の規 模 別 で は 「中小 企業 」 が イ ンハ ウス ・デー タベ ー ス を持 って い る割合(60.0%)は 、

は っ き り と全 体 の平 均 よ り小 さい。 「大企 業 」が最 も大 き く(84.6%)、 「公 共事 業 機 関」(80.4%)

が それ に次 い で い るの は妥 当な結 果 と言 え よ う。

図3-13イ ンハ ウス。 デー タベ ー スの 保有 状 況

【規模別】
020406080100%

中 小企業

大企業

公益事業 機関

【産 業別 】

石油 ・化学・工業

電 気 ・一般 ・輸送 磯城

その他の製造業

製造 業 計

金融 ・保険 業

電 気通 信 ・電子情莞サー ごス

その他サ ー ビス業

法律事務 所 ・コンサ ルタ ン ト

サー ビス業 新

教育 ・医療 サー ビス

非営 利団 体 ・政 ㌃

公共サー ビス 計

その他

20 40 60 80 lOO9・.
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3-3-2構 築 目 的

イ ンハ ウス ・デー タベ ー ス を構 築 した 理 由 にっ い て は、 付 録2の 表Q24の よ うな結果 が 得 られ

て い る(重 複 回答)。 これで わ か る よ うに、 最大 の 理 由 は 「情 報 の有 効 活 用」(全 体 で81.1%)で

あ り、 以 下 「効果 的 な在 庫管 理 」(45.8%)、 「効 果 的 な受発 注 システ ム」(41.8%)、 「効 果 的 な経

営管 理 シス テ ムの構 築」(39.8%)、 「戦 略 的情 報 シス テム(SIS)の 構 築 」(38.3%)、 「効 果 的 な給与

シス テ ムの構 築 」(35.3%)が 主 な 目的 とな ってい る。 図3-14で は企業 の規模 別 にイ ンハ ウス ・

デー タベ ー ス の 目的 を示 して い るが、 「中小 企 業」 は 目的の 重 要性 が 「大 企 業」 「公 共 事 業機 関 」

と比 べ て、 多少 異 な って い る。

図3-14イ ンハ ウス ・デ ー タベ ー ス構 築 の 目的

効果的:こ情報 を利手下るため

効果的な経営管理 ンステムを

構築下 るため

効果的な在庫管理 を下るたプ)

効果的 な受発狂 システム を
構築下 るため

効果的C給 与ンスニムを

構築するたの

霞売促進のため

市場調査に基づ く著製品を

開発す るため

効果的なマーケティン グ

システムを確立す るため

DM用 の顧客名簿を洋成

す るたの

磁 路 情 報 ン ステ ムSIS)

を構 築下 るた ダ)

そ の 他

020406080100夕z

巨㌻ 中小麟 ㎜ 大禄[コ 公剖 輪業機関

「情報の有効活用」が最大の理由であるのは変わ らないが、「在庫管理」「受発 注 システム」「経

営管理 システム」が大幅 に減 り、 「給与 システム」 を目的 とするのは1社 もない。一方、「DM用

の顧客名簿作成」(全 体で は17.9%)、 「戦略的情報 システム(SIS)の 構築」はいずれ も50%と い う大

きさを示 している。「中小企業」でイ ンハ ウス ・データベース を持 っているの は12社 と少 ないか

ら、 この差は額面通 りには受け取れないが、[SISの 構築」以外 の差 はいずれ も統計 的に(5%な

いし10%程 度の誤差の範 囲で)意 味のある もので ある。 したがって インハ ウス ・データベースは、

大企業 にとっては管理 を目的 として構築 されてお り、一方 中小企業では経営戦略 としての役割 も
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果た している とい うこ とがで きよう。

また産業別 に見 ても、 インハウス・データベースの 目的はかな り異 な っている。全体的 には「石

油 ・化学工業」が あらゆ る目的で他 の産業 より広範 にインハ ウス ・データベース を利用 している

ことが分 かる(例 外 は 「情報の有効活用」だが、 その差 は誤差 の範囲である)。 この ことは、 これ

までに明 らか となった ように、 この産業が情報 を最 も必要 としている とい う事実 と整合的である。

その他 の産業で もい くつか統計的 に有意 な差が出ているところがあるが、おおむね各産業 の特性

を表 している もの と考 えられ る。ただ し、産業別では回答数が小 さい ことが多 く、あま り厳密に

解釈する ことは避 けね ばな らない。

インハ ウス・データベー スを構築す る 「その他」の理由としては、 「独 自の文献 ファイルを作成

する」 とい うものが主であった。 なお、 ご く少数だが商用データベー ス として構築 している と回

答 した もの もあった。

3-3-3イ ンハ ウス ・デー タベ ー スの 商用化

イ ンハ ウス ・デー タ ベ ー ス をデー タベ ー ス ・ベ ンダ を通 して流 通 させ る予定 の有 無 を聞 い たQ25

に対 して は、 回答 者208人 の うち89.4%が 「予 定 が な い」と答 えて い る。 付録 の表Q25お よび図3

-15参 照。 「予定 が あ る」 と答 えた者 の比 率 は、 「中小 企 業」で18.2%と 、 「大 企業 」の12.1%を 若

干上 回 って い るが、 この差 も誤差 の範 囲 で あ る。

図3-15イ ンハ ウス ・デ ー タベ ー スの商 用 化
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産業別では 「その他の製造業」の40%が はっき りと大 き く、注目に値す る。 また、 これは統計

的には有意ではないが、「石油 ・化学工業 」および 「電気 ・一般 ・輸送機械 」で 「予定が ある」の

回答が0と なっていることも、 これ までの質問に関連 して解釈で きるもので ある。 これ らの産業

では多量の情報 を必要 としてお り、 そのために必要な費用 は支 出するが、彼 ら自身のデータベ ー

スを商用に利用す るつ もりはない ことになる。 これ は一貫 した態度 ともいえる。

流通 を予定 してい ると回答 した もので、具体 的には以下 のような例があげ られてい る。

・日本での事業 に関わ るアメ リカ と欧州の企業の完全 な リス ト

・ポ リマー構造データベース

・コンピュータ関連分野、特 に印刷、画像処理 に関す るマーケッ ト情報 、技術1青報

・化学情報(単 行本 として出版済 み)

3-4日 本 に関す る情報の需要

この調査の第4部 では、調査 された企業 における日本情報の需要に焦点が あて られている。ア

メ リカでにおいては、 日本 は次第に経済的 な脅威 として捉 え られて きてお り、 日本 を理解 してお

くことの必要性 はますま す高 まってきている。それにも関 わ らず、ほ とん どの企業で は、 日本の

同種産業 における動向を把握で きるほどの専門家 を持 っていない。DPC調 査 で明 らか にな った こ

とは、4分 の3以 上の企業が 日本 に関す る情報 を必要 と感 じているにも関わ らず、必要な情報 を

得 るためには多 くの困難が あることを明 らかにしている。

付録2の 表Q26に 見 るように、回答者263件 の うち、200人(76.0%)が 、 これまで ビジネス、

経営、製品開発、基礎研究 などを通 して日本情報 を必要 とした ことがあ った と答 えている。産業

部門別 にみると、製造業、サー ビス業 および公共サー ビスがいずれ も70%か ら80%の 範囲内で必

要性があった ことを認めている。 なかで も電気通信 ・電子情報サー ビス部門の87.5%と 、 日本企

業 と激 しい競争 を繰 り広げている電気 ・一般 ・輸送機械部門の81.0%が 目立つ。

3-4-1日 本情報の分 野別利用お よび入手の難易度

日本 情報 に対 して潜 在 的需 要 を持 つ エ ン ド ・ユ ーザ200名 の うち、175名(78.5%)が 、 過 去2

年 間 で実際 に 日本 情報 の利用 経 験 が あ る と回答 して い る。 日本情 報 の利 用経 験 の状 況 を情 報 分 野

別 にみ る と、 表3-8の よ うに 「雑誌 論 文 」が最 も多 く、63.1%で あ る。 次 いで 「一 般 ニ ュー ス」

(52.2%)、 「企業 ・信用 情 報 」(46.5%)、 「金 融 ・経 済情 報 」(46.5%)、 「科 学 ・技術情 報 」(38.9

%)、 「製 品情 報 」(34.4%)、 「研究 論文 ・書 籍 」(30。6%)、 「特許 」(28.0%)、 「人事 情報 」(28.0

%)の 順 で あ る。

これ を回答 者 の所 属産 業 別 にみ る と、まず石 油 ・化 学 工 業 は「雑 誌論 文 」(90.1%)、 「特 許 」(80.0

%)、 「製 品情 報 」(80.0%)、 「科 学 ・技術 情 報 」(70.0%)、 「予稿 集 ・会 議 録 」(50.0%)と か な り

の頻 度 で まんべ んな く利 用 して い る。

以下 、利 用 の多 い 分野 をあ げ る と、電 気 ・一般 ・輸送 機 械産 業 は 「科 学 ・技術 情 報 」 「雑 誌 論 文 」
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「特 許 」分野 をそれ ぞ れ71.4%が 利 用 して い る。 その他 製造 業 で は 「一 般 ニ ュー ス」(81.3%)が

最 も多 く、 「雑 誌論 文 」 「企 業 ・信 用 情報 」 「金 融 ・経 済 情報 」 もそれ ぞれ62.5%が 利 用 してい る。

金 融 ・保 険 部 門 は 「企 業 ・信 用情 報 」(100%)、 「金 融 ・経 済 情 報 」(66.7%):電 気 通 信 ・電 子

情報 サ ー ビス部 門 は 「金 融 ・経 済情 報 」(66.7%):そ の他 サ ー ビス部 門 で は 「企 業 ・信 用 情報 」

と 「金 融 ・経済 情報 」(い ず れ も85.7%)、 「一般 ニ ュー ス」と 「雑誌 論 文 」(71.4%);法 律 事 務所 ・

コンサ ル ダ ン ト部 門 は 「一 般 ニ ュー ス」(70.8%)、 「企 業 ・信 用 情 報 」(66.7%)、 「金 融 ・経 済1青

報 」(62.5%);教 育 ・医 療 サ ー ビス部 門 お よび非 営利 団体 ・政 府 は 「雑 誌論 文 」 の利 用 が それ ぞ

れ70.6%、67.9%で あ る。 この よ うに 日本情 報 の利 用 され る分 野 は産業 部 門 の特徴 に よ って異 な

って い る。

図3-16は 縦軸 に利 用 度 、 横軸 に難 易度 を とって描 い た散 布 図 で あ る。 ここでの利 用 度 は表3

-8の 利用 企 業 の割合 で あ り、難 易 度 は 同 じ表 にお け る 「利 用 経 験 あ り」の うち 「利用 に際 して 困

難 が あ った」 の百分 率 で あ る。 す ぐに分 か る よ うに、 グ ラ フ はは っ き り とした右 下 が りで あ り、

利 用 の難 しい分 野 は結果 として利 用頻 度 が高 くない こ とが明 らか で あ る。

表3-8日 本情 報 の分 野別 利 用(複 数 回答)

日本の情報分野 利用経験あり 利用に際 して困難があった

企業 ・信用情報 73(46.5) 53(47.3)

人口統計 35(22,3) 29(25.9)

学位論文 17(10.8) 18(16.1)

金融 ・経済情報 73(46.5) 40(35.7)

一 般 ニ ュ ー ス 82(52.2) 31(27.7)

政府刊行物 32(20.4) 34(30.4)

雑誌論文 99(63.1) 58(51.8)

マーケティング情報 28(17.8) 21(18.8)

研究論文 ・書籍 48(30.6) 23(20.5)

特許 44(28.0) 23(20.5)

予稿集 ・会議録 32(20.4) 29(25.9)

製品情報 54(34.4) 40(35.7)

科学 ・技術情報 61(38.9) 43(38.4)

人事清報 44(28.0) 34(30.4)

その他 14(8.9) 11(9.8)

合 計 157 112

注)利 用経験あり:過 去2年 間で日本関連情報を利用したことがあると回答 した数。

()内 は利用企業 ・機関の割合(%)。

利用に際し困難があった:過 去2年 間で日本関連情報を利用し、かつ入手に当たって困難があった

と回答 した数。

()内 は利用したことがある企業 ・機関に対し、困難と回答した割合(%)。
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図3-・・16日 本情報の分野別入手難易度

利用度
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利用率が高 く、 また情報の入手 も比較 的容易なグループとしては、図の左上 に位置す る 「一般

ニ ュー ス」「雑誌論文」「金融 ・経済情報」 な どの分野が該当する。逆 に情報の入手 が困難であ り、

利用率 も低 いグループ としては 「学位論文」「政府刊行物」「予稿集・会議録」「マーケティング情

報」 な どが含 まれる。 これ らの分野 については、利用 した くとも情報の入手が困難である とい う

不満 の見 られ る分野であ り、今後のデー タベースの構築、提供 の期待 され る分野 と言 えよう。

またやや注 目すべ き点 としては、同程度の難易度の他 の分野に比べて、 「雑誌論文」は比較的多

く利用 され、逆 に 「研究論文 ・書籍」情報 はそれほ ど利用 されていない とい うことが ある。 これ

はエ ン ド・ユーザの専門性 を表 している ようであ り、興味深 い。

3-4-2日 本情 報の入手方法

ア メ リカの エ ン ド ・ユ ーザ は、 これ まで どの よ うな方 法 で 日本 情報 を入 手 して きた ので あ ろ う

か。 図3-17の よ うに、 回答 者195人 の うち、149人(76.4%)は 、 「日本 国外 で刊 行 され た参 考文

献 」 と答 えてお り、 これ が最 も多 い。 次 いで 「日本 国外 で製作 された デ ー タベ ー ス」(71.3%)、

「大 学 ・公共 図 書館 」(53.8%)、 「米 国 政府 ・同関連 機 関 」(35.9%)、 「日本 国内 で刊 行 され た参

考 文献 」(35.4%)の 順 にな って い る。

将 来 の 日本情 報 の入 手 方法 は 「日本 国外 で製 作 された デー タベ ー ス」 が75.1%で 最 も多 く、 次

い で 「日本 国外 で刊行 され た参考 文献 」(71.4%)、 「日本 で製作 され たデ ー タベ ー ス」(60.5%)

の順 で あ る。 この ように 日本 情 報 の収 集 手段 は、 印刷物 か らデー タベ ー スへ と移 行 す る傾 向が明

らか に読 み取 れ る。
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産業の規模別 にみる と、 中小企業の入手方法の変化が著 しい。 これ まで中小企業 にお けるデー

タベースの利用 は、 日本 国外製の ものが50.0%、 日本製 の ものが25.0%で あったが、将来はそれ

ぞれ71.4%,64.3%と 大幅な増加 を示 している。

また、現在 のエ ン ド・ユーザの入手する情報の ソースを日本製 と日本国外 で製作 された もの と

で比較す ると、人脈 による入手 を除 けば、参考文献 な どの印刷物、データベ ース、.大使館 ・政府

関係機関のいずれ も日本 以外の ものに多 くを依存 している ことが分かる。将来 の入手方法 は、「日

本情報 に直接 コンタク ト」が現在 の16.4%か ら41.1%に 増加す るとともに、印刷物、 データベ

ースについて も情報源 に密着 した 日本製 の ものの利用率が上昇 している
。

図3-17日 本情報の入手方法

情 報 ブ ロー カ ー

4.1%

4.3%

■ 利用経験 口 将来の利用予定

3-4-3日 本 情 報 デ ー タベ ー ス の 評 価

アメ リカのエ ン ド・ユーザは 日本情報 のデータベース・サー ビスについて57.1%が 「満足」、43.9

%が 「不満」 と回答 してい る。特 に不満の多い産業部門は図3-18に 示 した ように、 その他製造
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業(81.8%)、 電 気 ・一般 ・輸 送機i械、非 営 利 団体 ・政府(と もに66.7%)、 金 融 ・保 険(60.0%)

で あ る。

不 満 の主 な理 由 は、 図3-19に 示 す よ うに「テキ ス トの全 文 が利用 で きない 」(68.6%)、 「英文

抄録 が 不十 分」(58.8%)、 「デ ータベ ー ス に必 要 な情 報 が収 録 され て いな い」(51.0%)で あ る。

この ようにア メ リカ のエ ン ド ・ユー ザ は、 英文 に よ る抄 録1青報 の充 実 と と もに、 フル テ キス ト型

のデ ー タベ ー ス を要望 して い る。 英文 に よる情 報 が 依然 としてか な り不 足 して い る とい え よ う。

特 に電 気 ・一般 ・輸送 機械 部 門 に、 フル テ キ ス ト ・デー タベ ー スの要 望が 強 い。

この他 の不 満 の理 由 は、 「デ ー タベ ー ス に関 す るガ イ ダ ンスが不 十 分」(41.2%)、 「良 く使 わ れ

て い るベ ンダ を通 して デー タベ ー ス を入手 す るの が 困難」(39.2%)「 原文 情 報 の 入手 に時 間が か

か る」(35.3%)な どであ る。 日本 情報 の デー タベ ー ス に関 す る教 育 ・講 習 な どの サ ポー ト体 制 の

整備 が求 め られ て い る。 一 方 、 デー タベ ー ス は シス テ ムが異 な る と、 コマ ン ドや検 索方 法 が違 っ

て くるた めDIALOGな どの よ うに普 及 率 の 高 いベ ンダへ の登 載 も広 く求 め られて い る。

ア メ リカの電 子情 報 サ ー ビス にお ける 日本情 報 の 市場 は、 まだ成 長 の初 期段 階 に あ り、 要望 と

不満 とに満 ちた市場 で あ る。 しか し、 ア メ リカ の電 子 サー ビス市場 は広 く、 エ ン ド ・ユ ーザ の多

くに 日本 情 報 へ の 大 きな需 要 が あ る こ とは確 か で あ ろ う。 この こ と は、 この 調 査 を委 託 した

SCANC2Cも 認 め て い る点 で あ る。

図3-18日 本 の デ ー タベ ー ス ・『サ ー ビスの評 価

石油 ・化学工業

電気 ・一般 ・輸 送 機械

その他の製造業

金融 ・保険業

電気通信・電子情報サービス

その他 サ ー ビス業

一… 法 律事 務所 ・コ ンサ ル タ ン ト

教育 ・医療 サ ー ビス

非営利団体・政府

0% 25%50%75%100%

■ 満 足 口 不 満足
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図3・-19日 本 デー タベ ース ・サ ー ビス の問 題 点

モ デムの料金が高い

端末機(PC)の 料金が高い

予約手続きが複雑

データベース情報が断片的で役に立たない

ユーザ ・サポー トが不十分

通信料金が高い

検索が難しい

情報が タイムリーでない

データベース利用料金が高い

原文情報の入手に時間がかかる

よく使われているベンダを通 して
データベースを入手 し難い

データベースに関するガイダンスが不十分

データベースに必要情報が収録されていない

英文抄録が不十分

全文が利用で きない

その他

立たない

手 し難い

が不十分

`

■

■

■

一
一
一

■

れて いな い

一

一

一

一

一

0% 25% 50% 75% 100%



付 録 1.「 アメ リカにおける電子 情報サー ビスの実態調査」アンケー ト調査票

1 4

AnswereochquestionWiththeresponsethatmostaccuratelyrepresen†syourexperience

orrequirements.PleasecircletheNUMBERcorresponding†oyouro「swer.Ifmore†hononeresp◎nseis(】 ‖owed

(mul†ipleanswer),pleasecheckalltheappropr|ofeboxes,WewelComew甜encommen†sexplalnlnganswers

forquestionsforWhichyoucho◎seon'ofher'respOnst∋.

)1 Whd旬peoforgonizdiondoyouworkfor?(Chooseone.) 5ロ コ6

01

02

03

04

05

06

07

08

09

10

11

12

13

14

15

16

17

18

Agriculture,Fores†ty,Ftshlng

S佃el,Nonfeπousme†ols

Chemlco1,Petroleurn

Newspoper、Publishing

Compu†er,Electronics,Machinery,Tror叩oけafionEquipmen†

M(】nufacturing(miscellaneous)

Con⑤ ↑nuction

Re↑oil,WholesoleTr(】de

Rnonce.lnsL.」rqnce,Securi†ies

Medio,Communication

LqwFirm/Consulfing

Services

lnform(】tionProcess|ng/Elec†ronlclnformo†ionSeMce

Telecommunicafions

Non-profi↑Organlzation

Univers‖y,HigherEduco舗 ㎝

Governmen†(Federol,Locd)

O廿1er(PleoseSpecify.)

)2

)3

WhCtisthetotolnumberofemployeesinyourentireorganization?(Chooseone.)

1

2

1-50

51-100

3

4

'◎

101-300

301-1,000

1,000-ormore

Inwhichdivision◎tyourorganizCtiondoyouwork?(Chooseone.)

7口

8[エ コ9

01

02

03

04

05

06

Corporate/StrategicPlanning

Engineering

Finonce

lndusttySpecialization

ln†ernational

LegQlDeportrhent

07

08

09

10

11

12

Ubrorylnfomσ ↑ionCen†er

Monufoc†uring

Marketing/Soles

PublicAffoirs/Policy

Research&Devebpment

O廿her(Ple(】sespecify.)

)4 WhCtisyourprimatyprofessionaldiscip:ine?(Chooseone')

01

Ω

03

04

05

06

07

Accountont

EconomiSt

Educator

Engineer

HeolthCore

lnformationBroker/Consult(】n†

Journalist/Editor

9

∩
∨
1

2

3

▲
4

08

0

1

1

1

1

1

Librorion/informationSpecialis†

Monagement

Mari《eting/SQIes

Poli†icolArK】lyst

Scienfis†/Reseorcher

StrategicCorpor(】 †ePlanner

O廿her(Pleosespecify.)

10[口11

12囚
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》5 Whatisyourorganlzation'sapProximatecapitalinU.S.d◎llqrs?(Chooseone t)

-

う
一
3

4

5

Less†hon$500ρOO

SsOOρOO-$1mllllon

Slmillion-SIOmll"on

SIOmillion・S50mMion

$50million・Sloomiliion

6

7

8

9

S100mlllion-$200million

S200mUlion-$500million

S500mlllion-orm◎ 「e

Don'tknow.

13□

)6 Whdwosyourorgqnizdion'stotaloperatingbudgetfor1990inU .S.dollqrs?(α 〕o◎seone,)

01

02

03

田

05

LessthanSlmHlion

SImlllion-SIOmUlion
SIOmillion-S50m;lllon

SSOmHfion-SICOmillion

SlOOmillion-S500million

o白

m

m
…
㎝

m

SsCX)million・S1,000million

SIbilli◎n-S5bi‖ion

Ssblllion-SlObillion

SlObillk)n-ormore

Don'tknow.

.14ロ コ15

RTII:Dt tiliztin

)7 Doesy◎urorganizαtioncurrentlyuseon・linedCtoboses?

1 Yes 2 No(Gotoquestion#10.)

16□

)8 Howmanyon-linevendorsdoesyourorganizationuse?(Chooseone .)

01

02

03

04

05

ー

ウ
ふ
3

4

5

泌

㎝

oa

∩◎
…
氾

・6

7

8

9

10-ormore

17ロ コ18

)9

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

WhichOttheto:lowingon・Iinevendorsd◎esyourorganizCtioncurrentlyuse?

(Checka〃thatappiy,)

01

02

03

田

05

06

07

08

09

10

11

12

13

CompuSe～e

DataStar

DIALOG

DowJonesNews「 ～e†rieval

GEnie

GlobaiRepor†

MqxwellOnline(BRS/ORBID

MeodDo†aCentral(Lexis/Nexis)

Newsnet

NikkeiTel㏄om

Questel

STNlntern(】tional

O†her(Pleosespecity,)

32国
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10)

33

34

35

36

37

38

39

40

41

8ywhdeledronicme◎nsdoesyourorganizCtionpresentlyqccessinformation?

(℃わθckσ 〃thσtapply,)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

Broqdcos† ・

CD-ROM

D(】†ob(】ses'deliveredvlafioppydiSks

Fox

lntervolce/Audiotex"

MagneficTape

Or+lineSearchlng

O栴er .

None(GotoQuestion#26.)

'8n。αdCαs輪 廓 わovθr -the-airdlsMbuh'onusingsateltite ,局WSideband,verticalbtankinginte(〆alte'eviSion

andlanc伽ede∬vetylnaρOint－ わ ・muゆointcon肋uo【 βイbedmode,
"'ntervoice/Audb'exしt&∋fhete'θ ρわ◎neosσr}σfしfrα 〃nた∋κ7cガvede〃verγandqueMngdevice

,

11) Bywhatelec菅ronicmeonsd◎esyourorgαnizationplantoaccessinformCtionin廿he

fUture?(Checka〃thatapρly,)

42

43

4

45

46

47

48

49

50

|

「
【
O

A
U

7
'

●

Broσdcos↑

CD-ROM

DatαbasesdeliveredviafiopPydiSks

Fox

ln†ervoice/Audiofex

MagneticTape

On-‖neSearchlng

O廿her

None

12) WhCtkindsofinformCtiondoyoucurrentlyoccessusingpm・linedofobose§?

(Checkallthatapρ'y.)

;;日;:
53口03 .

繊
7

8

9

0

1

2

5

5

5

6

6

10

07

08

09

10

11

12

Commercialtransport

Credit(buSiness,consumer)

Financial/Economlc(equities,commodities.fixedincome.foreignexchange、

moneym(】d〈e†,corpOratefundamentalS,economic/economicinformation)

lnsurance

Legol/Regulatory(government)

Mqd〈eting/Media(produc†movement,demogrqphic,audienceossessment,

business-t(》b頃nessmqrke†ing)

News(reo団me,dqtabasearchival)

Productinformation/P(】tent

Reolestate

Scien情c,†echnicol,medicalengineering,energy

Travelrese「vation

Olher

63同
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13) WhCtkindsofinformCti◎ndoyoucurrentlyaccessusing⊆2pヒRΩM?

(Chθckatltt'ratapply.)

繊
ii目§;
O

1

2

3

ぷ4

5

7

7

7

7

7

7

07

08

09

10

11

12

Dofoboses

Commerclqltronsr)or†

Credit(bωness,consumer)

Firvancial!Economlc(equities,commOdities.fixedIncome,forelgnexchange,

moneymarket,coq)oratefundamentals,economlc/economlclnforrnation)

lnsur(】nce

Legol/Regulatory(government)

Mqrketing/M㏄dla(productmovement,demographic,audienceassessrnenti

business-t◎-businessmarke†ing)

News(reol・ 目me、datobasearchivol)

Productinformation/Patent

Realestate

Scien而c.† ㏄hnlcoLmedicolenglneering,energy

Tr(】velreservation

O↑her

14)

15)

16)

PleasespecitythethreedCtobasesyouusemoStfrequently.

-

(
∠

3

lngenerol,howd◎your◎tethedotabosesyouarecurren量lyusing?

-

う
▲

150)

SQtisfac†o「y

Uns(】tisf(】ctory

置funsatisfactory,whichStCtementsbeStdescribeyourdissCtisfactien?

(()hecka〃thσtappty.)

77ZOI.

78

79

80

81

82

83

84

85

86

02

03

04

05

06

07

08

09

10

Thereisnotenoughadvertisemen†orguidQnceforlocatingappropriote

datab(】ses,

Subscriptionproceduresaretoocomplicated.

Desiredinforma†ionisnotcompiledinthedat(】boses.

D(】tabaseuserfees(】rehigh.

Telecommunicationcos†sorehigh,

lnformationISnottimely,

Searchingisdi借cult..-

lttakesalongtime†oobtQintheoriginaldocuments.

lnformationintheda†obQses6frogmen↑ed(】nduseless.

αher(Pleosespecify.)

ATetherechargesthatyoufindporticularlyexpensive?

| Yes 2 No

－47ー

76口

87口

88回



16a)

9

0

1

2

3

8

9

0
/
0
/
0
1

lfyes,whichSfCtementsbes↑describewhatyeufeeloreexpensivecosts?

-

(∠

3

4

5

Telecommunica†ioncostsarehigh.

TermlnolofPCcostbhlgh,

Modemc◎stishigh.

Telecommunicationsoftwarecostishigh,

Oher(Ple(】sespecify.)

17) Overall,howwouldyourCtetheuserfeesofthedqtab◎sesthotyoucurren量lyuse?
94口

-

り
乙

Satisfacto「y

Unsatisfact◎ry

17a) Ifunsatisfactory,which舗demen↑sbes↑desc而beyourdissdisfoc↑ion?

(Checka〃thatσppiy,)

萎目ii

TelecommunicationcostsQrehigh.

Mon†hlyminimumishlgh.

PriceperfUllrecordtyped,displayed,orpdnfedbhlgh.

Other(Ple(】sespecify、)

18) Generolly,howdolhoseinyourorgαniz◎tionobtαininformCtionfromon・linedd◎boses?

(()heckσ 〃「わσナσρρ'y,)

駕ii

Frommyorganlzation'scenfr(】1informationdep(】rtmen†/libr(】ry.

FrommYdepo付men†1dMsion'slnformationspecialiSt.

ldirec†ly㏄cess◎n-lineda†oboses.

O廿her(Ploosespecify.)

19》 WhCtp・ 。P。rti。n。ty。u…g・ ・i・di・ ・c。 ・se。 ・ch。 ・・li・edat。b・ ・es?(Ch。 、,e。ne.)...103□

-

り
乙

3

All

Most

AbOuthalf

■4

5

LessthonhOlf

Veryfew

20) Areyousatisfiedwiththenumberotpeopleinyourorganizationwhooreab:eto

seorchdCtabαses?
104□

21)

1 Yes 2 No

Ofth。sepe。plewh。use。n-linectatab。ses,h・wm。 ・ysh。 ・efhes。mep。ssw。 ・d?..….105□

(Cho◎seone.)

ー

ク
一
3

・4

5

6

7

Eachpers◎nh◎sownpossword

・2-3

4-5

6-ormore

OnepGsswordpergroup

Onep(;sswordperdepartment

Don`†know
106同
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22)

10

108

109

110

111

112

Howd◎esyourorganizCtiontrainemployeesinusingdatabcises?(chθckallthatσpply.)

1

2

3

'4

5

6

113□7,

WecondudocompQny-sponsoredseminaronhow†ousedotab(lses.

Erhployeesleomon廿1elob.

Empl◎yeesoresen† †o(】semlnor/c◎urse†ough†bydotobasevenc]ors.

Ourdepo吋men†employsonW↑hosepeopbwhoolreodyusedofoboses.

WehavenosystemandprovidenosuppOrt.

Ourfirmhasnosystemofdatobcseeducationbu†wesubsldセeemployeeswho

wishtoo廿enddok】b(】secbsses,

O↑her(Pleasespeclfy.)

一
23) DoesyourorganizCtionhavein-housedatobcises?

1 Yes 2 No(Gotoquestion#26.)

114□

24》

115

116

117

118

119

120

121

122

123

124

125

Ifyes,whdisfhepurposeofconsfrudingyourin-houseddoboses?(Checkσ 〃仇 σナσpρ 初

田
皿
o鋭
瓜
田

o乱
侃
侃
㎝

n
札

Toeffec†lvelyu柑lzelnfomo廿on(b◎ ◎ks,lournols,d㏄umenls)

Toes†obl5h(】ne什ec↑ivemon(】gemen†sysfem

Toes†ob‖shoneffecWveinven†orymonQgemen†

Toesfqb‖shaneffectiVeorderingsystem

Toes拍blish(】neffedivepQymen†sys†em

Topromo↑esoles

Todevelopnewproduc†sbyco‖ ㏄ †ingmqrkefhformofion

Toes†oblishaneffectivemQiketings～rstem

Tom(】keaneffectivemoilinglis†fordirec†mqrketing

ToestabliShastro†eglcinfomdionsys†em

O†her(Pleosespecify.)

25) lsyourorganizationptanningtomokeyourin・housedCtabase(s)avai:ab:etor

commercialpurposesthroughadCtabasevendor? 126□

1 Yes 2 No

250) lfyes,whCtisthecontentotyourin・housedatabase?Plectsespecifyindetail.

127国
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PARTIV:Y 「 n lnf「mtinN

26) Inyourorgonization,wouldyoueverneedinformCtiononorab◎utJopdn?
128□

1 Yes 2 No(Go†oquestion≠34.)

27) Whdkmd(s)OlinforrnationonoraboutJap◎n_.

q

b

C

肌
。2
器

。5
器

。、
㎝
晋

裟

拾

h(】veyouusedln†hepqsttWoyears?

hqveyouh(】ddirncultyinobt(】ininginhepos†tWoye(】rs?

dowouldyoulike†oob†aininthene(】rftJture?

(CheckalithataPP'γ.)

ob

Companyondcreditinformation

Demogr(】phlcs

Dissertations

Financial/EconomlchfomQWon

Generalnews/Presscoverage

Governmentd◎cumen恰

Journalathcles

Marketingandmedia

Monographs/BookS

Patents

Preprin怜/Proceedings

ProductlnfOmation

Technicalreport/『 ～eseorchpaper

Who'swho

αher

裟

撒

㍑

ぴ
欝

欝

留

㍑

_C_

144__159

145__.16L

146161

14716L

149__」63

149164

15L165

151166

15Ll67

15316L

15L169

155__17L

156171

15717L

l58173

28)

174

175

176

177

178

179

180

181

182

183

ln↑hep◎s↑fwoyeors,howhoveyougoneob◎u廿iden↑ilyingondlocatinginformCtionon

oroboutJapon?〈Checko〃7わ σfqρ ρ∫γ.)

01

02

03

04

05

06

07

08

09

10

劉1;:

Printedreferencematerialspublishedou†sideJapan

PrintedreferencemoterialSpubliShedinJapan

Datab(】seproducedoutsideJap(】n

Do†ob(】seproducedhJop(】n

PersonolcontactSoutSideJ(】pon

Personolconf(】ctSinJapdn

JapdneseEmbassyorgovernmentsupportedorganization,

U.S,governmen†orgovemmentsupPOrtedorganizofion

Universltyorpublicllbrary

DirectcontactNArithinforrnationsourcesinJapan

(eg.privatecompanies,non-profitindustryorg(】nizations.publicorganizations)

inforrn(】tionbroker

Other

186固
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29)

187

188

189

190

191

192

193

194

195

196

lntheneartuture,howmightyouwishtoidentityandIocoteinformationonorabout

JOP◎n?〈Checka〃thatapply.)

01

02

03

04

05

06

07

08

09

10

紬;:

Printedreferencematerlalspu回IShedoutsldeJapan

PrintedreferencematerialspublishedlnJapan

Dot(コbosepubllshedoutSideJapan
'Dq†obσsepublbhedmJ(】p(】n

Personalcon↑(】c↑sou↑sideJopon

Personolcontoc{slnJσPqn .-

JapdneseEmbassyorgovemmentsuppor†edorganizafion

U.S.governmentorgovemmentsupP◎rtedorganization

Universltゾorpub‖clibrory

Directcontact"rlthJapaneselnforrnotionsources

(eg・privatecomp(】nles,non-profitindustTyorganizations、publicorgonlzαHons)

lnformafionbroker

Olher

30) H。 ・ey。ueverusedJ。Pα ・ese。rEnglishlangu。ged。 ↑。b。ses。n。r。b。utj。P。n?・ …199□

1 Yes 2 No(Gotoquestion誰34)

300)

加
瑞

瑞

瑞

瑞

㌃

m
犯
鴛

貌

lfyes,whCtisthecon量en↑of↑heJoponeseorEnglishIonguogeddob◎sesthqt

youhqveused?(Checkσ 〃thataPP'γ,)

01

02

03

04

05

06

07

08

09

10

11

12

13

14

15

16

17

Co4)orqfe而nonceqndcredi†hfomo†ion

Dok】b(】ses!Archivo団noncbl

Demogrophic

DISsertotions

Governmen↑public(】fion/Documen↑

Journoladicles

Mαke賀ngondmediQ

Monogrophs

NewspqPer/Press

Po†en8

Preprlnts/Proceedings

Productinformation

Reql-time而onci(】1(equities。commodifies、foreignexch(】nge,㏄onomlcs)

StaWStics

Technico「reporf/Resecrchpoper

Vl/ho`svゾho・ 、

Other

31)

217

218

219

220

221

WhichofthefollowingdCtabasesdoyoucurrentlyusetoobtaininformαtiononorab◎u↑

JOPαn?(Checkaltthatapρ'Y.)

01

02

03

㏄

05

COMLINE

JoponTechnology

Japio

JICST-E

NEEDS

222

223

224

225

226

06

07

08

09

10

NikkeiTelecomJapanNews&Retrieval

PATOLIS

QUlCK

TeikokuDatobonk:JoponeseC㎝ponies

O廿her

227国

一51一



32) lngenerol,howdoy◎uratethedatab◎sesenvicesonoraboutJaponwhichyouαre

curren↑iyusing?228口

|

(∠

SqWsfoc↑ory

Uns(】tisfqc†ory

320)

㌶

鑑

識
裂

㌶

認

㍑

認

lfunsdisfodory,whichs↑demenlsbes}describeyourdissdi引ocfi◎n?

(α ハeckσ 〃rわσナσρρ∫ゾ,)

01

02

03

04

05

06

07

08

09

10

11

12

13

14

15

16

U柑e(泊vel寸lsemen†orguidqnceforoccessingoppropriofedo↑oboses.

Subsc巾tionproceduresaretoocomplicated.

Desiredlnfom加ionISnotcompiledintheda†oboses,

Dok】boseuserfeesqrehigh.

Telecommunlcotioncostsarehigh.

lnfOrmatiOnISnOttimely.

Thereoreinsu栢cien†[≡ngllShobsW(】c↑s.

Fulけexfisno↑ovoiloble.

UsersupPor↑ ㎏lnQdequo†e.

Se(】rchlngisdiMculf.

lttakesalongtimetoob†oin†heoriginoldocumen†s.

D(】†otx】sesoreno†occessible†hroughcommonlyusedvendors,

1nformationindqtc】baseslsfrQgmentedanduseless,

Terminol/PCcos†ishigh.

ModemcostIshigh.

○廿1er(PleGsespecify.)

33) HowwouldyoudescribeyourroleinusingdCtabasesonorab◎utJop◎n?

(Chooseone.)

245[]

1.Endし 恰er

2.ln†ermedi③ ゾ

鋤D。y。ukn。w廿her。le。nd・cMies。nheDd。b。seP了 。m。H。nCe耐(DPC)IJ。P。 ・?..246□

1,Yes2,No

340)lfyes,howwereyoumodeoworeofDPC?(Checkσ 〃fhσナσρρω

一

247 一 1.ThroughJQp(】nesenewspopersondloしrrx】ls

248 一 2.ThroughU.S.newspopersqndjournol
249

一 3.Preprin†/Proceeding

250
一

4.Online1C[》ROMconference/mee桐ng

251 5,Througho「6beseqrching
一

252 6.ThroughDPCpub‖cofionssuchos臼DofoboseinJσpon●or'DirectoryofJoponese
一

Dσ 拍b(】ses'
一

2537、Visi↑edDPCinJopon
一

2548,0†her
一

T』 ηゐy侃oe乃mμC"oryoμrcooperα ♂彦0η.255国

一52一



切
ω

付 録 2.「 アメ リカにおける電子情報サー ビスの実態調査」集計結果(一 部抜粋)

PARTH;DatabaseUtilization 11) Bywhatelcctronlcmearlsdoesyourorganization

toaccessintormationirtthefuturc?(multi)

plan

－Answor-

.-C`assificallon一

No.of

Answ匂r

Brσadcast

c・unt;%

CD-ROM

co匂nti% 、

Da`abas6delivor句d
via「10ppydisks

count%

Fax

coun` .%

Int`,rv`,icc

/Audio`むx

count% じ

'

Sma11&Mediumsi26compan`es 21 0:0.0 15;71.4 5:23.8 8;38・1 2;95
.「.「A..

63:50.8 27i2L8・L
a「8ecompan`es 124 20i16.1 95:76.6

「
89、84.0

」..

4133.1
.

6157.5 20i18.9106

▲....」

15i14.2 40:37.フPublic含urvice

1.PoLroleum.ChemicalIndu8try 13

21

26

17.7? 969.2 430.8. 430.8 215.4

2,Machinorry
「 」〉

295 157L4

←...

38.1

..}
:3

14.3

26.9

「

519.2

一.層・,,.「

24i92.3

8

9

1257」
,,,「L「...

1350.0

.,.一:』....,...

7i3,0th6rManufaCturi【19 34.6`

・M
anufact1」r・ng 60

」
813.3 48i80.o 2135.0 2948」 12i20・0

4,Financ心.Insurance 10 440』
三9

90.0 220.0 2'i20.0660.0

8,50』 425.05.Coふmonications 16

・・→・・

2,12.5

ξ

1i

1168.8
L.-1F

743.8

426.76.Serv▲c6s 15 1066.7 640.0

L.F.

11フ3.3

.㌻」"

17、38.67、Lowf↓ オm/ConsuItio8 44

6.7

511.41 3272.7 1022.7
r「

フ15.9

Tortiarylndustry 85 12i14.1 6272.9 2529.4
Σ

4249.4 1720.0

8,Education・M心dica1$θrvices 57 1221.1` 54}94.7 2136.8 33}57.9 1221.1

49 36.1 3571.4

'一二'"

2857.1 816.39,Non-profit&Goverm◆n` 1938.8

Publicsgrvicos 106 15i14.2
x

89i84・o 403フ.7 61575 2018.9

10、Oth6r 6 00.0
…46

6.7 116.7 116.7 233.3

[三 ・… 1 257 35 13.6 ・・… 二丁 87 二三 工='li, 51.8 51 …ヨ

－Answロr-

-Class▲fication一

Magnoいc

Tap6

count:%

On-1ino
Searching

count%

Other

counし:%

Non6

couot .%

,・S
mal1&M心dium31z心companle3 14』 15 71.4 1}4・8 2:95

`

16;12・9
1.・.

22;20.8

10.8106 85.5

go.6

Lar9心compaoio5 33i26.6

5:4.7
r

45i425 96Pub1`cs6rvic心

一.一・..　一工.

】.Petroleum.Chemjcallndu8`ry 430.8 n84.6
...《』.

1885.7
.、三..

20フ6.9

17.7
;

2'95
wj...

27.7

1λ7

…i・・・ ・…… ・

14.82.Machinerry 、i『'1'1,.。

ト

00.03台Oth6rMonufacturio9 830.8・

,
Manufactur・08 16i26.7 49 .8L7 58.3 23.3

4.Financo.1nsorance 4i40.o 10i100.0
-「.■

110.0 00.0

00.0

《..

426.7

00.05.Communications 2:12・5
i'14

≡87・5
...

14 .93.3 00.06.Service$ 5:33.3
..挙"

715.9 715.9 12.37.Lowfi'm/Cons凹 」t`n8 34:77.3

T6r竃iary1ぬdustry 18i2L2 7284.7 1214ぴ 11.2

8.EdUC●tion・Modi亡alS合rviCO5 36i63.2 56i94.7 13:22.8 35.3

42:85.7 9:18・4

.:_.

2i4・1

,.

9.Non-profit&Govormont

←..,

9・18.4

P匂blicserv`ces 45i425 %igo.6 22層20.8 54.7

10.Oth6r 1!16.7: 4!66.7 0、0』 1}16・?

⊂ =ニエ==≡1 221 三工==iー 二三ヨ



一.一.-13)Whatkindsofin「ormaいondoyoucurren口yacccssusingCD-ROM?(multi)

－Answor-

-Clasエifjc畠tion一

No.of

A"swer

Comm6rci己'
`r畠n8ρort

count%

Crodit

coロot% 「

Fin畠ncia`

/Ec◆nomic

couロt%

1nsuranc8

count%

LegaI

/R自gulatory

count%

Mark㊨ting

/Modia

coun`1%

Nowg

coun` .%

Smo1`&M心diumsi26compaoios 10 0

「.・9-

3

0.0

3.7

oio.o 4i40・0 0 0』 4.40.o 3;30.o 1.10.0

14=17.3 15、18.530,3フ.0 ち 6.2 12:14』LaずgocompaΩi●8 8i9・9

Poblicservico

81

84 3 3.6 4i4』

←
1gi22・6 5 6.o 20:23.8 16:19.0 21・25.0

一

LPctroleum.Chom▲calInd匂8【ry 11 2i18.2 1i9.1 「2182

`

0:0.0 1.9.1 2118.2 0・0.0

3:18.8

「-

3三18.8

26.7

2.Machin6rry 16 0`0.0 ξ

←.●..■

1

0.0と

1i6.3

・㎡・-

1・6.7

4i25・0

2'13.3

OiO.0 o;o.o

3 .20.0 2:.13弓

ご

4=
3.Oth`}rM途n匂facturjng 15 o 00.0

Manuracturio8 42
撒

2、4.8 3;7.1 8;19.o oiO.0 4』95 7i16.7 7:16.7
一ー一

4,Finawce.lnsurance 10 o:。 』
1r十.

!00

.0=

4;40.o
'1';"1-

0=0.0

gigo、o 3i30.o 2,20.0 3層 ヨ0.Ox 3:30.0

3 ,33.3 2・22.2
5,Communic轟tioo$ 9 5.5S.6

,F'・

4 .50.0

00.0
-

2 .25.0

00.0

0.0.0

1,12.56.Sorvices 8
F

O、0.0 1i12.5 00.O

lO45.5

112.5
1F

3:13.6 3,13.60:0.0 8幽36.47,Low'i■m/Consulting 22 1:45

Tcrti旦rylndust'y 49 1i2.o 5;10.2 26,53.1 5ilo.2 1224.5 10、20.4 9:18.4

8.Education・MediG▲1servicos 54 oio.o 3'5.6 17i31.5
.

35.6 14 ,25.9 11:20.4 13;24.1

826.7
9,Non・-profit&Govormon` 30 3;10.o

`
1!3.3

〆
26.7 26.フ 6、20.0 5;16・7

Public3ervice■ 84
1

33.6t 4:4.8 19'22.6F 56.0 20'23.8 16119.o 2}25.0

10.Oqhor 3 oiO.0 oiO.0 0'0.0 00.0 1:33.3 o:o.o 00.0

[T-117・1・ ・ …112・ …1・ ・:・ …1…5・ ・1・ ・2…133・1・ ・1・7・2…9

1
一∧nSWt夕r-

-C`as5ificatiun一

Productlnfo∫matioo

/Patent

coun`%

RoalOState

count%

Sci自nti「ic.technica」

.medicalengin句 心 「)ng

.eno「gy

coun⑳%

TravoI
rosorvation

count%

Oth∀r

count%

SmaU&Modiumsizocompanios 2i20.0 0:0』

2:2.5

4.40.0 00.0 10.0

29.6

ハ

243340.フ 0:0.01,ar80companit'S

,

19 ,235

5565.5 11.2 36 42.93}3.6Publicsurvlce 13:15.5

1.PoLro18匂m.Ch合m`calハnd"stry 3:2フ.3 0;0.0 7'63.6 0・0.0 4:36・4

、

2.M乙chinerry 8i50』 OiO.0 12,フ5.0 0、0.0 2幽125

3,0【hurManu「actur'ng 2i13.3 1:6.7 7、46.フ 0・0,0 4' .26.7

Manuracturing 13i31.o 1i2.4 26i6L9 oio.o 10'23.8

4.Financ烏.lnsurance 1i10.0 oiO.0 1'10、0
.レ

333.3

0;0』 3130.o

0 .0.0 2=22.2
;5.Communicaしion5 3i33.3 0}0.0

L

0・0』 3巧3756.S6rvices 2i25.0 1,125 225.0

5'22.7 00.0 フ31.87.Lowr]rm/Consu`ting 29.1 0;0.0

Tort:aryIndustry 8116.3 1i2.o 11;22.4 00.0 15 30.6

8.Educatiun・Medicalservic鯵s 5!9.3 2,3.7 39フ22 0 .0.0 27 50.0

16・53.3

←

1・3.3 9 30.0
9.Non-proriL&Govピrm⑤nし 8.26.7 1-3.3

Pubgicservic賠s 13i15.5 3i3.6 5565.5 1:L2 36 429

10.Other oio.o 0,0』 3・100.0 0,0.0 0 o.o

[・ ・…1・419・1152・ ・195・53・411…16い34・ ・1

一
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15) Ingeneral,howdoyouratethedatabasesyouarecurrcntlyusing?(s▲ngle)

－Clas3i「ication一

－Answeず 一 No.of

Answor
Satisfacto

c心unt

「y

%

Unga竃i3facto.y

count%

Smal1&Modium●i36 companios 21 19 905 295`

Larεocompanios 131 122 93.1 9,6.9

Publicsorvico 105 100' 95.2 54.8`

1.PotroIoum.Chomicallndust■y 15 15100.0 00.0

2,M●chinorry 20 1890.0 210.0

3.01h`,rManufacturing 2フ 2385.2 414.8

M8nufacturinx 62 5690.3
1

69.7

4,Financo.In5uraoce 13 13100.0 00.0

212.55.Communic己tions 16 14875

6.Sorvic《,s 16 1593.8
」

16.3

24.47.Low「irm/Consulting 45 4395.6

TortiaryIndu8try 90 8594.4
$

55.6

8.[Cduc8tioo今M㊨dica18ervlco3 59 5694.9 3、5.1

24.39,Non-prorit&Govor而6nt 46 4495.7

1,巴bＬic8grvic句s 105 10095.2 54.8 ヲ

10.Other 5 5100.0
`

0,0.0

[・ Tota1

15a)

[===二 二=司
T「unsatisfactory.whichstatementsbcstdcscribcyourdissatisfaction?(multi)

－An・w・ 「一
.

-Clas5▲fic主t`on一

No.of
Anエwor

'」、berei3noten⑰ugh

advertisementof8u`dancofor

1。 ・8tin8aPP・ 。PT`rt。databa・e・

count%

S"b3criptionpr心codur匂5
ar∀`oocomp`icatud

couot%

D心slr⑤d`nfvrma、 輌un▲5n∨ ↓
compL」 ●d`n【hピda`abasos

cgunt%

Sma↓ 」&M6diumgiz6compani●s 2 0

1

0.0

11」

150.0 OiO.0

Lar8匂compaoi●s 9 2.22.2 4 ,44.4

2:50.0
〕

Public3ervLc硲 4 0 0.0 0'0』

ハ.Potr心loum.Chomicallodu2【ry 0 0'0.0 00.0
,一,層..

OiO.0

o:o・o

2.Mach`norry 2 0 ,0』 2=犯0.O
F↓L

1;25・o3.O竃horM●oufac`凹rinロ 4

.ふ
0:0.0

←-

2』50』

Manufactur▲ng 6 0:0.0 2i33.3 3'50.Ox

4Finance.1ロsuranc● 、 0 o:o.o
凸

oio』 0'0.0ヲ

1:50.0Commu`1ications 2 o,o・o 1二50.05

6
n

7・

Servic6s 1 0:0』 0・0.0 0:0.0

0,0.0Lowf元rm/ConsuLtio8 2 1:50.0 0.0.0

'rortiaryIndu8try 5 1i20.0 1i20.0
↓

1=20.0

8,Educat`on・M6dicalエ6rvic右s 2 oio』 00.0 1}50.0

9,Non・-prof't&Govorm●Oこ 2 oiO.0 OiO.0
]1
、50.0

Pub`ic86「V`C6S 4 oiO,0 oiO.0 2i50・o

10.Othor 0 〇 二 〇.0 oiO.0 oiO.0

tTOtal 15 1 6.フ 3 20.0 6 40.0



9

15。}Ifunsa・i・f・ ・t・ry.whi・h・t…men・ ・bes・d・ ・scribey。 ・rdi…'i・faction?(multi)

－A晦8wor-

-Cl・.●ificatlon一

D■taba宝6u$er
feeg為 ■ehi8h

count%

To1 1nr

is

S◆arch`nε
isd`fflc匂1t

count .%

Itt●k69島lon8tim6toobtaintjoo

co3tsarehigh

count%

oottim6`y

couΩt%

【h60■igin五ld

OOU"t %

Sma31`M6d'um客izocompanie3 2,100.0 00.0

←

150.0

333.3

1.50.0 1 50.0

5'55.6 3 33.3222.2
L畠r`gcomρ ●n1"s 777.8

0 0.0375.0 00.0 oio.o
P凹blic 375.0

1,P6trol●um.Chomic禽lIndo5tryOO・0
000 00.0 o:o』

ヲ
00.0

150.0 1150.000.0 150.0
2.M&chi直6オry2.'00・0 I

l25.01 .25.0 250.0 2、50.0
3.Ott、orManuずacturinε3.75.0 --

M‥ 。f。 。u.i。g5'83・3

4.Flnanco.1

1167 3.50.0 3'50.0↓

層
233.3

一 ー 一

〇 〇.0

2100.0

1100.0

oo.o o:o.o oiO、0 00.0

0.0.0

1100.0

00』 0 .0.0
　

1.50.0

5.Ction8

1'100.0 1:100.0 00.0
6.S

150.0

F

OO.0 2'100.O00.07.L。wfi栖/C。n・ulting150・O

TertiaryIndustry480.0 -一 　

8.Education・MedicAIscrVlε イ2s2100.0

1:20.0 1:20.0 360.O 240.0

lg50.0 00.0 0'0』 00.0

00.000.0150.0 2,100.0 0.0.0
9.Non-profit&G

一

一 ,
00.0

.一ー--

375』 375.0 00.0 0.0.0
Pub`ic

lO.O【her

一--

0層0.0 0.0.0 00.0 0.0.0
,

00.0

}一}・ 一 ー一一 　一 12800

一ご==一
6 400 4 …7]

一－Answ・,r－

－Classificaいon一

in

is

しhe

∫'agmented

%

Othor

count %

Inr

databas6s

andusθ10ss

coun`

Sm-`&M6diumsix・c"mp‥)uS
0

←

3

0.0 0 0.0

33.3 1
Larg6compan,OS

11.1

25.0 0 0.01
Publg

1.Pe`r心1θum.Ch●micallndustry 0 0.0 0 0.0

0 0.0 0
2.Mach↓n心rry

0.0

1 25.0 1 25』
3.OthorManuractur`ng

16.7 1
Manufacturin8 1 16.7

0

0

0.0

0.0

0. 0 0
4.Financo.1

0
・

O

o

0

0

5.Ctlons

100.0 016.S

0 0 0x 50.0
7.1,0w「irm/Consultxn8

Terいa'yIndus、ry 2 40.0 0 0.0

8.Educaいon・Medicals、 汀v`Cus 0 0.0 0 0.0

1 50.0 0 0.0&Gt9.Non-prufit

1 25.0 0、 0.0
Public

10.Oしh6r 0 0.0 0 0.0一 4 26.71二 「 一一こ口



零

16) Arctherccharges thatyou 「indparticularlycxpcnsivc?

－Cla8s i fica `ion一

－An8wor一 No.or

A【lswer

Yo3

COロnt %

No

coont %

Sma`1 & Mud iumsi ●e COmpaniOS 20 12、 60.0
・

67.7

8
「

40.0

Large compan 1es 124 84
撒

40 32.3

P匂blic 80rv ice 102 63 61.8 39 38.2

1.P心trol心 因m.Ch心micallndustry 13 969.2 430.8

2,Machinorry 20 1260.0 840.0

3.Oth8rManofacturing 2フ 2074.1 725.9

Manufacturing 60 4168.3 193L7

4.Finance.1nsurancO 13 753.8 646.21

5,COmmunication3

6・
,Servicos

15 1280.0 320.0

1071.4
"「-

2661.9

428.6

7,Lowrirm/Consu`ting

14

42 1638.1

Tertiarylndustry 84 5565.5 29345ム

8.ト:ducation・Mgdicals臼r》ices 57 3764.9 2035.1

9.Non-P■ofit&Coverm8nt 45
F

2657.8 1942.2

Poblicservice3 102 6361.8 3938.2

10.Other 5 480.0 120.0

(single)

lt Totat 1 25tl 16364.91 88 ・5.11

PARTII.DatabascUti ization 17) Overall,howwouldyoura【cthcuserfecsof

thedatabasesthatyoucurrentlyuse?(single)

－Classification一

－Answor一 No.of
Answgr

Sati

coun

sr∂

t

C tory

%

Unsatisfac

count

t ory

%

Sma11&Modium3 i 2e companios 20 12 60.0 8 40.0

Largoc・mpani69 128 68 53」 60 46.9

PublicgorvicO 105 58 55.2 47 44.8

1,PoLro1ξ,um.Ch6micalIndu台try 15 746.7

2.M息chinorry 21 1257.1

853.3

942.9

3.Otho■Man"「acturing 26 1038.5 16615

Manu`旦cturing 62 2946.8 3353.2

4.Flnanco・In⑨u■aracO 13 969.2
…430

.8

5,Communications 16 956.3 743.8

6.Sθrvlce包 16 637.5 10625

7.Low「irm/Consultin9 41 2765.9 1434.1F

TortiaryIndu●1ry 86 5159.3
`

3540.7

8.Educalion・ ト40dic81soオvicgs 58 3051.7 2848」

9,Non-prorit&Govormont 47 2859.6
F

1940.4

PublicsorviCQS 105 5855.2 47:44.8

10.Other 4 375.0

三

125.0一
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17a) 1funsatisfactOTy,which stateπ1ents bostdescribeyourdissatisfaction? (multi)

－Ao●W6r-

-C1白3●`"c●t`on-・

No.of
An3wor

T●`ocommunication
costsarehi8h

count%

Moothlyml開`mom
ishlgh

couot%

PriCOP●rfullr●cord`yp6d.
d)8Play●d.orprln、edi田hi8h

count%

Other

coun`:%

Srna1`&Medlums`z6compan`●3 8 5,625 313λ5
ふ

6;75・0 1125

14:23.7La■gocompan`色8 59 U18.6 9:153
ふ

51》86.4

Pub1`c●ervic6 4? 11数23・4 5,10.6 4187.2 919.1

1,P6t■ole凹m.Ch6m`callod四 宝try 112.5 00.0 8100.0 225.0

2.Mach'norry

8

9 222.2 00.0 777.8 333.3

3.OtherManufaCturing 15 213.3 533.3 1493.3 213.3

M●n叫faCturin6 32 515.6 515.6 2990.6 72L9

4.Fin8nce.1ぬ8ura"c● 4 呈25.0 2`.50.0 4100.0 00.0

5,Communlc島t`onエ 7 342.9 457.1 57L4 342.9
←

6.S6rvic69 10 220.0 010.0 880.0 330.0

7.Lowfirm/Con3ult`ぬ8 14 535.フ 17.1 "78.6 2×4.3

Terti8ry1ndu3try 35 1131.4 7i20.0` 2880.0 822.9

8.Educ皐"on・M●dic&ls6官 ▼ic●8 28 725.0
…310

.フ 2S89.3 725.0

9,Non-pro7it&Gov6rm● ぬt 19 42L1 2105 1684.2 2▲05

P匂blicsorvlccs 47 1123.4 510.6 4187.2 919」

10.Oth◎r 1 00.0 010.0 1100.0 00.0

[….二1.

PARTII.1)atabase

11s 27 23.5 17 14.8 99 86.1 24 20.9

Utilization 18} Gene「ally.howdothoseinyourorganization

informationfromon-・lincdatabascs?(mulい}

obtuin

－Ar13wor-

-Cla3siTlcA`ion一

No.of

Answ6r

F■ommyorgani2白 【ion'S
c臼ntra1`nformat`on

dOP8rtm6n【/1jbr白ry
couぱ 、t%

Frommydopartmont/

diviエiσn'鵠infr,rma【ion

エpccia‖`享t

cooo【%i

ld`r6ctlyaccosg

on-1in6databa30⑨

coun【%

o`hQr

cnunt:%

Sma1,&Medium3`多ecomp直 ロios 21 5:23.8 4i19.0ム 14.66.7 3,14・3
山

L亘rばocompanie3 133 96:72.2
"T1"

3828.6 撒 8ぺ63.2 118.3

㌣
8i7.7Pub1`cs6rvico 104 76.73.1

」24
≡23.1 57:54.8

1,P6troloum.Chomic鵠lIndu8t'y 15
之

960.0 640.0 1、73.3 213.3

2.M8chi"orry 21
1

157L4 733.31
I

o47.6 00.0

3,0`horManura6to■ing 27 2074.1 622.2 763.0 311.ハ

M8nur8cturing 63 4469.8 1930.2i
`

3860.3 57.9

4φFin冶nco.Insur8nco 13 1184.6
.

4i30.8
`

10,76.9
▲

00 0

5.Comrnunic8t`ons 16 6375

1168.8

4i25.0

"F

10,62.5 16 3

6.Sor"icos 16 2,125 10,62.5 16 3

7.Low'irm/Con8u`t`ng 46 2963』 1328.3 30《65.2 715 2

Tor竃 元a■yIndustry 91 5'、62.6 2325.3
$

6065.9 99.9

8.Educ題tion・Mt)dical●or∨icog 57 4375.4
↓

1729.8
Σ

33,57.9 47.0

9,N⊂>n-P■`,ri`&Gov"rmorlt 47 3370.2 フ16.9 24、51.1
」

48.5

Public86rvico⑨ 104
i

7673.1 24(2Σ1 5754.8 8、7.7

10.Oth6r 5 360.0
シ

240.O
「

360.0
「

1,20.0

[==三 三1 ======]==三[====18・ － Is8 601 23 87
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19)Whatproport}on《)fyourorganizationcansearch〈)n-一 いnedatabascs? (sing|e)

一－AnsWOT-

-Classiricatioγ 」'

No.of
AΩ ■w●r

∧tl

counし%

Most

count・%

∧boutharf

count%

し Ω5Sthanharf

count%

Veryf6w

cv凹nt%

Small&Mudiumsiz■companios 21 523.8 295 314.3 419.0

・

21

占

フ 33.3

フL4Lar8・)c⇔mpanios 133 21.5 64.5 96』

8λ8

95

Publics・}rvico

「吉∨ 　「-

102 6 .5.9 76.9

15』

1514.7 66 64.7

1.Pq>tず`)ハe匂m.Ch"mica`1ndusこry 15 00.0 00.0 00.0 2 .B・3

295

1386.7
」.-

199052,Machiner'y 21 00.0 00.0 00.0 」

3,01h"rManuraCturin8 2フ 0 .0.0 2フ.4 1ヨ.7`

輪

3ハ1.1 21フ λ8

Manufacturing `3 0:0.0 23.2 1L6 711.1 5384コ
.--}
4.Financ6.1nsur旦nce 13 0'0.0 00.0 2:15.4 215.4 969.2

5.Communicalions 16 2,12.5 318.8 2125

♂r

OO.0 956ぼ

6.Ser∨i`:`xs 16 318.8 16.3
1

00.0 2125 1062.5

..一一

2145.フ7、Lowfirm/Coosultin彦 46 24.3
オ

24.3 7.15.2

ス

1430.4

TertiaryIndos亀ry 91 77.フ 66.6
■

1112.1' 1819.8 4953.8

8,εducatiqm・M6dicalservices 56 610.フ

ρ

47.1
「

5、8.9 916.1 3257.1

9,Non-prurit&Goverment 46 00.O 365 36.5 613.0↓ 3473.9

Publicservicc3 102 65.9 フ6.9 87.8 ↓ 1514.7 66`4.フ

10.Othnr 5 0・0.0 00.0 00』ム 240.0 360.0

口 二三・」・1,.__.

PARTII;DatabaseUtilization

261 135.0 155.7 20 7.7 42 16.1 171 65.S

20) AreyousatisriedwiththenumberofpeopIeinyour

organizationwhoarcabletosea'chdatabases?(single)

,

一・Aoswer-・

-Cl口55ification一

No.of

Answer

count

Yos

% coun

No

t %

Smal1&Mediumsizecompanie3 21 14、 66.7 7 33.3

Largecompanios 132 92
F」

59

69.7

5λ3

40
一

30.3

Pub1icservic6 103 44 42.7

1

1,Petr◆16um.'Chemicallndustry 15 9 60.0 6 40.0

2.Mらchinerry 21 15 71.4 6 28.6

3.Otb巳rManufacturing 27 】8 66.? 9 33.3

Ma"uf血cturing 63 42 66.7 21 33.3

4.FinaΩce.Io$1」rancc 13 10 76.9 3 23.1

5.Commu"icaticns 16

16

13 81.3 3 18.8

6・Servlc宙r 12 75.0 4 25.0

乍

29 64.4 16 35.67.Lowf元rm/Consuiting 45

T●rtiarylnduStry go 64 71.1 26 28.9

8.EducatioΩ ・Mθdicalservicos 57
ヲ

30 52.6 27 4λ4

9.Noo-proflt&Goverm企nt 46 29 63.o 17 37.0

Publicserv`ces 103
`

59 5λ3 44 42.7

10.Other 5 5 100.0 0 0.0

[三 三・… 1 261 1 170 65.1 1 91 34.9

1



一ち2)Howdocsyourorganizationtralncmployeesinusingdatabases?(mu】ti)

－A"swgr-

-Classificati◆n一

No.of
Answer

Woconductacompany－
字pon30'edエ ⑤mino'on

hOWtou享edat凪bas63
count%

Employees`Ωarn
onthe'ob

count%

1ζmploy6esa■escr、ttoa
s合mioar/co"r30tauεht
byda`ab禽$evendors

count%

Ourd心pa「tment心mploys
onlyth◆SOPOOP18who

81r6ady匂80database宝
count%

Sm・"&M◎d`umsi2gcompユnig5 15』P 7弱.o 13:65.0 210.0

,づ÷

1612.29270.2

20

131 3123.7 70:53.4

5652.8

一

69

Largecompanies

65.1 9`85Pubいc苦ervic6 106 2927.4

1.Pet'o`eum.Ch8micallndustry 15

21

533.3 4丁26.7 10 .66.フ 320.0

1047.6←
166L5

一
15.アL4

1765.4

2952.Machinerry 00.0,

623.1 27.73.OtherManufaCtur`ng 26

Man匂'acturi"9 62 11:17.7 3048.4 42;67.フ 71L3

4,Fin▲nce.In5urance 13

15

16

45

3:23.1 1076.9

〕-

960.0

6375

9:69.2

1066.7

1168.8

3373.3

215.4
"

16.7213.35.Communicat`ons ←
3x8.8

】3

163

715.6

P層「

2248.9

6,Services

7.Lowfi宇m/ConsuItin8 28.9

TertiaryIndustry 89
「

2123.6 4752.8 63フ0.8 1112.4

8,Education・Mヅ フdicajs白rVLcgs 2136.2 3356.9 4170.フ

2858.3

610.3

36.3

58

48 8 .16.7 234799.Non-prく}fit&Goverm6nt

Public3ervicθs 106 292フ.4 5652.8 6965.1 98.5

10.Other 4 125.0, 2500 375.0 125.0

o

一・一
Φ ・ ・…Il261622… 【13551・ ・11フ76…281…

一

・Answor-

-Cハas宝`fication一

Wehav`号no苦ystomand

providenosupport

count%

Wohav`±nt・syste∩Dβeducation
b"twesub5id`zeempl・)yees

whowhishtoattendDBcla$ses
count%

Otber

couot%

Sma口&M6diumsizecompanios

Larg日c`,mpanle3

Publicservice

2 .10.0

118.4

43.8

15.0
L

19 .14.5
-

1413.2

315.〇

-

1フ13.0

16151

1,P、 〕tre}い 、ロm。Ch鯵micalIndustry 16.7 00.0

2.95

5192

4.26.フ

14.8

519.2

2952.Mach`n、 、rry

3.Othぎ>rMan凹rac`uring 3.11.5

Manufacturinσ 6:9.7 7iIL3 1016.1

4.Flnance.Insuranc8 17.7

00.0

212.5
.,

4,8・9

5'38.5
-

1.6.7
9L

1.6.3
-

613.3

00.0
",

5.Cl〕mmunica【ions 16.7
'

6,S8rv,ce3 425.0

,〉

7.Lowfirm/ConsulUn8 511」

T・rtiary"dus .try ア7.9 13914.6 10.11.2

8.Educa口on・Mod`ca'servic93 3.5.2
←

12」

5 .8.6

9`18.8

1017.2

9.Non-pror't&Go∨erment 612.5

Pub11csorvicos 43.8 14.13.2 1615.1

10,0th6r 0'0.0 0.0.0 125.0

一

いT-1・7・51…3・ ・1・714・ ・
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24)Ifyes.what sthepurposeofconstructingyourin'一 －ho1】:edatabases?(multi)

－Cla55 1flcatiun一

一∧nsw句r一 No、or
Answ6r

ToorfOCt`vピRy

ut`1iエolnr

co凹nt

To◆5tablj5h
managom◎nt

coun`

anef」 「6c`

systgm
1v6

%

Too5↓ ユbli5h

inv曽ntory

count

an6∫f◆c`

maoa80m心nt

x

iv七

%%

Sma`1 &M心dlumsizo c、 レmpAnlos 12 8 66.7

η.0

89.2

3 25.0 2' ハ6つ

Larg白 compani⇔s 100 77 . 39 39.0 4フ' 47.0

Pub)1c 5ervic・ 83 74 35 422 40' 48.2

1.P●t■01合um.ChomicaハIndustry 9 6'66.フ

1894.7

5 .55.6 888.9

2,Machln心rry 19 63L6 947.4

3.Oth6rManufaCturlng 25 :664.0 フ28.0 728.0

Manufac`urln8 53 40.75.5 18i34.o 2445.3

4.F`na⇔c心.1 8 5:62.5 4i50.0 2'25.0

tions 7 3:42.9

981.8

28.84.8

〈

114.3 11435.C

6.S

7.

11 4;36.4 7.63.6.

Lowfirm/Consu1いn8 33 1S:455 1545.5

Tortiary ndustry 59 45i76弓 2ぺ40.7 25'42.4
一,

8.Educat…on

9.Non-profi

-一 一の －A吟」

MedicaI

&G

44 419L2 20i455 20'455
層,7駒

20'51.3t 39 33:84.6 15;385

Public 83 74:89.2 35i42.2 4048.2

10.Other 6 4'66.7 3i50.o 350.0

["TS・ ・i-… 二: 二二=二[=二 三[ 163 …1[=====一=!一===ZIEi]
－AnswΩr-

一－Classif巳catjon一

.r`}establishaneff凸ctive

`lrderlingsy8tem

counし%

Toe3tabli8hangrroctlve

paymentsyst自m

c◆unt%

Topromo`68a10S

⊂ouロ1%

TodOV●10pn6wpr◆dUCt3
co口 ●ct'ogmarket

informatlon
couot%

Sma`'&M合dium5izec◆mpanies 216.7 0.0.0
,

433.; 2 ,16」

Lar86companig5 4141.0, 36136.o 14:14.o 1818.0

Public 40482 34'4LO 5:6・0 4,4・8

1,Potrolgum.ChomicalIndUStry 6 66.7 6.66.7 3 33.3 2,222

2.Machin8rry 10 52.6 736.8 2 105 3、15.8

5 .20.03.o`horManufactu'ing 5 20.0 520.0 3 12.0

Manufactur8ng 21 39.6 18:34.0 8 15は 10 .18.9

4.Finance.1 3 37.5 3.3?.5 0 0.0

3 42.9

1125
L,,

2 .28.65.Ction宝 0.0

36.4

114.3

6.s

0

4 4i36・4 1 9」 2'18.2

7,1、owflrm/Coo3"lt己ng 15 45.5 10.30.3 6 18.2 515.2

TurtiaryIndu`t'y 22 37.3 18 ,305 10 16.9 1016.9

8.Education・M●dic&130rvic4±9 50.0 17i38.6 0 o.o x:2.3

9.Non-prof`t&G【

22

18 46.2 17:43.6 5 12.8 37.ア

Public 40 48.2 34'41』 5 6』 4.4.8

10.Other 1 16.7 `.16.7 1 16.7 0 .0.0

一 = 84 41.8 71 35.3 24 11.9 24 ".・]
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24) 1fyes,whatisthepurposcofconstructingyour▲n-housedatabascs? (multi)

－Anエwer-

-C1亀8si'ic良tion一

Toestabli雲han●fr白c`lv4x
ma'ketinば 零y3tnm

count%

T∩mako轟norfOCtivc
mai⑪inglisしfor
dirocしmarkotio8

cnunt%

T◆estab``3hastr▲to8ic

inσorm轟t'on3ystom

coont%

Othor

co"パ1%

Sm▲U&M6djumsi呂ocompaole8 2;16・ フ 6i50.0 6 50.0

43.o

2;16・7

20 ,20.0

.←ふ層,門

20:20・o
x

16.16.o 43L●'96comp8n1● ●

325 89.6
4

ギ3・6

吟"

13i15・7 2フPublＬcserviCO

1.Petroleum.Chomicallnduエtry 2122・2 3;33.3 6}66.7 3:3313
↓,

0;0・015.3 3.15.8 5126.32.MacMn6r'y

10:40』14.0 10;40・o3.OthorManufacturin8 3:12.o

Maoof▲ctur'n8 6:11.3 7:132
{

2139.6 Bi245

4.Fioanc●.lnsu'aぬc㊨ 112.5 0:0.0 2i25.0

.」.

00.0
.

1112.5

0:0.0oiO.0
.

8i

5.Communicatio爲 ●

層,F,戸ふ.層.

2'28.6

?2.7 3i27・3

－L

6i36.4

L

4:36.46.Serv`cos

1854.5
P

515.2

←

1133.37,Lowfirm/Con8ult`og 9'2λ3

T●rtiarylndustry 16i27」 15i25.4 28i47.5 9`15.3

8,Edoc直tion・Mgdicalso'v`c68 12.3

,:..

2iう 」

5:1L4 14:3輻8 6:".6

13i33.3 2i5」8i2059.Non-proflt&Govormon【

Publicエorvico$ 313.6 13iハ5.7 27i325 8.9.6

10.Oth6r o:o』 116.7 116.7 2:33.3

↑Tota▲ 25 12.4 36 17.9 77 383 3215.9

PARTIil;in-houscDatabases

25)1syourorganizat

in-houscdatabase

purposcsthrough

'
onplanningtomakcyour

(S}available『orcOmmerCial

adatabascvendor?(single)

一∧"swor-

-CI8s3if`cation一

No.of
Answor

Yog

coun【%
ヲ

No

coun`%

Sma11&M61diom宰izec`,mpani63 11 2i18・2 9 81.8

107
±

13i12、1 94 8λ9Largocompanie3
'

7,8.3 77 91.7Pub1`c5ervice 84

1,Po`r◆`eum.Ch6micA`Indu3t「y 12

19

:0

」0.0
馳L■

12iloo.o
」0

,0.0 1gi100.02.Machinerry
1

10`40.0 15.60.O3.OthorManufacturing 25

M旦"ufac【uriぬ9 56

…
XO117・9

|
4682.1

4.Finance.1nsurancu 10
1

110.0 9;go.o
「

1、16.7
・.←

00.0

←「r.

518L36

13

5,Commonications

6,Sorvicos "100.Ol

3090.933 3[9・17.Lowfirm/Con■ulting

Terti8ryInd"9【ry 62
》

58」
之

57.9L9

8.Edロca"on・Medic魯1sor》icos 44 214.5 4295.51

40
1

5}325 弱.87.59.Non-profit&Govormont

Publics⑤rvices 84
≠

78.3.

》
77.9L7

10.Otho' 6 oo.o 6層100.OI

26) Inyourorganization,wouldyoucveTneed

inい 》rmation《}raboutJapan?(sln91e)

－Cl

－Answor-

a`siricali心n一

No.of
∧nsw硲r

Y登5

coun` %

No

'
coun、 %

Sma 11&Mロdiums`zec心mρani曽s 22 16 72.7 6
}

27

2フ.3

20.879.2

7L4

.La'go comp邑nio5 130 103

30 28.675Pub lic80rvic● 105

L P・tro1●um.Ch●m`callndustry 14 H 78.6 3 21.4

19.0

22.2

17
`

21

81.0

77.8

4

ト

6

212. Machin●rry

273. Oth●rManufacturio8

Manufact凹rjn8 62 49 79.0 13 21.0

4. Financo.In5uranc● 3 10 76.9 3、 23.1

2 12.514
.'F

11

8λ5

?3.3

5. Communic▲tjons 6

4 26.フ
6. S●rvic●5 5

23.946 76.1 117. Lowfirm/ConsuI`io8 35

T6r``arylodus`ry 90 フo フ7.8 20 22.2

8.

9.

Educa"on・Mod`c●1servico5 56 38 67.9 18 32.1

24.549 37 75.5 12N◆n－ ρrof`t&Govormeot

PubＬic零 舎rvlc合s 105 75 7L4 30 28.6

10. Oth●r 6 6 100.0 0 0.0

巨 Tota1 =コニ==一 工=186 894 [一 コ



第4章 企業 にお け るデー タベー スの位 置付 け

4--1花 王(株)の 情報 戦 略 シス テム

4-2㈱ 伊 勢丹 の 情報 戦 略 シス テム

4-3日 本経済新聞社のPOS情 報システム(NEEDS-SCAN)

4-4㈱ 日本 総 合 研 究所 の情 報 戦 略





4 企 業 におけるデー タベースの位置付 け

4-1花 王(株)の 情報戦略システム

4--1--1は じめ に

花王㈱ は、 トイ レタ リー、化粧品の総合メーカー として、消費者 の日常生活 に関わ る商品 を独

自の流通 ネ ッ トワークを通 じて数多 く提供 している。 こうした性格上、企業活動 は消費者の動 向

を観察 し、ニーズに適合 した商品を生みだ し、流通 システムを通 じて消費者 に商品 を届 け、 また、

自社商品に対 す る消費者の反響 を常 に収集 してい くことである。

いわば、活動の根幹 は企業 と消費者 を結ぶ広 い意味での情報ネ ッ トワークの存在 と、その創 造

的、効率的 な操作 にあ り、 コンピュータ化、あるいは情報 システムの構築 もこうした背景 に もと

ついて長期間 にわた って進 め られてきている。

4-1-2花 王SlSの 概 要

現在の花王総合情報 システム を概括する と、図4-1-1の 様 になる。

図4-1-1花 王統合 ネ ットワー ク図

消費者 小売店

広域物流
セ ン ター

魎

ク レジ ッ ト
会社

こうした多角的な情報 システムの構築 に、 当社が積極的に取組 んで きた経緯 を振 り返 る と、 い

くつかの共通 要因が ある。 その1つ は、企業 の基本業務において、抜本的 な生産性の向上、革新
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を志向 した場合、常 にコンピュー タ ・テクノロジーの導入が決め手 になるとい う認識 をかな り早

い時期か ら持 ち、それ を徹底的に追求 して きた点があげ られる。

2っ 目は、'新しい組織活動 を推進す る上で、 旧来の情報の上部集中化を排 して、企業成員の誰

で もが容易 にアクセス可能な情報 インフラス トラクチャーの構築 を通 して、情報 の共有化 を目指

した点が指摘で きる。

3つ 目に、企業風土 として、情報 の収集 と集積及 びその解析 を通 じて、企業活動の方向 をさぐ

るとい う強い探索意欲が常 に存在 している点 もあげることができる。

図の様 に、総合情報 システムは、6つ のブロ ックか ら構成 されている。

①企業の外部セ ンサーの役割 を担 って、消費者情報 を集積する 「エコーシステム」

②総合的にマーケテ ィング ・プランニ ングを支援す る 「MIS」。

③全 国28万 店 をカバーす るユニークな 「販売/物 流 システム」。

④全社的に生産機能 を統合する 「生産 システム」。

⑤R&D活 動 を支援する 「R&Dシ ステム」。

⑥経営管理情報 を一元管理す る 「会計 システム」。

これ らのシステム ブロックは、当社 の情報 システム化の進展 の中で段階 を追 って構 築され、各々

が企業 の基本的機能 を最大限に発揮 できるよう、数次 にわたっての改善 と場合 によっては大規模

な再構築がほ どこされている。

現時点で、花王総合情報 システムがはた して表題 の ご とく 「SIS」 といえるか どうか について

は、確かにコンピュータ ・テクノロジーの徹底活用 により、企業活動 における時 間的、空間的距

離 を一挙に短縮 して新 しい仕事の進 め方を確立 した部分 もある。

しか しなが ら、「戦略的」という本来の意味が企業 を とりまく環境要因 と、 自社 の能力要因を組

み合せて、 「創造的」な 「未来 シナ リオ」を画 くことにあるとす ると、 とくに意思決定支援の側面

では、いかに コンピュータを仕事 のツール として よ り賢 く使 うか というマネ ジメ ン ト側 の、 ある

いは、マネ ジメン ト・システム としてのレベルア ップがあっては じめて戦略的 と云 える部分 も残

されている。

4--1-3花 王販売/物 流システムの特色

当社の販売/物 流 システムは、独特 の流通組織 と比較的早期か らのコンピュータ ・ネッ トワー

クの構築、及 び数次 にわた る改革によ り、業界 ではユニークな戦略性 を持 つ情報 システム として

評価 されてい る。

図4-1-2で 花王の流通 システムを要約 してい るが、 この特色 は トイレタ リー業界 では唯一

の専門販売会社の存在 と、その機能 を最大限に活用 している点 に依 っている。

販売/物 流 システム構築の狙いは、大 きくい って3点 が あげられ る。
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図4-1-2花 王の流通システム概念図
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(1)在 庫量の徹底 した削減

トイレタ リー業界の販売 ・物流 の特長 は、最寄品 としての性格上、取扱 アイテムの多さ(当 社

では削減が進 んで約600ア イテム)と 、数多 くの取引店(28万 店)を カバーす ることにある。 した

がって、生産、物流、販売 のフローが一貫 した計画性 のもとに展開 されない限 り在庫 コス トは大

きな負担 になる危険が あ り、在庫率の高低が企業間競争の1つ の決 め手 とな りうる。

販売計画が明確 になった段階で、情報ネ ッ トワークを通 してその情報 はすみやかに関連生産工

場 につなが り、計画的 な生産が遂行 され、販社 の物流センターに適正 な商品在庫 として、ス トッ

クされる仕組 みが構築 されている。結果 として、情報の精度 と工場 一販社 一小売店間の物流の速

度が高 まれば、 それだけ在庫の圧縮が可能 になる。

当然、市場環境の変化 によ り、時 として販売計画の修正 は行わ ざるを得ないが、生産、物流機

能に一定の瞬発力 を付加 することによ り、柔軟 な対応 を可能 にしてい る。

(2)販 売 ・物流の省 力化

物流 に関 しては、道路事情の悪化、人件費の上昇、配送 の少量、多頻度化等、数多 くの要因が

物流 コス ト上昇 につなが り、 このため物流 の各段階 に応 じて、 コス ト削減 と省 力化 を意図 した工

夫 を行 っている。

特色の1つ として、広域対応 による配送拠点の集約化、配送 スケジュー リングの効率化が あげ

られ る。 自動化 を大胆 に進 めた大型物流セ ンターを中心 に、最適配送手段 の選別、配送に関する

きめ細 かい情報収集に よる最適配送順路の決定 までシステム的 に可能 に している。

販売に関 しては、営業マ ンの持つポー タブル端末 を基点 に営業情報 の収集が行われ、一方営業
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マ ンの 自宅 にフ ァクシ ミリを配置 し、情報 のスピーデ ィな交換 を行い活動効率の向上 を図ってい

る。

(3)サ ー ビスカ、営業 力の向上

小売店間の競争が激化す る中で、各店のス トア ・オペ レー ションの効率追求 は、メーカに対 し

て数多 くの要求 としてはねか えって くる。

特 に、店頭在庫 の圧縮 を意図 した配送頻度、配送 ス ピー ドの要求 に対 して、上記の ような総合

的なシステムを稼動 させ る事が小売店 に対す る基本 的なサー ビスの核 とな り、好評 を持 って受 け

入れ られている。

一方
、営業 マンを受発注業務 の煩雑 さか らシステム支援 によ り解放 することは、本来 の小売店

自体の売上向上 を共 同して計画 してい くという、小売店側か らみれば、最 も好 ましい営業のあ り

方を具現化す ることを可能 にしている。

4-一一1-4マ ー ケ テ ィング ・イ ンテ リジ ェンス ・システ ム(MIS)の 特 色

マーケテ ィング機能が経 営戦略 において唯一 その方向づ けに関わる役割 を担 うとする と、 マー

ケティング活動 における意思決定 に対 してそれ を支援す るMK情 報 システムの内容 は極 めて戦

略性 をおびて くる。

一方
、システムの構築には、常 にマネ ジメン ト手法の存在がかかわ るとす ると、花王MISは い

わば花王のMKマ ネ ジメン トの戦略面での特色 を数多 く表現 しているといえる。

(1)情 報探索機能

消費財のマーケティング活動は、消費者の 日常の生活 システムの中に充足 されていないニーズ、

ウォンツの存在 を確認する事か ら始 ま り、ニーズを新 しい商品に置換 し、流通 を通 して消費者に

到達 させ、その上 で、消費者の使用上 の満足 を獲得する ことで終 る。

このため、消費者 の意識、行動及びその変化に関わる情報 から、市場 における日々の競争動向、

具体的な商品戦略遂行過程 での売上動向、 プロモー ションの浸透状況 まで、社内、社外のデー タ

ベースを動員 した多面的な情報の収集、要約が必要 となる。

一方、マーケティング活動の本質的な狙いは、差別優位性 を持つ商品の創造 と市場 に送 りだし

た商品の 「商 品力」を常 に最高の レベルで維持する努力にある とする と、情報収集の要約 は こう

した目的に沿 ってきわめて探索的 になる必要がある。

図4-1-3に 、花王MISの 概要 を示 している。情報内容は極めて幅広 く、また検 索す る側 の

あらゆる段階での加工に耐 える様 に工夫 され、 自分達の提供する商品が今 日現在、消費者 にどの

ように評価 され、 またマーケッ トにおける競争 を くぐり抜 けて どこまで浸透 しているか、一方、

設定 された目標 と乖離が生 じているのは どの部分 に問題があるのか を探索可能 にしてい る。

(2)MKプ ランニ ング と予測モデルの活 用

MKプ ラ ンナーが策定す る個々のMKプ ラ ンに共通 するMK目 標 は、1つ は商 品の生みだす

売上であ り、2つ 目は市場競争 を通 じて獲得す る占有率、3つ 目は、商品の もた らす収益である。
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そのために、自己の商品力 を最大 に発揮する効率的なMKミ ックス戦略を立案 し、関連部 門を

動員 して戦略 を遂行 し、その評価 を見 なが ら軌道修正 を行 ってい くプロセスの中で、各種 プラン

は素早 く綿密に組みたて られる必要がある。

商品が市場 を通 して消費者に浸透 してい く過程 には、着 目すべ きMK要 素が無数に存在 し 、

「未来 シナ リオ」としてのMK戦 略の立案においては、必然的に要素の組合せによ り、数種 の代

替案が同時 に生 みだ され る。従 って、最適案 の選択はシ ミュレー ション機能(図 の中ではPDSシ

ステム)を 活用 して慎重 に行われてい く。

上記のMK目 標 を達成 するための各種 プランの策定は、基本 的には商品力を事前 に測定 し、一

定 の条件下で市場 におけるその浸透力 を予測す る事が前提 となる。 このためには、客観 的な調査

を通 じて得 られるデータを もとに、数種の予測モデルを活用 し、予測値 を得 る作業が ともなわね

ばな らない。

当社の予測モデル(新 製品予測モデル)の 活用 は、 まだ実験の域 を出ていない。 しか しなが ら、

一方では
、MKモ デルの持 つ限界 を認識 する必要 もあ り、最終的な意思決定はモデルか ら得 られ

るスコア を中心 に して、 その前提 として行われ る各種の調査か ら得 られる感触 を通 して、 また担

当者の持 つ経験 的な側面 も許容 しなが ら柔軟 に行われる事が最 も現実的、実戦的であると考 え ら

れる。

図4-1-3MISの 概 要
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4-1-5花 王POSシ ス テ ム の現 状

マー ケテ ィング活動 を推進す る上で、店頭の果たす役割は増々重要 にな っている。

消費者 にとって、広告接触以上 に商品選好、選択の最 も大 きな機 会であるのはもちろん、 メー

カにとって、伝達すべ き商品情報 を具体的 に提示する機会であ り、小売店 にとって も、 その情報

提供力、演出力次第で成績が左右 され ることになる。

こうした店頭の具体的動 きを観察す る仕組み として、POS情 報 は従来の在庫監査 を主体 とした

シンジケー ト情報 を抜いて当社 において も最 も利用頻度の高い情報 となっている。

(1)花 王POSシ ステムの仕組み

当社 は1983年 に、当時の大手GMSチ ェーン、広告代理店 と共同 してPOS情 報のオ ンライ ン収

集 を開始 している。

現在 は衆知の様 に、POS導 入店が飛躍的 に増加 し、大手調査会社 をは じめ、その収集、データ

提供機能 は、大 きく拡張 され、当社 もそうした機能 を利用す る形で対応 している。

図4-1-4で 大枠を示 している。

図4-1-4POS情 報

情報収集 ⇒ 情報保管 ⇒ 情報提供

前 々 日までの情報 を検索可能

Ip・S導⇒ 1調査会社1

全 国211店

(91年12月1日 現在)
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SM51店

薬 局117店
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日本経済新聞

ニー ルセ ン
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商 品 マ ス ター
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く 菖
プ リ ン ター

店 ・地 区 ・チ ャ ネ ル

メ ー カ ー ・ブ ラ ン ド・サ イ ズ

月 ・週 ・日

システム運営上の問題点の一 つは、他 のシンジケー トデータと同様 に、限 られたPOS導 入店 の

組合せの中でマー ケッ トの 「代表性」 をいかに実現するか にある。

そのため、 データの トレン ドにこだ わ らず営業部門のエ リア別の市場観察力 を参考 にしなが ら、

常時、収集店の組 みか えを行 って、社 内的、社外的な納得性の向上 につ とめている。

次 に情報提供 をスムーズに行 うために、常 に商品マスターのメンテナンスを当社の商品 コー ド
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体系に従 って実施 せざるを得ない点が あげ られる。

外部 データベース と自社のデータベースを連結す る際 に、特 に商品のカテゴ リー分類は各社に

よってバ ラバ ラな状態 にあ り、自社 の問題意識 に沿 って再分類す る必要が生 じる。一方、検索画

面 に表示す る競合 メーカーの選別、表示順序等 も、商 品マスターのメ ンテナ ンス を通 して調整 し

ていかね ばな らない。

また、次々 と市場に導入 される新製品 を遅滞 な く商品マスターに登録 してい く事 も大変な作業

であるが、POSデ ータを扱 う上で最 も基本的で重要な事である。

(2)POSデ ー タの活用

店頭観察の手段 として、従来の在庫監査法 に代 わって、 スキャン トラ ック手法 は速報性 を飛躍

的に高 めてい る。

特に、低成長、成熟型市場 を活性化 する目的で競 って導入 される新製品 は、導入後約3ケ 月で

獲得する市場 での地位 がその商品の命運 をきめて しまう事 を我々 も強 く認識 している。

ここでPOSデ ータ活用のポイン トを列記 してみ ると、

①新製品の トラ ッキング、及び市場 にお ける商 品のポジシ ョニング分析

速報性 をベース にしたPOSデ ータ活用 として最 も重要な部分である。

② マーケティング施策 の効果測定

特 に広告投入量、店頭SP及 び価格 との関係 でPOSデ ータを解析 することは、施策の立案

において極 めて有効 である。

③店頭活性化へ の支援情報

小売業で主 に行われ る売れ筋分析 の手法 は、 メーカの営業情報 として も小売側 と共同 して

店頭活性化 を行 う上 での支援情報 として欠かす ことはで きない。いずれ にして も、メーカー

間、小売業 間での厳 しい競争環境の中でPOSデ ータの もた らす情報 は、戦略 の行方を左右す

ることは明 らかで あ り、 その活用の巧拙は競争 の成果 に大 きく影響 して くる といえる。

4-1-6お わ りに

企業内情報 システムは、企業 をとりま く環境の変化、及 び企業活動の絶 え間ない刷新の中で、

常に現状 か らの革新 を志向する必要があ る。

当社 において も、統合か ら分化へ とシステム構築の流れがすでに変 ろうとしてお り、 こうした

概要説明 も、数年後 には全 く新 しいコンセプ トに もとつ く説明 に変 っているであ ろうことを付記

してお きたい。
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4--2㈱ 伊勢丹の情報戦略システム

4-2-1㈱ 伊 勢 丹 の概 要

伊 勢丹 は明治19年 神田の旅籠町で伊勢屋呉服店 としてスター トして以来、昭和8年 新宿進出 を

経 て創業100年 を超 える百貨店 であ り、1991年3月 期 の状況 は下記の通 りである。

資本金

売上高

経常利益

従業員数

総売場面積

店舗

提携店

海外店舗

国内関連会社

346億 円

4,307億 円

154億 円

6,085人

174千 ㎡

新 宿 、立 川 、 吉祥 寺 、松 戸 、 浦和 、相模 原

静 岡伊 勢 丹 、 新潟 伊 勢丹

香港 、 シ ンガ ポー ル、 タイ、 ロ ン ドン等8ケ 国15店 舗

マ ミー ナ、 プ チモ ン ド、 バ ーニ ー ズ等25社

特 に近年 は単 なる百貨店 としてではな く 「百貨店 で培 った あらゆる分野の経験 を生か し、顧客

の暮 らしにかかわる様々な事業 を多角的に展開する トータルで有機的 な企業 グループ」として"総

合生活産業"を 目指す とい う理念 の もとに各種事業 を展開 している。

4-2-2伊 勢丹 における戦略情報 システム化への取組み

約10年 後 に21世 紀 とい う新 しい世紀 を迎 える1988年 当時、伊勢丹 では2年 前 に創業100周 年 を迎

え、次 の100年 を考 えた時、本 当に今の百貨店事業中心で次の時代 を乗 りきれ るのか真剣 な議論が

トップを中心 にかわ された。百貨店 は従来、 もの を売 る ことを中心 に営業 して きたが、単 に もの

を売 るだけではな く、 もの プラスサー ビス、言 い換 えれ ば人 間が生活 してい く上 で必要な もの全

てをお客様 に提供 して、 トータルでお客様 にご満足 していただ く事が ます ます重要 になってきて

お り、 それが実現できなければ伊勢丹 も小売業 として生残 っていけない時代である、 と考 えた。

特 に今後の流通業 を考 えた場合、消費者ニーズの多様化、個性化、外資あ るいは異業種か らの小

売 り参入、大規模小売店舗法の規制緩和 といった環境の変化に対応 し、小売 り・サー ビス業 の分

野で100年 を超 える歴史によ りかか り、従来通 りの事業の取組み方では伊勢丹の 目指す"総 合生活

産業"の 実現は覚束ない。今後の厳 しい競争 に打勝 ち、若々 しい近代企業 として来た るべ き21世

紀への飛躍 を果 たすため、中期経営計画 を策定 し、具体的なアクシ ョンプログラムの もと、各種

施策 に取組むべ きとの方針が打出された。上記の ような動 きのなかで、 中期経営計画 を支 えるた

めにはシステムの基盤整備が必要不可欠であ り、会社 の方針に沿った形 で戦略的にシステムを企
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画、構築するため、新た に中期経営計画を推進 コン トロールする経営企画部のなか にシステム企

画担当を組織上新設 し、戦 略的情報 システムの構築 に とりかかった。

具体的なシステム化の取組 み分野については顧客、商品、利益、人事 の4分 野 にわた りイ ンハ

ウス ・データベースに基づ く経営管理、戦略計画系のシステム中期経営計画(5ケ 年計画)の な

かで構築する もの とし、顧客の求めるニーズに適確 に対応す る攻 めのシステム(顧 客、商品)と

種々の計数及 び経費 を効率的に管理分析 する守 りの システム(利 益、人事)が 相互 に効果的に作

用す るようシステムの構築 に取組 んでいる。

4-2-3伊 勢丹 におけるシステムの概要

伊勢丹 におけるシステムのハー ド構成 は図4-2-1の 通 りである。基幹 データベースはほ と

ん ど ホ ス ト系 で 一 元 的 に管 理 され て お り、使 用 して い るDBMSは 富 士 通 系 がAIMと

ADABAS、IBM系 がDBIIあ る。

各店舗側の情報装備 としてはNEC、NCRのPOSが 合計約1,100台 、情報系端末 としては富士

通のFMR系 を中心 に富士通パ ソコンを約600台 使用 している。

各店舗、事業所 とコンピュータ・セ ンターの間は情報系 と音声系をSD回 線でたばねて結 ばれて

お り、特 にダウ ンの許 されないPOS系 についてはINS64を バ ックア ップ回線 として利用 してい

る。

4-2--1シ ステム構成図
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4-2-4伊 勢丹 に お け るデ ー タベ ー ス の位置 付 け

(1)伊 勢丹におけるデータベ ース利 用の考 え方

伊 勢丹の コンピュータによる情報 システムはホス トマ シン中心 に組立て られて きた。従 って、

ほ とん どのイ ンハ ウス・データベースは ホス ト・コンピュータの配下 にあ り、ホス トのDBMSで

管理 されている。

クレジッ ト、 ギフ ト、カタログ等オ ンライ ンによる トランザ クション更新が多 く、ハ イレスポ

ンスが要求 される業務 にはネ ッ トワー ク型 データベース、顧客情 報分析、利益管理、人事等の情

報分析系 には リレーショナル型のデータベース を利用 してい る。

ホス トマシン と各利用部門 とはオンライ ンで結ばれてお り、個人、所属、役職等 のレベル に応

じて各 アプ リケー ション毎 にアクセス権が管理 されてい る。特 に百貨店の場合、職場 に取引先派

遣手伝員やアルバイ ト等外部の人間 も多 く、顧客のプライバ シーや競合関係にある取引先関連情

報等データのセキュリティには気 を配 っている。

(2)伊 勢丹 におけるインハウス ・デー タベースの活用

伊勢丹におけるコンピュータの利用 は昭和43年 よ りスター トしてお り、業務系のシステム化 は

ほぼ全分野にわた り手が けられて きた。特 に近年、 システム化 の目的は事務の省力化、合理化 と

い う面 よりも、 システムを利用 した顧客サー ビスの向上、 マーケティングカの向上、マネジメン

トカ の向上 といった点に開発 の 目的が変 わって きてい る。 また業務系の システムにつ いて も、

PLAN、DO、SEEに 基づ く仕事の仕方、させ方の見直 し、オ ンライ ンによる現場分散入力 を前提

とした職務、権限の見直 し等 を併せて行 う業務改革運動 とセ ッ トで システム化 を進めてきている。

特 に顧客、商品、利益、人事の基幹 システムについては主要情報 をデータベース化 し、社員の

意識改革運動 とリンクして、 マーケティング面マネジメ ン ト面 で仕事 の改革 に取組 むよう推進 を

図 っている。

4-2-5伊 勢 丹 にお け るデ ー タベ ー ス の利 用分 野

(1)POSに よる情報 の収集

流通業のシステムを論 じる場合、POSシ ステムの存在 を抜 きにはできないが、伊勢丹 にお ける

POSシ ステムの位置づ けは以下 のように考 えている。

POSはPOINTOFSALESの 略の通 り、販売時点で各種1青報 を収集す るツール という側面 と、

従来か らの金銭登録機(レ ジスター)と いう両面の機能 を持 っている。百貨店の場合、情報収集

とい う面では顧客情報 と商 品情報 を どう収集 し、 どう活用す るシステムを持つかによって、POS

とい うツールが有効か どうかが決 まる と考 えている。

伊勢丹の場合、顧客情報の収集 については自社 のハ ウスカー ドである 「1カ ー ド」顧客 を対象

に行 っている。継続的かつ確実に顧客 の購買記録 を収集、活用 し、顧客 の固定化 を推進す るには、

自社ハ ウスカー ドによる顧客囲い込み戦略が最 も効果的である とい う判 断の もと、1989年 よ り全
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社 をあげて店頭 を中心 に1カ ー ドの獲得 を行 ってい る。 自社ハウスカー ドを運営 してい くうえで、

POSに よるリアルタイムのネガ ・ポジチ ェックが貸倒れ リス ク回避の うえで は大 きな役割 りを果

た してお り、 また顧客購買記録 が 自動的にホス トの顧客デー タベースへ収集 されることによ り、

戦略 的な活用が可能 とな ってい る。

一方
、商品情報 について もPOSの 利用によ り、単品レベルの売上 が把握で きるような仕組 み と

な っている。値札 については、原則 として全てバーコー ド値札 を採用 してお り、POSの スキ ャナ

ー よ り自動読取 りを行 っている
。

但 し百貨店 の場合、 その取扱い商品数 は絶対単品数で百万点 を上廻 る といわれてお り、量販店

の様 に単品マスターを持 つPLU(プ ライスル ックアップ)方 式 は食 品の一部 を除いて採っていな

い。 また、全 ての商品 を絶対単品で管理 しようとしてもその運用負荷 は大変重 く、特 に動 きの激

しいフ ァッシ ョン商品が多いなかで売上だ けではな く、在庫 を含 め単品管理 を行な うのは大変難

しい。

伊勢丹 で も商 品情報 の活用には長 い歴史があ り、過去単品で売上、在庫 を把握 した時代 もあっ

たが現状 では一部の商品の売上のみ単品で把握 している。今後 は全 ての商品 は無理 にして も、発

注～納 品～販売～処分(返 品、値下 げ)と いうマーチ ャンダイズ ・サイクル に合 わせて、絶対単

品の管理が可能 なシステム化の取組みが必要 と考 えている。

金銭登録機 という面か らPOSを とらえた場合、 いかに早 く正確 かつ簡単 に売上入金登録がで

きるかが ポイ ン トであ り、量販店 のレジがパー トタイマー中心 に運 営 されているの に対 し、百貨

店 のPOSが 相変 らず社員 を中心に運営 されている現状 を考 えると、バ ーコー ド値札の採用、取引

種別 の簡素化、チ ェックアウ トレジ方式 の採用、 自動釣銭機 の導入 等 さまざまな工夫が必要であ

り、顧客サー ビス面か らも更 に研究 を進 める必要がある。

(2)伊 勢丹における主要システム とデータベース

伊勢丹 における主要なシステムの概要 とデー タベースは以下の通 りであ る。

①顧客情報分析 システム

自社発行 のハ ウスカー ドである 「1カ ー ド」で収集 された顧客情報の分析 システムであ り、 そ

の活用 目的は以下 の3点 で ある。

1)顧 客づ くり

各店の催事場 で行われる各種セール、イベ ン トを中心 としたDM(ダ イレク トメール)、 各売場

で企画発行 され るミニDM、Telコ ール、アフター フォロー等の リス ト作成、ハ イタ ッチで顧客一

人一人 の特性 を把握 した接客時の情報提供、顧 客固定化 を促進 するための誕生 カー ド、季節 の挨

拶、最新 ファッション動向の紹介等 に顧客属性、購買履歴、催事許求来店履歴情報 を利用 し、固

定客づ くりを行 う

2)売 場づ くり

売場別、商品別 にお買上げいただいた商品情報 と実際に購入 された顧客属性の各種 クロス分析

を行い、品揃 えの見直 しを行 なう
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3)店 づ くり

店別 にお買上 げいただいた商 品情報 と、実際 に購入 された顧客属性の各種 クロス分析、及 び各

売場間の買廻 り分析 を行ない商圏の見直 し、重点顧客 ターゲ ッ トの設定、売場の リロケーシ ョン、

リモデル等を行 なう。

顧客情報分析 システムのデータベース はIBMのDBIIで 構 築 されてお り主要データベー スは

以下 のファイルで構成 されている

1)顧 客属性データベース

1カ ー ドの入会 申込書か ら得 られる顧客 の基本属性(氏 名、住所、生年月 日、職業、勤務先、etc)

と各売場個有に必要 とす る属性情報(担 当者、サイズ、 テイス ト、etc)と に よって構成 されてい

る

2)購 買履歴データベ ース

いつ、どこの店の どこの売場で、何 を、い くらお買上 げいただいたか、POSか ら収集 される購

買情報 でお買上 げ明細 フ ァイル と店別売場別のRFMポ イン トを含む実績 集計 フ ァイル によって

構成 されている。

3)催 事許求来店履歴 データベース

過去 どの様 な催事 に許求 し、 レスポ ンスがあったか、 なか ったか をヒス トリカルに記録 してあ

るファイル

4)催 事台帳

催事毎に訴求 した顧客抽 出条件、実際に来店 した顧客の レスポンス率、売上合計、 シャワー効

果(催 事許求で来店 され、催事場以外の売場 でお買上 げいただいた売上)、 等 を記録 した催事 の台

帳 フ ァイル

②利益創造システム

伊勢丹では中期経営計画 をスター トするにあた り、事業部制 を導入 した。各事業部が売上、営

業利益達成責任 を果 たす うえで、経費 について も従来の各管理部門による経費統括制度 か ら各事

業部が 自分達 の権 限で使用可能な管理経費 と予算、すなわち、実績 で配賦 され る一般経費 とに分

け、売上第一主義か ら利益第一主義への意識変革及び各営業部門の活性化 を目指 している。

この制度変更 に対応 し、各事業部別掲当別 に各責任者が半期毎の売上、利益計画 を立案 し全社

レベルで調整承認 された後、月々の実行 フェーズの過程で売上、売上総利益、経費、営業利益 を

把握 し、予実管理 を行な う仕組 みを伊勢丹では利益創造 システム と呼んでいる。管理経費 にっい

ては各使用部門で、一般経費は各管理部門のオンライン端末機か ら現場入力 され、他 システムか

ら入力 され るデータ と合 せて、各担 当別 の利益管理表が出力 され る。 また各種切 口か らオ ンライ

ン端末機によ り、管理会計 に必要な情報 が検索可能 となっている。

利益創造 システムのデー タベ ースはADABASで 構築 されてお り、主要 データベースは以下の

フ ァイルで構成 されている
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1)財 管明細 ファイル

現場端末機及び他 システムか ら入力 された取引の明細 フ ァイルで、入力時に各種 マスターか ら

属性添付 された取引の内容 の詳細が記録 されている。 この明細 ファイルか らバ ッチで財務会計用

及び管理会計用の各種 フ ァイルが各種 キーにより抽 出され作成 される。

2)財 務残高 フ ァイル

財務会計用 の科 目別 の残高 ファイルで、 このフ ァイルより仕訳 日記帳、補助簿、現金出納簿等

の財務諸表、経営分析表等が出力 され る。

3)管 理残高 フ ァイル

管理会計用 の部門別科 日別の残高フ ァイルで、 この ファイル より各担 当別 の売上、売上総利益、

管理経費、一般経費、営業利益が表示 された利益管理表が出力 され る。

③人材創造 システム

百貨店 は労働集約産業 として、人材の育成確保が経営の最重要課題の一つである。伊勢丹 では

中期経営計 画のなかで社会環境の変化、新規事業への積極的取組 み、社員の中高齢化、高級化対

応 といった背景 を踏 まえ、総合生活産業実現のための人材を確保育成 し、若々しい企業へ と脱皮

を図 るためには、人事制度 の改革が必要であるという認識にたち、各種人事制度の改革 に取組 ん

できた。一方、 システム面で も出退勤休 日管理、給与計算等の業務系は昔か らシステム化 されて

いたが、バ ッチ主体 の システムで あ り、毎年の労働協約の改訂 を受 け、つ ぎはぎで保守作業に大

変工数のかか る状況であ った。事業部制への移行 に伴 ない、 よ り能力主義、実績 主義 を基本 とし

た評価制度 への移行等新 しい人事制度改革 に沿 った、データベースを基幹 とした新 しいシステム

の構築 を行 っている。

人事 システムの主要 データベー スはADABASで 構築 されているが、主なデータ項 目は以下 の

通 りである。

1)基 本情報

社員個人個人の基本属性 情報で、氏名、生年 月日、住所、緊急連絡先、出身地 、学歴、出身学

校、家族情報等が記録 されている。

2)経 歴情報

入社以来 の社内履歴 に関する情報で、異動履歴、蹴 能資格、職群、専門領域履歴等が記録 され

ている。

3)特 性情報

個人の能力特性、意思 に関する情報で、各種資格、免許、語学 とその レベル、趣味、海外生活、

社外団体等 の履歴 、及 び自己申告で希望する職場等の情報が記録 されてい る。

上記データベースには社員以外のサムタイマー、 アルバイ ト、取引先派遣手伝員 の情報 も基本

情報 を中心 に取込 まれ ている。これ らのデータベースを もとに異動対象者の検索、CDP等 のため

の調査分析情報の提供か ら、各店各売場毎の出勤状況、月間 ワークスケジュールの作成等業務 系
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まで トー タル に人 事 業務 をサ ポー トして い る。

④ ギフ ト物流シス テム

百貨店 における物流の課題 を考 えた場合、特 に中元歳暮のギフ ト期 を中心に物流施設面での対

応 を考慮 しな くてはな らない。物流施設面での対応 は、多額 の投資が必要であ り、長期的視点か

らの対応 を図 る必要がある。 また、ギフ ト時の配送件数 は平 月の10倍 近 くの量 にのぼ り、繁閑の

差が激 しく、 ピーク時には学生アルバ イ ト、パー トタイマー等の臨時の労働力で対応 してきたが、

人手不足が常態化 して来た時代 に、安定 した労働力 を確保す るの も年々難 か しくなって来てお り、

この面で も長期的な対応 を図る必要がでて きている。

伊勢丹では中期経営計画のなかで、売上 の拡大 に対応 し物流量の予測 を行 った結果、 このまま

では物流施設面での不足が深刻 な問題 とな るとい う認識の もと、1991年 新たに、新物流セ ンター

を建設 し、既存物流施設 の用途 の見直 しを図る とともに、新セ ンターで は自動包装機、音声仕訳

けライ ン等のメカ トロ機器の導入、中元歳暮 のギフ ト・トータル ・システム を構築 し、徹底 した

省人化 を行な う事 を決定 した。新ギ フ ト・システムはギフ ト実績顧客 にシーズ ン前 に事前 に前回

の届先顧客の住所氏名 を打 出した購入 申込書の訴求サー ビスから、店頭 にお けるハ ン ドヘル ド・

ター ミナル を利用 しての迅速 な受注、物流 センターへの配送伝票の伝送 出力、セ ンター積込み商

品の発注在庫管理、配送品が顧客へ届 くまでの荷物追跡管理 まで全分野をカバーす る トータル ・

システムである。

ギ フ ト・システムのデータベースは富士通 のAIMで 構築 されてお り主要データベースは以下

のファイルで構成 されている。

1)顧 客 データベー ス

依頼 主単位 に届先顧客の住所、氏名、受注実績が記録 されてお り、過去4シ ーズン毎 の実績累

計 も保存 されている。 この ファイル を利用 して依頼 主に対す る事前訴求 か ら受注時の配伝作成が

行われている。

2)商 品データベース

シ ョッピングカー ド、 ギフ トカタログ、商品台帳 の もととなるフ ァイルで各種商品属性(品 名、

価格、サイズ、重 さ、送料 区分、積込 み場所、etc)を 持つ と同時に単品別の売上、在庫、品切れ

等が管理 されてお り、バイヤーがオ ンライン端末機 で売上、在庫 を見なが ら発注指示が可能 とな

っている。

3)配 送 データベース

配送伝票ナ ンバー単位 に受注時点か ら顧客届 け完了 まで、最大6時 点の状況が記録 されている

データベー スで、顧客か らの配送着否 の問合せ対応 に利用 されている。 また、同時 にデポ別或い

は配送業者別の実績件数 も管理 してお り、配送業者への支払管理に も利用 されている。
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4-2-6今 後 の 課題

以上、伊勢丹 のシステム化の レベルは顧客、商品、利益、人事、物流の各分野にわた って一部

進行 中、未完成 の部分はあるがほぼ完成時期にきている。企業活動のインフラ となる業務、経営

管理面に必要な情報 はホス トを中心 としたインハ ウス ・データベース上で一元管理 されている。

今後は、 これ らの情報 を如何 にマネ ジメン トのなかで より有効 に活用す るかが最 も重要な課題

である と考 えている。特 に、伊勢丹の ように歴史が長い百貨店 においては、マネジメン トの面で

も感性 に頼 る部分が多 く、KKD(経 験、勘、度胸)で 行 って きたマネ ジメ ン トか ら、PLAN、

DO、SEEに 沿 って計数 をベース とした科学的マネジメ ント体質の強化が重要 と考 えている。そう

いった意味で、各 システムにつき トップか ら第一線 のマネージャまで システムに対 する正 しい認

識 と理解、及 び具体的な 日々の業務への活用が重要であ り、 その為の各種教育 は もちろん、業務

運営 その ものの改革、或いは情報を専門的に分析 し、成功事例 を中心に情報活用 を啓蒙す る専門

組織 を一部組織化 し、定着化への促進 を行 っている。

一方
、 システム面で はホス トで集中管理 されているデータベースをより個 々の利用者のニーズ

に対応 し、データを加工 して利用が可能な体制 を整備す る必要がある。近年のダウンサイ ジング

技術 の進展 によ り分散化が より容易 に可能 にな りつつある こと、 そして何 よ りも魅力 なのはホス

ト・コンピュータのシ ミュレーター配下の端末ではなかなか実現 できないGUIの 進展 による操作

性のよさ、伊勢丹で も一一部MMLを 導入 し、個々の利用者のニーズ対応 を行 っているが、 これ ら

の技術 をより効果的 に導入 し、 キーボー ド・アレルギー患者の多い ミドル ・マネ ジメン トより上

の層に対 し、如何 にシステムを利用 し易い環境 を作 るかが、 システム定着化 を進める うえで重要

な課題である と考 えてい る。
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4-3日 本 経 済 新 聞 社 のPOS情 報 シ ス テ ム(NEEDS・SCAN)

4-3-1は じめ に

私 はPOS(販 売時点商 品)情 報に関係 して10年 になる。POS情 報 に対す る期待の大 きさとデー

タベ ース構築の難 しさを感 じた10年 間で もあ った。 そしてPOS情 報 が じんわ りと確 実にメー カ

のマーケティングに定着 してい く10年 間で もあった。その間に苦 しんだ問題 について も、 この資

料で触れたい。

4-3-2POS情 報 の必 要性

日本経済新聞社がPOS情 報 を提供 し始 めたのは1985年10月 だった。 その数年前か ら小売業 で

のPOSシ ステム導入が増加 し、POS情 報への期待が高 まりつつあった。通商産業省 と外部団体の

流通 システム開発 センターの積極的なキ ャンペ ーン もあ り、POSシ ステムは小売業の情報化 の

"魔 法の杖"的 な盛 り上が りをみせていた
。経済 のマ クロ情報の収集が一段落の状況にあった日

本経済新聞社 も、 ミクロ情報の一つ としてPOS情 報 に注目 していた。

4-3-3POS情 報 の特 徴

当時、日本経済新聞社 は、すでに我が国最大のデー タベースを構築 しサー ビス していたが、POS

情報 に取 り組 むには大 きな不安があった。 データの量が膨大であること、ユーザの要求す る情報

は何かな どで、POS情 報の最大手であるイ ンフォメー ション ・リソーシス ・イ ンク(本 社米国 シ

カゴ市)と 技術提携す ることになった。

ここ10年 間、流通 システム開発セ ンター を情報源 とす る企業な ど常 に10社 以上 の企業 がPOS

情報サー ビスを続 けてきた。POS情 報の市場の成長性を裏付 ける競争の激 しさは日本独特の もの

だろ う。調査大国の米国でさえ数社 に限定 されていた状況 を考 えると、 日本の官民入 り乱れての

競争 は異常 といえよう。

しかし、POS情 報 に参入 した各社 とも悩みは共通 だった。データ量が膨大である こと。スーパ

ーマーケッ ト、 コンビニエ ンスス トアの店頭 で発生 するデータ量が膨大で、その処理 に超大型 コ

ンピュー タを必要 とする。つ まりコンピュータ関連 の経費 が大 きい。 これ は予想 された ことだっ

た。最大の悩 みは、膨大 な新製品の出現だ ったのではないか。

NEEDS-SCAN(日 本経済新聞社 のPOS情 報)に 出現す る新製品 は毎 日200～300。 毎 日、情報

を収集する店舗数が60店 舗で、 これだけの新製 品が毎 日、出現す る。年末には毎 日500以 上出る。

年商40億 円 といった超大型店舗 や全国チ ェーンを網羅 してい るために新製品が多い という理由 も

あるが、 この膨大な新製品を どう処理す るかに苦 しんだ。
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(1)デ ー タベ ース に は膨 大 な人手 が必 要

図4-3-1はPOSの 原 デ ー タか らマ ー ケテ ィ ングの情 報 に加 工 され る まで の 流 れ を図 に し

た もので あ る。

図4-3-1POSデ ー タの 流 れ
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NEEDS-SCANで は、全国の大手スーパーの店舗(平 成4年1月 現在、日次収集60店 舗、月次

を含 め ると150店 舗)のPOSシ ステム と日本経済新聞社の大型 コンピュー タをオ ンライ ンで結

び、食品 ・家庭用品600,000ア イテムに及 ぶ大規模なPOSデ ータを収集、加工 しデータベースへ

蓄積 して様々 な情報サー ビスを行 ってい る。

また、メンテナ ンスは 日経 リサーチが担当し、オ ンライ ンでのデータ修正 を随時行 ってい る。

さ らに、POSデ ータが発生する店頭 には、店頭調査員 を配備 し、新製品の名称 ・容量 ・分類等

の最新情報 を確認 している。

【注】SCAN米 国 では衣料晶系 ではPOS、 スーパー系で はSCANDATAと 使 い分 けて い

る。店頭の機i器をSCANNERと いう。

図 に店頭調査員が登場す る。主婦のパ ー トタイマーである。仕事 は多様で、最大の仕事は店頭

で新製品 を調べることだ。NEEDS-SCANは 、徹底 した現場主義、つ まり店頭 を基準 に してい

る。 まず、毎 日、前 日の販 売情報がオ ンラインで 日経のホス トコンピュータに入力 される。そ こ

で、 日経の商 品マスター(商 品名 は日経商品デ ィクショナ リー)に 登録 されていない商品は新製

品 として出力 され る。要調査の新製品 として ファックスで、その商 品が 出現 した店舗 に送 信する。

店頭調査員がその ファックス調査票 を手 に店頭で問題の商品 を探 し出 し、正確 な商品名、容量や

容器 を書 き込 み、 ファックスで 日経 リサーチに送 り返す。

特 に重要なのは、 その新製品が どこに陳列 してあったか、 どんな用途かな どで ある。 カテゴラ

イジング(分 類)に 欠かせないか らである。
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【注 】 日経 リサ ーチ は、 デー タ ・メ ンテ ナ ンス を担 当 し、 店 頭調 査 員 の管 理 も して い る。

各店舗 に毎 日、店頭調査員 を派遣する経費 は相 当な負担である。しか し、この部分 はPOS情 報

の品質に直接響 く。 とい うの も日経商品 ディクシ ョナ リーを毎 日、更新 してい くには絶対、必要

である。具体的に説明 した方が理解 しやすい。例 えば、1980年 代 に出現 し巨大商品 になったウー

ロン茶。当初 は葉で登場 した。次 にテ ィーバ ッグ型で登場 した。 しか し、本命 はRTD(レ ディー

ツー ドリンク)。 しか も、缶 あ りPETボ トルあ り、紙パ ックあ り、それぞれ陳列場所 が異 なる。

販売 シェア も紙パ ック容器で何%か を気 にする。

バー コー ドで簡単に分 るので はないか。 そう信 じている人 は多い。 しか し、 それが簡単 には判
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明 しない。バー コー ドで判明するのはメーカ名だ け。データを店舗 か ら収集 する時に附属情報、

参考情報 として分類 をチ ェーンか ら教 えて もらうことになってい るが、 これ も十分ではない。忙

しい店舗 にそれ を要求する方が無理なのである。「ウーロン茶」とあればレシー ト印字の情報 とし

ては十分で もある。

一方、ユーザ は情報の精度 に厳 しい。分類は大 中小の分類 で、商品名 は漢字 を使 っていれ ば的

確 に漢字で表記す ることを要求する。容器 はもちろん、容量での シェア分析 もするので容量 も必

須情報 となる。 そして、店頭 は生 き物の ように変化する。 その好例が電子 レンジ商品だろう。少

ないアイテム数の時は焼 きそばもケー キも一つの陳列棚に置いた。 アイテム数の増加 とともに焼

きそばは即席焼 きそば と同 じ陳列棚 にま とめた。店頭 の陳列 を基本 に分類す るために、調査員の

報告 は欠かせ ない。 これ を確実 に素早 く知 るために、毎 日各店舗への調査員の派遣 は必要だ し、

そのフ ァックスや電話料金 もすべて日経 が負担 している。

POS商 品調査票 を受け取 る日経 リサーチでは調査票 をもとに、経験豊富 な担当者が 日経商品 デ

ィクシ ョナ リーに入力 し、同時 にカテゴライズ(分 類)も 完了する。毎 日、商品調査票が送信 さ

れてお り、 日経商品デ ィクショナ リー は毎 日、更新 している。前 日、正確 には前々 日の販売動向

がわか るスピー ドを売 り物 に している以上、毎 日の作業は欠かせ ないのだ。

よ く、製造元、発売元 に問い合 わせれば簡単 に判明するのではないか と質問 を受 ける。それが

可能 な ら膨大 な人手は不要 とな り、情報 も安 く提供で きる。 しか し、現実 は違 う。 まず、企業機

密 として回答 を拒否する企業が多い。特 に新製 品を大量に出す有力 メーカの一部では質問に回答

す る人手がないな どの理由で拒否する。 もっ と困るのは発売元 が商品 を知 らないケースがある こ

とである。完全 な事業部制で コー ドも一定の幅で事業部に任せている と、本社では事業部か ら報

告がない とわか らない。 また、 自社生産でな く、他社からの仕入れ商品の場合 もよく似 たことが

起 こ りやすい。

コンピュー タさえあればデータベースがつ くれ る。それはある部分、正 しいが、誤解 され るこ

とが多い。そこで調査員 の作業 を中心 にいかにPOS情 報の構築、運用 に ドロ くさい人間系の作業

が必要かを説明 して きた。原データの収集 について も同じことがいえる。毎 日、各店舗 か ら情報

を集 めると表現は簡単で も省力化の進 むスーパー店舗の作業 に送信 を どう自動化 してい くか。 こ

れ も試行 を繰 り返 しでた どりつ く作業 である。送信忘れ、同 じデータを2度 送 る倍付 など、店舗

側の忙 しさか ら起 こる トラブルを乗 り越 えなけれ ばな らなかった。

NEEDS-SCANが350社 以上 のユーザを獲得 できたのは店舗 か らホス トコン ピュータまで一貫

した作業 を続 け、調査員が象徴 する品質維持 を怠 らなかったためではないか。

4-3-4POS情 報サ ー ビス の状 況

主 なサ ー ビス は4つ あ る。

1.日 経TELECOM・POS情 報

ユ ーザ のパ ソ コ ンと 「NEEDS・SCANデ ー タベ ー ス」 を公 衆 回線 に よ り接 続 した オ ンライ ン ・
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サ ー ビス。

2.NEEDS・SCAN/MT

大 手量販 店 よ り収 集 され たPOSデ ー タ を加 工 し、ユー ザ にMTで 提 供 す るサ ー ビスで あ る。代

表 的 な もの として 日経 商 品 マ ス ター が あ る。

3.NEEDS・SCAN/HC

「NEEDS-SCANデ ー タベ ー ス」 を分析 目的別 に帳票 化 したハ ー ドコ ピー ・サ ー ビスで あ る。

4.NEEDS・SCAN/PANEL

ス ーパ ー店 頭 で のPOSシ ス テム を使 って消費 者 一 人 一 人 の 購 入実 績 を毎 日記 録 、商 品 ご とに

消費 者 像 の違 い を分 析 で き るよ うに した サー ビス。POSデ ー タに よる世帯 別 購 買調 査 で あ る。

(1)日 経テ レコン ・POS情 報

この情報の基本 は週次更新 である。ユーザ は木曜 日に前週末 までの販売動向をみるためにアク

セスす る。一部情報は毎 日更新 してお り、従来の市場調査が月次更新で、1カ 月2カ 月遅れで し

か市場動向をみ ることが できなか っただ けにPOS情 報のス ピー ドに高い評価 を与 えている。

もう一つのPOS情 報の特長は、店頭 を全部のぞ くことがで きることである。これ までの市場調

査 はカテゴリー単位だ った。調査の価格が高 いこともあ り、 ラーメ ンを例 にとる とユーザは即席

めんだ け、或 いは袋入 り即席めんだけを購入 していた。ところが、日経 テレコンPOS情 報 はラー

メンも生めん、即席 めん、冷凍 めん と陳列棚 のい くつか を比較分析 で きる。 とい うの も消費者 は

陳列棚 ごとでな く店内全体 か ら商品 を選ぶので、 よ り実態 に近 い分析が可能 となる。

では代表的な画面 を紹介 しよう。

図4-一一3--3日 経 テ レコンPOS情 報画面
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② 指定商品分類(メ ーカ)名 。

③ 指定 した地域。

④ 指定期間。

⑤ メーカ単位の集計値。1順位 はTOTALの 金額 シェアによる。

91年10月 の……

雪印乳業が、三大都市 圏の一般 アイスク リーム市場で獲得 した金額ベースの シェアは29.3%

を占めた。店頭で販売 された同社の一般アイスク リームは、37種 類 あった。

同社製 品は、首都圏対 象店舗 の10月 の月間来店客千人 につ き3,307円 販売 された ことになる。

同社製 品の実売価格 を容量 に関係な く加重平均する と、1個35σ.4円 となる。

⑥TOTALの 集計値 は、指定期間全体の加重平均値。(こ の場合は、91年8～10月)

但 し、 アイテム数 は、指定期間内に登場 した総数。

図4-3-一 一4商 品分類別 ・メーカ別 ランキング
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232330
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33073689

350.225.

11.16.

3253

13412755

285.193.

10,710.

3038

12131822

314.229.

演 算

どんな調査で も同 じ傾 向を持 つが、ユーザ ごとにみるとア クセスするメニ ュー は固定化 してい

る。日経 テ レコンPOS情 報で最 もアクセスが多いのは、SAL売 れ筋商品速報である。カテゴリー

内のアイテム別 ランキ ング情報 は常 にアクセスされている。焼 き菓子 な どカテゴ リー内のアイテ

ム数が500を 超 えるものがあるが、日本企業 に最大関心事 である販売 シェアを素早 く表示す るので

常にア クセス を集める。

メーカ別 にみて も、見方 によってはメー カの考え方が数字 に出 る。平均価格 によって特売依存

型 か どうか、 さらに総合 メーカを志向 しているのか専門メーカを志 向 しているのか戦略が浮 かん
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で くる。カテゴリー別だ けでな く、店頭 全体で考えるPOS情 報 ならではの使い方だ ろう。スーパ

ーで販売 する商 品の ウェー トが大 きい消費財 メーカにっいて財務 デー タ も使 って分析 す るな ど

POS情 報の多用性 は これか らの開拓分野 だろう。

POS情 報 は小売店 にとって新 しい世界 を提供 した。部門で しか把握 できなか った販売動向が個

別商 品、アイテム ごとに判明するようになった。それだ けに小売業はPOS情 報 に大 きな期待 を寄

せた。POSシ ステムの導入 は店舗 への投資だけでな く、本社の ホス ト機 な どの増強 も伴い、先行

投資が大 きい とい うカネの面 もあるが、競合するライバル店 と情報で差 をつ けたい とい う戦略 も

無視で きない。

だが、小売業 でのPOS情 報 の活用 は一部の企業を除 き、意外 と進 んでいない。理由はデータベ

ース構築の難 しさに一因が ある。情報サー ビスの専門企業がPOS情 報の構築 と運用で苦 しんだ

ように小売業 も同 じような悩 みが付 きまとった。仕入れ部 門が新製 品の投入 を決 める。だが、 そ

の後、 データのメンテナンスを どの部門が行 うのか。陳列棚 に並 んだ後のチ ェックはどうす るか。

スローアイテム(売 れ行 き不振商品)を どの部門が取 り出 し陳列棚 か ら外すか。 スローアイ テム

の基準 をどう決 めるか。

小売業、チ ェー ンが どれだ け店舗の運営 をシステム化 してい るか。それがPOSシ ステムの導入

と運用 にも決定的 に影響 する。物流 システムの整備 も軽視で きない。新製品が予定通 りチ ェーン

全店の店頭 に並ぶか どうか。予定 よ り早 く届 くこ とも遅れ る こともある。特売商品 について も

POSシ ステムの導入で組織的な運用の精度が一挙 に明 るみ に出る。前週 の特売商品が売れ残 り、

今週 の売 り出 し商品の陳列スペ ースが捻 り出せない ことも珍 しくない。だが、チラシで予告 して

いる。省力化 を極限 まで進 めるチ ェー ンの実態 に比べ管理密度の高 さを要求す るPOSシ ステム。

だか らこそ、POSシ ステムで ライバル企業 に差 をつ けようと努 力するチ ェー ンも多いし、POS

情報 は在庫の圧縮、粗利益 の向上 とい う成果 をもた らして くれ る。

(3)POSの ユーザ

POSシ ステムを導入する小売業 も専 門情報 サー ビスを購入す るメーカ も、POS情 報 を実際 に

活用する人 たちは、普通の人たちである。 コンピュータを駆使 して多変量解析 をするアナ リス ト

もい る。 しか し、営業の第一線 の人が忙 しい時間の合 い間 をみつけては情報 を読み、次の営業戦

略 を策定 しなければならない。だか らPOS情 報は、誰 で も理解で き、実戦 に役立たなければなら

ない。

グラフな ど情報 はビジュアルである ことが条件 になる。欲 しい時 に、いつでも出力 したい。 そ

うなるとオ ンライ ンで提供 しなければな らない。 コンピュータ嫌 いの人 もユーザだか ら画面 と対

話 しなが ら欲 しい情報に到着で きるようにしなければな らない。 その道何年 という専門家だ けが

利用す る情報 と全 く違 うのだ。

日経 テレコンPOS情 報の画面 を紹介 したが、 グラフを多用 してい る。理由はよ りわか りやす

く、 に尽 きる。
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ユーザは王様 である。小売業 の企業 内システムで も専門情報サー ビスで もユーザの要求 は情報

の提供側か らみる と過酷 と思 える ものさえある。POS情 報のようにデータ量が膨大で、コンピュ

ータ資源 を膨大 に消費 する場合
、特 にユーザの要求 は厳 しく感 じられ る。小売業が 自社 内の各 部

門に情報 を提供 する時に、 この悩みが深刻 である。昨年の同 じ週の 日次デー タが欲 しい。 ここ3

年間の同月同週 のデータで トレン ドを追いたい。 これ らの要求 に応 じようとす ると、デ ィスク上

に膨大な情報 を常時、収録 しておかなければならない。

図4-3-5グ ラフ画面解説

シェア動向(帯)

e2e291`商 品分譲内 ・メ』一力一別頗位 三六都}ト

食パ ン

園 山崎製バ ン

[ZZZ神 戸屋0

駆 Σ致 亀裂パ ン

咽 その他

シ ェア(円)

020201,商品分類内 ・メーカー別順位

箱入りティッシュ
田 干條キンバリー

幽 大工製紙

幽 山陽スコット

0⊂ コ ネピア

ロ 日清紡績

口辺 金蔓製紙

区幻 その他

CJI!ll/tgl5:132/S

金 額 シxア

三× 都 市 圏

①グラフ選択時に入力 したランキング番号のメーカー(商 品分類、商品)名 。

②各出力期間。

③出力期間全体の平均。 円グラフはTOTALの 数値 で出力します。
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EOS(コ ンピュータ発注)、 請求書の発 行、 クレジ ッ トカー ドの処理、財務経理の伝票処理 な

ど、一台のホス トを能力の限界 まで小売業が使 っている場合、POS情 報 は大 きな"お 荷物"に な

りかねない。問題 は、情報 は先行投資の性格が強 く、投資 して もす ぐ売上 高の増大、利益の向上

といった数字で確認で きる成果 は出ない。

ユーザの王様ぶ りは、アクセスした時の レスポンスに出 る。欲 しい時にみた くて も、ハー ドコ

ピーで何 日も待 たされる。それではユーザの不満が膨 む。オ ンライ ン提供で も同 じ。一分以 内に

答 えが 出ない と遅い という。早 くするにはコンピュータの能力向上 というコス トの条件 は、ユー

ザは知 らないし、理解 しようともしない。POS情 報 のデータ量が大 きいだ けに、この問題 は最初

か ら最後 まで軽視 できないだろう。

(4)POS情 報で変わる商品開発

情報が状況 を変 えることは珍 しくない。小売業 とメーカの立場 も、情報 を持つ小売業が強 くな

った。単品情報が素早 く収集で きるPOS情 報 で証明 された ことのなかで小売業が最初 に得 た教

訓は 「新製品の選 び方」だろう。 このため、メーカのなか には本当の革新的な商品だけを 「新製

品」とし、デザイ ンやネー ミングを変 えた程度の商品 を 「改良品」と呼ぶ企業 さえある。毎 日200

も300も 出る新製品の90%以 上は、新製品 を投入 して もカテゴ リー全体 の売上高 を拡大する ことは

で きない。変わ りばえの しない、ドング リの背比べ的 な新製品が いかに多いか をPOS情 報 はデー

タで立証 した。

また、特売 など値下 げによる売上高 の拡大 に限界 があることも経験 をデータで裏付 けた。消費

者、特に主婦 は家計 を預 かる立場か ら安 い買い物 を心が けている。だが、特売 が続 くと、買 う気

を失 う。 むしろ、値下 げだけでな く、新 しい調理法な ど使 い方の提案や関連商 品 との組み合 わせ

な ど、売 り場 か らの情報発信が消費者 の購買行動 にインパ ク トが大 きい。

POS情 報 を手に した小売業 は、売 り場 で何 かを仕掛 けてPOS情 報 で確認す ることを続 ける。情

報はメーカや問屋か ら入手する時代 は終 わったのである。ス ロー商 品の排除 と新製品の投入の コ

ス トの大 きさを知 った小売業 は新製品の導入 に慎重 になっている。その結果 メーカ側のアイテム

削減 につなが った ことは知 られている。 メーカで もPOS情 報 の活用 はマー ケテ ィングを変 え

始 めている。広告宣伝 の効果 がPOS情 報 で早 目に点検 で きるため に販促商品への広告の重点配

分が静 かに進 んでいる。食品な ら投入4週 間、家庭用品で も13週 間で新製品の市場への定着度が

判明する。不振商品 は早 目に見切 って次の新製 品 を投入す るな どの ドライさもPOS情 報 の成果

だろう。

(5)さ らに詳細 な情報 も

POS情 報 はデータの蓄積 とともに分析の精度が向上する。そして、購買世帯の属性情報 を加 え

るPANELシ ステムなど展開力 も備 えてす る。POS情 報 の高度 システム としてのPANELシ ス

テムを最後 に紹介 してお こう。
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4-3-5NEEDS-SCAN/PANEL

NEEDS-SCAN/PANELは 、 日本 経 済 新 聞社 が神 奈 川県藤 沢 市 の孤 立商 圏 であ る湘南 ライ フ

タ ウ ン と東 京 江 戸 川 区葛 西 地 域 の 合計2,500世 帯 を対 象 に収 集 毎 日の 買物 デ ー タ を コ ン ピュー タ

に蓄 積 、分 析 す る シス テム で、1986年5月 よ り開始 された。 また、1991年10月 に は、大 阪吹 田 市

の南 千 里 ニ ュー タ ウ ンで1,500世 帯 の デ ー タ収集 を開始 した。

図4-3-6NEEDS・SCAN/PANELの 概 略 図

調 査 設 定 地 域(藤 沢 、 葛 西 、 南 千 里)

パ ネ ラ ー

Aさ ん

Bさ ん

Cさ ん

藤 沢1300

葛 西1200

南 千 里1500

調 査 対 象店 舗

藤 沢店

葛 西店

南 千 里店

パ ネ ル へ の

購 買 デ ー タ

の 収 集

謝 礼一
日本 経 済 新 聞社

デ ー タバ ン ク局

・ 流 通 業

・ メ ー カ ー

・ 新 聞 紙 面

○
加 工 デ ー タ

分顯,

(1)情 報の流れ、仕組

分析対象者 にバーコー ドを印刷 したIDカ ー ドを配布、所定の スーパーマー ケ ッ トで買物 をす

る時にPOSレ ジを通過 させ てデータを収集す る。収集 した 「単 品別購入データ」は、日本経済新

聞社 の大型 コンピュ一夕ヘパネル購買データベースとして蓄積 され る。 こうして、分析加工 され

ユーザへ提供 される仕組 になっている。

世帯 ごとに所得、主婦の年令 ・学歴、子供の有無 といった属性 を事前 に調査 しているので、 ス

ーパーの店頭 で集 った購買データ と突 き合わせ る ことで①特定商品が年令別
、所得別 などか らみ

て、 どんな家庭 に好 まれてい るか、②分析対象のブラ ンドが どの程度支持 されてい るか③試 し買

い と反復購入が どれ くらい入 って きたか、 などが分析で きる。
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4-4㈱ 日本総合研究所の情報戦略

4-4-1基 本 的 ス タ ンス

日本総合研究所 は 「すべてのニーズに応 え得 る総合情報企業」の実現 をめざし、ユーザ ・ニー

ズの高度化 ・多様化 に対応 してい くには トータル ・パ ワーの強化が不可欠であるとの信念 か ら、

組織 の拡充 ・人材 の育成 に力 を注 ぎ、各分野での専門化 を推 し進 めるとともに、優れたスペ シャ

リス ト集団づ くりを心掛 けてきている。このような長期的展望 に基 づき、「1社 で情報化のあ らゆ

るニーズに応 える」 ことを可能 とすべ く、長年 にわた って培われた豊富な実績 と経験 に裏付 け ら

れた専門技術 と専 門スタッフによ り、 あらゆるニーズに応 えることを目的 として、広範な総合情

報業務 を国内外 に展開 している。

図4-4-1日 本総合研 究所の業務

メソ トロジー-具 体的業務

・リサー チ

・シス テム ・

イ ンテグ レー シ ョン

・システム ズ ・

オ ペ レーシ ョン

・通 信

・デ ー タベー ス

・ソフ トウ ェア ・

プ ロダ ク ト

・コンサル テ ィング

・各種 セ ミナー

4-4-2業 務 内容

(1)調 査研究業務

パ ラダイム転換 と言 うべ き時代 を迎 え、社会 ・政治 ・経済 ・文化 ・科学な どあ らゆる分野で、

時代 を リー ドし21世 紀 を視野 に置いた ビジョンを提言で きるシンクタンクが求 められてい る。 そ

のよ うな時代 の要請 に応 えるべ く各分野のスペ シャリス トを揃 え、 グローバルな視野 と活動力、

そ して、広範 ・多岐にわた る質の高い調査研究 をモ ッ トーに、大局性 と先見性 に富む政策提言 を

行 うとともに、 あ らゆる面で本格的 シンクタ ンクにふさわ しい活動を推進 している。
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研究各部の主な業務 内容 は以下 の とお り。

表4--4-1日 本総合研究所の研究部 門別業務内容

研 究 各 部 主 な 業 務 内 容

経営戦略研究部

・企業 ビジョンおよび中期経営計画 の策定

・市場 ・競争 ・環境の調査 ・分析

・多角化 ・新規事業進 出戦略の立案

・国際 ・財務・組織戦略等の構築

・リスクマネジメン トの構築

地域開発研究部

・地域振興、都市開発、公共 システムの調査、計画立案

・内外 にわたる各種 開発プロジェク トの基本構想
、基本計画、

実施計画策定 ならびに実施 支援

社会開発研究部

・新たな生活、文化、産業の調査 ・研究

・新規事業開発、事業多角化、事業戦略 の計画 ・立案

・各種事業開発手法 の研究 と提案

経営システム研究部

・システ ム ・コンサル テ ィング

・SIS(戦 略 的情 報 シス テム)の 立 案 ・構 築

・システ ム ・イ ンテ グ レー シ ョン

・先 端1青報 技術 の調 査 ・研究

技術研究部

・技術戦略 コンサルテーシ ョン

・研究 コンソーシアムの企画 ・運営

・先端技術の評価 ・分析

・研究開発実行支援

・研究開発 コンセプ トの創造

調査部

・内外の諸問題 についての調査研究 ・政策提言

・政治 ・経済 ,・社会 に関する中長期予}則

・経済 ・金融基礎理論の研究

・各国の政治 ・経済 に関する高度 な情報収集

・業界別動向調査
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(2)高 度情報通信業務

日本総研の電気通信事業 は、昭和46年 に公衆電気通信法が改正 され、これに伴 い新設 された特

定通信回線の他人使用の制度第1号 として旧社名 日本情報サー ビス(株)の 時 に開始 したオ ンラ

イ ン ・リアルタイム処理業務がスター トである。

昭和57年 の第2次 通信 自由化後中小企業VANサ ー ビスへ、昭和60年 の電気通信事業法施行後

特別第二種電気通信事業へ と発展 して きた。

特別第二種電気通信事業開始後4年 を経過 した現在、VANサ ー ビスは 日本総合研究所 の全て

の事業 のインフラス トラクチ ャとしての性格 を持 っている。

日本総合研究所の電気通信事業の歴史

昭和46年12月

昭和48年5月

昭和52年1月

昭和55年2月

昭和57年9月

昭和57年11月

昭和58年3月

昭和60年2月

昭和60年3月

昭和60年4月

昭和61年4月

昭和61年7月

昭和62年10月

昭和63年9月

昭和63年10月

平成元年7月

データ通信 を行 うための特定通信回線 「他人使用」第1号 のオ ンライン ・リア

ルタイム処理サービス実施

リモー トバ ッチ処理サー ビス開始

名古屋支社開設

福 岡支社開設

札幌支社開設

仙台、広島分室 と併 わせ、全国7拠 点のネ ッ トワー クが整備 された

中小企業VANの 届 け出を行い、受理 される。

中小企業VANサ ー ビス開始

将来の国際VANサ ー ビスに備 え、米国ニュー ヨー ク市 に現地法人JAISUSA

Inc.を 設立

情報通信 ネ ッ トワー ク安全 ・信頼性対策実施の登録 申請 を行い、受理 され る。

特別第二種電気通信事業の登録 申請 を行い、受理 される。

特別第二種電気通信事業開始。

将来の米国西海岸 の国際VANサ ー ビスの顧客 サポー トに備 え、 ロスア ンゼル

ス市 とサンフランシスコ市にJAISCaliforniaInc.を 設立。

国際特別第二種電気通信事業 の登録 申請 を行い、受理 される。

米 国現地法人JAISUSAInc.が 米国のDNIC(3153)を 取得。

日米間国際VANサ ー ビスの認可 申請 を行 い、認可 され る。日本のDNIC(4404)

を付与 される。

日米間で国際VANサ ー ビスを開始。

日英間国際VANサ ー ビスに備 え、ロンドンに現地法人JAISEuropeLtd.を

設立。
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平成元年8月

平成元年10月

平成元年12月

英 国現地 法人JAISEuropeLtd.が 英国のDNIC(2355)を 取得。

日英間国際VANサ ー ビスの認可申請 を行 い、認可 され る。

日英間国際VANサ ー ビス開始。

社名 を日本情報サー ビスか ら日本総合研究所へ変更。

(1)VANサ ー ビスの内容

日本総研 のVANサ ー ビスよ り提供 される具体的サー ビスは下記の通 りである。

① 基 本通 信 サ ー ビス

イ.パ ケ ッ ト交換 サ ー ビス

② 高 度 通信 サー ビス

イ.プ ロ トコル交 換 サ ー ビス

ロ.メ デ ィア変換 サー ビス

ハ .コ ー ド/フ ォーマ ッ ト交換 サー ビス

ニ .電 子 メ ール ・サー ビス

ホ.FAXメ ール ・サ ー ビス

へ .EDIサ ー ビス

③ 情 報 処 理 サ ー ビス

イ.オ ン ライ ン ・リアル タ イ ム処 理 サ ー ビス

ロ.オ ン ライ ン ・バ ッチ 処理 サ ー ビス

④情 報 提 供 サ ー ビス

イ.デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス

ロ.デ ー タベ ー ス接 続 サ ー ビス

⑤総 合 サー ビス

イ.シ ス テム ・イ ンテ グ レー シ ョン ・サ ー ビス

⑥付 随 サー ビス

イ.パ ンチ

ロ.OCR

ハ .漢 字 プ リン ト

ニ .ダ イ レ ク トメー ル

ポ.ネ ッ トワー ク ・シス テム の運用 受 託

へ .ソ フ ト開発

(2)情 報 通 信設 備

① コ ン ピ ュー タ ・セ ンタ ー
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座 間市 、大 阪市 の2ヶ 所

② ア ク セス ポイ ン ト数

全 国31拠 点(図2参 照)

注)米 国、 英 国の現 地 法人 の ネ ッ トワー クは、論 理 的 に全 く別 のネ ッ トワー ク とな って お り、

これ らがCCITTX.75プ ロ トコル に よ り相 互 接続 され て い る。

③ 主 要 コ ンピュー タ

IBM 3090-200S 1セ ツ ト

IBM 3090-200J 1セ ッ ト

日 立 H6790TP 1セ ッ ト

日 立 H6790DP 1セ ッ ト

日 立 H6790 2セ ッ ト

日本電気 ACOS750MP 2セ ッ ト

NCR 9882XL 4セ ッ ト

UNISYS 2200/402 2セ ッ ト

TAMDEM CYCLONE 4セ ッ ト

TANDEM VLX 29セ ッ ト

IBM S/88 5セ ッ ト

IBM S/1 1セ ッ ト

IBM S/38 1セ ッ ト

富士通 FACOM7304A 1セ ッ ト

DEC VAX8250 2セ ッ ト

日本電気 MS190 3セ ッ ト

④ ネ ッ トワークへの収容端末台数

約100,000台

⑤ サ ー ビス時間帯

24時 間、365日
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⑥ サ ポ ー ト通 信 手 順

・X .28、X.29、X.25、X.75

・NECレ ベ ル2A
、2B

・IBM3780

・IBMHASP/RJE

・IBM3270(BSC)

・IBMSDLC/SNA

・JCA手 順

・全 銀 手 順

・そ の 他

(3)実 施事例

・メーカ と販売会社、倉庫、配送 センター間のデータ交換

・メーカ と量販店間のデータ交換

・メーカ と協力工場間のデー タ交換

・メーカ と仕入先間のデータ交換

・量販店 と仕入先間の受発注データ交換

・メーカ と問屋 ・病院間のデータ交換

・出版情報VAN

・給与VAN

・金融VAN

・業界VAN

L
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(3)ソ フ トウェア開発業務

基本 ソフ トウェアか ら種々の業種 ・業務 のアプ リケー ション ・システムに至 る分野 で、豊富 な

開発実績 と経験 を持 った専門技術者によるソフ トウェア開発 を行 っている。開発事例 を以下 に示

す。

表4-4--2ソ フ トウェア開発業務事例

・文書処理管理 システム

・NON-STOPVAN

ノ ー ド プ ロ セ ッ サ ・シ ス テ ム

・パ ソ コ ン ユ ー ザ 用

ユ ー テ ィ リ テ ィ ・ソ フ ト ウ ェ ア

・保 健業 務 契 約

エ ン トリー ・システ ム

・食 品 メー カ ー総合

会計 シス テム

開発内容

複合 文 書 処理(TEXTとIMAGE)、 使 い易 い電

子 メー ル機 能 、 蓄積 文書 の一 元 管理 の簡 易化 な

ど、 今 まで に無 か った アー キテ クチ ャー の検 討

か らシス テム完 成 まで を実施 。 これ か らの オ フ

ィス にお け る文 書情 報 の新 しい処 理 方法 を志 向

した シス テム。

24時 間体 制 で世 界 中 の為 替 デ ィー リング等 に使

用 で き るVANの ノー ドプ ロ セ ッサ 用 コ ン ト

ロール シス テム。 メイ ン コ ン トロー ル にあた る

FILEOPERATION(DATAMANAGE・

MENT)、MAILBOXの 基本 構 想 か らシ ス テム

の構 築 まで を実施。

パ ソ コン をユー ザ端 末 として利 用 す る部 門 で ニ

ー ズ の高 い ユー テ ィ リテ ィ・パ ッケー ジ を開発 。

例 えば、端 末 画 面 に表 示 され た デー タの 取 り込

み 、加 工 、市 販 ソフ トへ の 引 き渡 し、 その場 で

の グ ラフ表示 。

共 通DBに 合 わせ た 契 約 書 の エ ン トリー ・シス

テム を開発 。 新 商 品が発 売 され て も、 システ ム

の骨格 は変 える こ とな く、 その まま対 応 で き る。

基 本 デ ザ イ ンか らシステ ム完成 後 の フ ォロー ま

で を実施 。

既 存 シス テ ムか らの 自動仕 訳 、通 常 取 引 デ ー タ

の即 時 入力 が 可能 な、 ペ ーパ ー レス志 向 の総 合

会 計 シス テ ムで の開発 に、基 本 デザ イ ンか らシ

ステ ム完成 まで を実施 。
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(4)科 学技術計算業務

科学技術計算 サー ビスは、原子力 ・機械 ・土木 ・建築 ・都市 ・環境 ・交通 ・情報 などの工学 分

野か ら、バイオテクノロジー、ライフサイエンスなどの最先端 の技術 を導入 し、各分野のスペ シ

ャ リス トを登用 し、多様 なニーズに対応で きる計算サービスを行 ってい る。

表4-4-3科 学技術計算業務分野別サー ビス内容

分 野 技 術 サービス内容

静特性解析・評価/炉 物理実験解析/熱 水力特

性解析・評価/3次 元核熱水力動特性解析/核 ・

原子炉関連 熱水力設計評価/炉 心管理及び同システム開

原子力分野 発/プ ラント保守支援システム開発/緊 急時1青

報システム開発/安 全評価

臨界安全評価/遮 蔽安全評価/構 造安全評価/

核燃料サイクル プロセス安全評価/環 境安全評価/被 曝評価/

確率論的安全評価

強度解析/振 動応答解析/衝 撃応答解析/熱 伝

CAE/ 構 造 導解析

エ ンジニ ア リング

非 構 造
熱流体解析/浸 透流解析/電 解・磁界解析/音

場解析

予算・品質管理 システム/工 程管理 システ ム/

マ ネ ジ メ ン ト ・
不動産流通ネ ッ トワァクシステム/編 集支援 シ

ス テム/エ リアマ ー ケ テ ィ ング システ ム/地 図
サ イ エ ンス

社会 システム 情報 システム

/建 築 システム

都市地域 ・ 交通需要予測 システム/地 域情報化プロジェク

交通計画 ト調査

日影 ・逆 日影計算 システム/意 匠 ・構造 ・設備 ・

建築 システム 設計支援 シス テム/維 持管理 ・保全支援 システ

ム

DB(デ ータベース)技 術/AI(人 工知能)技 術/

その他応用 AI開 発等 CG(コ ン ピュー タ ・グラ フ ィ ック)技 術/通 信 ネ

ッ トワー ク技術
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(5)情 報処理業務

パ ソコンの普及 によって現場 レベルでの情報化が進んでお り、データ処理 の安全化 ・効率化 ・

統合化 など企業全体 に関わる新 しい情報 システムのあ り方が問われている。

当社 はバ ッチ処理 をはじめRJE(リ モー ト・ジ ョブ ・エ ン トリー)やTSS(タ イム ・シェア リ

ング ・サー ビス)と いったRCS(リ モーート・コンピューテ ィング ・サー ビス)、 オ ンライン処理、

分散処理 など、あ らゆる局面に対応 で きる情報処理 サー ビス体制 を整 え、情報化の専門集団 とし

て、長年 にわたって培 って きた技術力 と経験 をベースに、最先端 のコンピュータ群 と高性能 な周

辺機 器 を全国ネ ットワークで有機的に結合 し、柔軟性 と拡張性 に富 むシステムを構築 し、高 い信

頼性 と優れた経済性 を両立 させるサー ビスを提供 してい る。情報処理事務 の特徴 を次 に示す。

① 総合クレジッ トカー ド・システム

完全24時 間の ノンス トップ ・サー ビスによる国際 クレジ ッ ト・オンラインシステムを開発 ・

運用 してお り、オ ンライン ・リアルタイムに よる精度 と信頼性 の高 い信用照会 を中心 にキ ャッ

シ ング、残高照会、音声応答等 のアプ リケーシ ョンを稼働 している。国際 ネッ トワークによ り、

グローバルATMの 稼働 を可能 とする とともに、国内においてはCAFISネ ット、CATNETと

も接続 してお り、数万台 にお よぶ各種端末がJAIS-NETを 介 して利用 されている。 さ らに、

大量 データを扱 う請求 ・回収処理や延滞管理等 もデータベースを駆使 し、超大型機で効率的に

バ ッチ処理 している。

②通信販売情報管理システム

10年 以上 にわた る通販 コンピュータ処理 の ノウハ ウに基づ いて開発 された独 自の システム

(CASD)を 採用。受注 ・出荷、顧客管理、債権管理、マーケテ ィング、商品管理等 を、オ ンラ

イ ン処理 とバ ッチ処理の適切 な組 み合わせで、実務 に合わせた効率の良 い処理 を実現 している。

③ シ ョッピング ・ロー ン総合管理 システム

シ ョッピング ・ロー ンに関するオ ンラインによる信用照会か ら請求 ・入金管理、顧客管理、

財務管理、各種経営管理資料の作成 な どシ ョッピング ・ロー ン業務の総合 システムを開発 し、

全 国ネッ トワークを介 して運用 してい る。

④ リー ス管 理 トータ ル ・シス テム

リー スの引 合 いか ら審査 ・契 約 ・請 求 ・回収 ・満 了 まで の ライ フサ イ クル を一 貫処 理。 リー

ス債 権、 固定 資産 、 買掛 金管 理 、財 務 管 理、 顧客 管 理等 リー ス業 務 の 全機 能 を コン ピ ュー タ化

した トー タル ・シス テム を開発 し、本 社 ・全 国の 支社 を対 象 に運用 して い る。

⑤総合行政 システム

地方自治体の住民情報管理、各種 の税金、年金、国民健康保健等の コンピュータ処理 を一元
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的 に行 える トータル ・システム。住民 に関する情報の一括管理が可能 とな り、作業の合理化 ・

能率化 とともに、市民 サービスの充実 ・向上 を図る ことがで きる。

⑥ 金融共同セ ンター

当社 は銀行 のあ らゆるコンピュータ処理を包括受託す る総合 オンライン ・センターを運営 し

てお り、銀行 の第3次 オ ンライ ンの中で もす ぐれた もの として評価 を得ている。

4--4-3情 報 システム分野 における今後の展 開

情報化 の進展 によ り情報 システムは、企業経営に とって重要 な戦略ツールで、企業 の経営方針

を左右 するまでになって きてい る。企画、計画策定、新製品開発、マーケティング、販売、生産、

物流、管理な ど、マネ ジャーか ら担当者 に至 るまで自らデータを分析 し、 シュミレーシ ョンを行

い、戦術 を組立 て、実行 し、評価す る。 このような戦略的 ビジネス ・フロー を強力 にバ ックア ッ

プす るのが情報 システムで、他社 との差別化 を広 げ、企業の優劣 を決定づ けることとなる。

情報 システムをめ ぐり今後 の展開テーマ を列挙 する。

(1)新 しい分野の開拓

① システム ・イ ンテグレーシ ョン業務 の展開

情報 システム全体 を見通 した経営戦略 を企画か らシステム運用 までにわた り、効率的、機

能的安全 なシステムを提案 し、設計かつ開発、運用 まで請 け負 う。

② ネ ッ トワー ク ・ビジネ スの拡 充

a.EDI共 同体 サー ビス

EDI(ElectronicDataInterchange)は 、異 企業 間 にお け る取 引上 の デ ー タ を標 準 ビジ

ネ スプ ロ トコル に よ りネ ッ トワー クを介 して交 換 す る もの で あ る。

b.ネ ッ トワー ク ・シス テ ム ・イ ンテ グ レー シ ョン

顧 客 オ フ ィス 内の通 信 シス テム(LAN等)の 構築 、 日本 総 合 研究 所 のパ ケ ッ ト交 換網 と

の 接続 に よ るグ ローバ ルな ネ ッ トワー クへ と成 長 させ て い くサ ー ビスで あ る。

c.リ テールVANサ ー ビス

ISDN普 及 に よ り家 庭 内 デー タ網 を充 実 し、 個人 レベ ル の サー ビス提 供 を行 う。

d.ネ ッ トワー ク相 互接 続 の推 進

パ ケ ッ トレベ ル で の ネ ッ トワー ク相互 接 続 か らMHS(MessageHandlingSystem)等

高位 レベ ル の接 続 へ とオー プ ンポ リシー を持 ったVANサ ー ビス を推 進 す る。
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③ マルチメデ ィア ・サー ビスへの展開

既存のデータ通信主体のサービスか らファクシ ミリ、音声、映像等 マルチメディア対応の

情報サー ビス業務へ と発展 させ る。

(2)国 際 化へ の対 応

国 内企 業 の海外 進 出が 盛 ん に な り、 世界 各 国の生 産 拠 点 ・販 売拠 点 は増 加 の一 途 をた どって お

り、 規模 の拡 大 も進 ん で い る。 これ に伴 って、 海 外 の各 拠点 にお け る コ ン ピュー タ化 の重 要 性 が

一層 高 まって お り、 グ ローバ ル規 模 の システ ム作 りか ら保守 運 営 、 さ らに は、 各 国独 自の ニ ー ズ

に合 った情報 シ ステ ムの構 築 が避 け られ ない状 況 に な ってい る。 この よ うな時 代 の要 請 に応 え て、

日本 総 研 は1985年2月 ニ ュー ヨー ク、1986年7月 サ ンフラ ンシス コ とロ スア ンゼル ス、1989年7

月 ロ ン ドン と進 出 して きて い る。1987年10月 に は国際VAN事 業 を登録 し、米 国 の現地 法 人 と日

本 国 内 のネ ッ トワ ー クを相 互接 続 す る こ とに よ り、 日米 間 での 国際VANサ ー ビス に着 手 して い

る。VANの サ ー ビス ・メ ニ ュー も(パ ケ ッ ト交換)(電 子 メ ール)(デ ー タ交 換)(プ ロ トコル/

伝 送 速度/コ ー ド/フ ォー マ ッ ト変換/FAXメ ール)な ど多岐 にわた って きて お り、今後 ます ま

す重 要 度 を加 え るグ ローバ ル ・ネ ッ トワー ク時代 に、地 球 レベ ルの システ ム ・イ ンテ グ レー タ ー

として、 それ ぞれ の企 業 ニ ー ズ に きめ細 か く対 応 す る、 クオ リテ ィの高 い サ ー ビスの提 供 を図 る。

(3)セ キ ュリテ ィ体制 の堅持

情報 システムに とって、セキュ リティの確保は重要なテーマ となってお り、 日本総合研究所は、

行政官庁の制定する安全対策規準の対応 に関 して、1985年3月 郵政省 に 「情報通信 ネ ッ トワー ク

(JAIS-NET)」 を登録す るとともに、1986年9月 通産省 より安全対策実施事業者 としての認定

を受 けている。 さらに、 当社独 自の機密保持 ・安全対策 システム を導入、機密性 ・信頼性 の高 い

セキュリティ ・システムを構築する。

(セ キュリテ ィ ・システムの概要)

・システム安全対策 に関わ る社 内規 定の制定 ・実施

・ガー ドマ ンによるビルの入退館者 チ ェック

・コンピュータ室の入退者識別管理装置 ・モニターTVに よる監視体制

・ハ ロンガス消化設備

・無停電CVCF装 置の導入

・自家発電装置の設置

・常用予備2回 線方式 の電源設備

・貯水装置 ・耐震設備

・データ類保管専用耐火磁気 ファイル保管庫

・データ機密保護、等
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付論 デー タベ ース統 計委員会 への 「期待 」 と 「実態 」

1.は じめ に

何事 か につ い て、調 査 した り立 案 しよ う とす る と き、 有用 なデ ー タベ ー スが あ って くれ た な ら、

どれ ほ どか重宝 で き るの だが 、 とい うの は、以 前 か らの万人 の願 い で あ る。 い ま1991年 度 にお け

るデー タベ ー ス統 計委 員 会 の 報 告書 作成 に 当 って も、改 めて こ うした願 望が発 芽 して くる。

こ こで改 めて、 デー タベ ース とは何 か 、 その役割 は?、 あ るい はそ の効 用 は ～と問 う とき、 そ

れ は、 あ る事柄 に関 して 「尋 ね る」 こ とに対 し、 どれだ け 「答 えて くれ る」 か に懸 って い る とい

えるだ けで な く、 む し ろそ れ を強調 すべ きであ ろ う。 こうした問 題意 識 の再 明確 化 に立 って、 以

下 に デー タベ ー ス統 計委 員 会 に1990年 度 と1991年 度 の2カ 年 にわた り参 加 させ て い ただ い た なか

で、 感 じ考 えた若 干 の事 項 につ い て、 記 してみ る こ とに した い。

2.デ ー タベ ー ス の 史 的 位 置 づ け

電子情報化の時代 を迎 えて、人々の知的願望充足のツール として構想 されたのがデータベー ス

だ といえる。データベースを人類 の 「情報 の歴史」 という系譜 のなかでの位置づ けを考 えてみる

とき、 ご く大筋的 にさかのぼるな ら、18世 紀中頃の フランス における 「百科全書」の編纂 にフ ォ

ローす るもの と捉 えることが出来 る。 さらに百科全書 に先行する人類 の知的偉業 としては、古代

エジプ トに まで遡 り、B.C.307年 にアレキサン ドリアに建設 された 「大図書館ムセイオ ン」を思 い

起 こすべ きであろ う。

当時は、パ ピルス紙 の時代であ った と記録 されている。 その時代か ら百科全書にいた る間、 ヨ

ーロ ッパ では修道院等における営々 とした写本の作業が続 けられ ていた ことも見逃せない
。 いわ

ば、手書 きの時代が続 いていたわ けである。

グーテンベルグの印刷術 は、発端 を聖書の頒布に窺 えるが、当時の書籍の高額 さは、今 日の常

識か らの推測 を著 し く.超える ものであった ことも、ついでに記 してお きたい。富裕 な貴族 に とっ

てさえ、法外 な出費であった。

ここにあえて世間周知 の情報貯蔵庫の歴史に言及 したわ けは、2つ の不満か らである。1つ は

情報の歴史 を考 えようとす る場合 に、何故 に日本人 までが、デ ィ ドロや アレキサ ン ドリアの回顧

へ と図式的に遡 って しまうのかの点である。百科全書 を云々するなら、西洋の系譜だ けでな く、

隣国中国の清朝期の大事績 をも並記 したい ものである。清朝第4代 の康煕帝の時代 には、「康煕字

典」 をはじめ、侃文韻府、淵鑑類函、古今図書集成、皇典全覧図等が編纂 され、続 いて第6代 乾

隆祥の時代には、膨大 な 「四魔全書」や満州語、漢語、 トル コ語、モンゴル語、チベ ット語 の対

訳辞書 ともいえる五体清文鑑 を作成 している。 もちろん、 これ らが民衆の用 に供 されたか、の批

判 を残す点では、洋 の東西での差異 は乏 しいであろう。
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日本 で も蔵本、写本 に関 しては寺社 の寄与 を忘れ るべ きではないし、文献収集の事績 では 「群

書類従」正 ・続等を挙げることが出来 る。木版 に関 しては、朝鮮半島での文化史 も特筆 に価す る

ものがあった。

日本人 まで もが、 これ ら東洋 の史実 に目を覆いが ちな知的歪みへの不満 のほか、 もう1つ は、

もしデータベース関連のデー タベースが あった とした とき、 その先行例 を問 うて、果た して 「四

庫全書」等が出て くるか、 とい った期待 までは持てそうもない とい う不満 である。

いずれ にせ よ、図書館か ら百科全書へ と発展 した人類の知識管理の系譜上 に位置づ けるに価 す

るデータベースが現代 の成果 になっているか、を考 えて もみ る必要があろう。

3.シ ンク タ ンク との 対 置

前項の ような 「データベース」 と 「百科全書」 という関連 性は、 あるべ きデータベ ース像探索

に当たっての一種のアナロジー手法 に立つ もの と見 える。前述2つ 目の不満 とい うの も、 コンピ

ュータではまだアナロジー思考は こなせない という現実の反映 と見 る ことが 出来 ようか。

日本でデー タベースが話題 にな り出 した頃、すでに 「シンクタンク」 とい う概念が先行 してい

た。1960年 代前半の頃であ る。 アメ リカで は、現実にバ ッテル ・メモ リアル ・インステ ィチュー

トやアーサー ・デ ィ ・リ トル等が活動 してお り、通常の製造企業 と対置 して 「独立知的機関」 と

いった訳語が使われた りしていた。

データベースは、 その類似 ない し近似概念 として、 このシンクタンクを対置することの意味が

大 きか った と顧 みることが出来 る。データベースは、主 として このシンクタンクにとっての必要

条件、立案創出への予備的前段 階に不可欠な もの と捉 えられていた。

それか ら早や4半 世紀余 を経 て、 日本 にも野村総合研究所や三菱総合研究所等のシンクタンク

の設立 と活動が見 られた。小規模 な ものなら、 もっと多数 を数 えうる。いずれ も知的生産組織 と

しての期待 を担い、そのための各種 コンピュータ利用が計 られた。それ らの現実の成果の実態か

ら今 では過大 な期待の夢は醒 めている ようである。

このシ ンクタンク問題 と前後 して、 日本 でシンクタンク以上 に大規模 に論議 された ものに 「経

営情報 システム」、いわゆるMISが あった。 これ も経営への コンピュータ利用 として当然 にデー

タベースの構築 をその前提条件 とする ものであったが、話題 はブーム的一過性に終わ って しまっ

た。 当時 は、 まだ データバ ンクの呼称 の方が流布 していた ように記憶 してお り、その内容への立

ち入 り方 は浅か ったようである。

4.概 念の先行性 と定着度

こうした幾つかの経緯 を経 てきたなかでの醒 めた眼で眺 める とき、今 日で もまだ一般企業のな

かでは 「データベース」の用語の現実的 な定着 を見 るには至 っていない とい うべ きであろ う。 こ

の ことは、例 えば日経ニ ューステ レコンやJICSTフ ァイル等のデータベ ースの存在 を否定す る

ものではないが、それで も例 示のような固有名詞 で呼ばれて、必 ず しもデータベース と日常呼称
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され ることは少ない ようである。抽象名詞 として も、データベース と呼 ばれ るよりコンピュータ・

システム と称 され る場合の方が多そ うである。

こうした意味 と状況か ら、「データベース」とい う概念 は、優 れて概念先行的であ り、概念 オ リ

エ ンテッ ドに使 われてお り、実体か ら生れてきた とい う色合 いは乏 しい と見 ざるを得 ないようで

ある。 そこに考察 に際 しての幾 つかの混乱の原因が潜んでいる とも見 うる。

近年、SIS(戦 略的情報 システム)が 新 しいコンピュータの利用形態 として脚光 を浴びてい る

が、 これ をもデータベース とみなすの はどうであろうか。POSま た しか りである。お よそ、コン

ピュー タ ・システムはすべ て記憶、データの貯蔵機能 を伴 ってい る。 この点 に着 目して、 データ

ベース とするのは、課題 オ リエ ンテッ ドなアプローチ という他 ない。

同様 に、データベースの利用活動 を独立 した人間の営 み とみるの も、 どうであろうか。 さきに

も述べ たが、 それは独立 したある調査ないし企画作業の一環 として、 その前段階 または準備段 階

として従属的 に行 なわれ るとみ るのが一般的だ といえよう。

いわゆるフ ァイルや リス トあるいは日計表等 をデータベース と、 どう関連 づけるか。 この辺 に

も考察 の整理 を要するものが散在 しているようである。

5.調 査対象の流動性

冒頭 に も記 したが、何 をもってデー タベース とい うか、の点で、実態 は大幅 に流動的であるこ

とを知 らされてい る。 それは情報機器の多様 な技術的発展 に負 うところが多い。例 えば、今 日で

はオ ンラインのネ ッ トワークで情報が授受 される ものをもってデー タベース というようであ り、

さらに電子的 ディスプレー画面上 でのア ウ トプ ッ ト、つ まり、 いわ ゆるマルチメデ ィア方式 を当

然 とするかのようになっている。それ は裏返 してい うな ら、活字情報形態 とい うよ り、映像情報

形態に移行 しつつ あるともい うことが出来 る。

従 って、 どれだ けデー タベースが発展 し普及 したかを捉 えようとす るとき、対象 となるデー タ

ベースの外延が時々刻々 と拡散 し、変貌 しつつある といわなければならない。品 よ くいうな ら生

成過程 にあるデー タベース と呼ぶ ような概念の流動状態が続いている。

そのため、 この委員会が意図す る統計的考察、 したが ってまた 「統計的」の意味を単純 に、「数

量把握的」の意味 に解 するなら、 それは基準や枠組みの設定 に幾 つかの困難ない し壁 を招来 して

いる と見なければな らない。

6.統 計的把握の視点

この委員会の出発 に際 しての趣 旨ない しね らいの1つ として、データベース産業 の現況 ない し

発展 の統計的掌握 があった。 いわば構 築 されたデータベースが、 それを運転、活用することによ

って もた らされ る情報サー ビスの経済的秤量が意図 されていた。方法 として産業連 関分析的考察

が標榜 されていた。

この際、提供 され る情報の量 と価値 を、 どの ような尺度で秤量 し、経済的数値 に捉 え直すかの
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問題 は、言 うは易 く、理論的 にも実施上 か らも極 めて多 くの困難 を抱えている。 これ らの困難 に

十分 な検討 を行 い、明快 な方途 を提示する とい うレベル に至 ることは出来なかった。

よし、理論的 に明解な方途が立 った として、デー タベースの利用者側が、果 たしてその方途 の

すべてを理解 し、丹念 にその調査 を行 って くれ るかの局面において、容易でない負担 を強い られ

ることが想定 されるのであ った。 さらに、やや極論 になるが、 もしその煩損な作業に耐 えて、所

期の結果が入手 できた とした場合、 それに よって何が もた らされるのか、の問題が想定 されるの

であった。背 に負 う幼児 に池面 に映 る月 を獲 って欲 しい とせがまれる母親の立場が思い起 こされ

て くる。

逆 に水源 ともいえる情報の提供者 の側で実状 を調査すれ ばよい、 とも考 え られる。 この場合、

主 としてデータベースの構築費 とその利用によって得 られる収益 を算出すれ ばよいであろ う。 し

か し、相 当によ くない採算下 での情報 の売上 げ集計 による産業規模 の掌握 に どうい う意味 を くめ

るのであろうか。

7.デ ー タベ ー ス をめ ぐる諸 指 標

ここで再度、個々のデータベースに係わ る実状把握の指標 について眺 め直 してお きたい。 まず

蓄積 ・収録 され るデータないし情報の全量的な測定法が出発点になる。 それ らのうち、利用 され

る比率お よび頻度 も捉 えられ るべ きであろう。 またそれ らに要する費用 について も同様である。

同時に、 この場合のデータない し情報 の種別 の分類整理が侯たれ る。 これには情報の形態別の

分類 も必要であるが、分野別の分類が基礎 になるべ きだ ろう。分野の捉 え方 も、切 り口次第 で多

様 な展開があ りうるが、大づかみの もので足 りよ う。今 日のデータベースは、学術的な性格 ない

し目的の もの とい うよ り、 日常雑事処理的 な用途の もの にまで及 んでいる。 これ らを蔑視す るの

ではな く、それ らをも包含 した上での分類の立 て方が侯たれるのである。

こうした視点 に立つな ら、終局的 には一国で設置、展開 され るべ きデータベースの数の想定 に

繋が りうる。 その階梯 においては、競合的な重複性、内容の優劣格差等を も許容 しなけれ ばな ら

ない。

次 に、データベースの側 にお ける加 工度 といった もの にも光 を当ててみたい。一般に検索 して

応答す るのがデー タベースであるが、検索の仕方、応答の度合いにおいて も多様 な問題が ある。

これを料理 に例 をとって記 すな ら、そのメニ ューに必要な材料 を、玉葱や馬鈴薯や獣魚肉 とい っ

た原素材で入手す るか、油 で揚げれ ばよい までに手 を加 えた半製品で購入す るか、 いっその こと

贅沢 にはなるが、 レス トランのテーブルの上で完成品 として賞味するかの レベル差が あ りうる。

種類別の選別 もあれば、一定の尺度 に立つ質的な選別 もある筈で ある。 この種のデータベースの

側 におけるニーズに対応する加工度(組 合せ、選別の上 に立 った加 工)が 、実 は今後のデータベ

ースの効用 を左右す ることになる。情報のサー ビス料金 も、当然 その度合 いに応 じて異な って く

る。

現在 は、そのためのサーチ ャー と呼 ばれる検 索の専門職 の成立 を見てい る。 いわば、 それはデ
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一 タベ ー スの マ ン ・マ シー ン構 成 と見 る こ とが 出 来 る
。 サー チ ャー数 の掌 握 も統 計 的価 値 が あ ろ

う。

最 終 的 に は、 この種 考 察 の延 長線 上 に、 デ ー タベ ー スの有 用度 、実 用度 とい った効 用性 の視 点

に立 った 「デー タベ ー スの クオ リテ ィ」 の尺度 が 設定 で きるの では ない だ ろ うか。

8.網 羅性 を克服す る知性

この委員会 の開催期間中 に、幾つかの歴史的大事件があった。 その1つ は ソ連邦(CCCP)の 消

滅である。 これがイデオロギー主導時代 の終焉 としての史的エポ ック とい えるのかは、 まだ渦 中

にあって見定 めに くい。社会主義 というものが幻想の悪夢 に過 ぎなかったかについて、 そうだ と

断定するほ どの洞察力 を欠 く一方、資本制社会が礼賛 しうる美点 に満 ちている現実 とも評 しかね

ている。

だが、 この1世 紀 半の長期にわた り、社会主義 を巡 って どれほ ど多量の著述、文献が生産 され

たことか。 そ して、今や それ らが一顧 に価 しない紙屑扱いを受 けようとしている。データの貴重

性 を省み る事例 として記 した。

上記 は、極端な事例で あるが、 ここでデー タへの意味に一考 を加 えてお きたい。 まだ萌芽期 を

あえいでいるデータベ ースについて論評 するのは尚早 を免れ ないが、 データベー スの発想 は、蓄

積するデータの網羅i性にあるといえる。前述のデー タベースの クオ リティ概念 は、その終局像 と

いえよう。

しか し、 ここで情報が完備 すれば、問題解決が実現で きるのか、 について幻 想が浸透 している

ように感 じられ る。情報化社会論への反省点である。情報 とい うのは、その大部分が人間の営 み

に伴 って生 じた もの、生活廃棄物 に対応す る知的廃棄物であ り、あえてい うなら過去情報 である。

首都圏の廃棄物 は湾岸 に夢 の島 と名付 けて投棄堆積 されてい る。い ま資源再利用が叫 ばれ るよう

になったが、データ とて も、 その再利用の限度 を超 えて有用性 を評価すべ きであ ろうか。

いわん とす る点 は、ただ蓄積 されただ けのデータは、あたか も夢の島のデータになってはいな

いか、 という反省で ある。

網羅性 は、無限の集積 を追求する。 それ と有用性 とが並進 して くれればよいが、 ある限度 を超

えると、有用性 を圧殺 しかねない。上手な廃棄 のための選別法が必要になる。

すでに、今 日のデータベースには、思想 とい うか理念がない という反省が芽生 えつつあ り、 そ

れ を克服する発想が模索 され始めている。

情報の獲得 は、人 間のひ とまとま りの知的い となみのなかの一部 に過 ぎず、 それだ けを独立 し

たアクティビティ と見 る ことには、その限界 をわきまえていなければな らない。

統計的アプローチに際 して も、 こうしたデータベース自体 をめ ぐる諸問題 とい う実態 との対応

が欠かせない と考 えている。

なお、人間の諸活動 とは、それ を巡 る一切 のデー タの掌握の上 に実践 されるので はな く、 その

半分 も充たされれば足 る と解 すべ きであろう。提言ばか り続 出して、何 ら着手、実行 されない社
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会の諸 問題、 あるいは十分に生育 し、利 口で もあるのに現実社会 と取 り組 もうとしない第1期 お

よび第2期 モラ トリアム人 間の族生は、 その病理学的症例 といえるのではなか ろうか。

9.国 際的比較の視点

データベ ースの最大のウィークポイン トは、人 々が一番知 りたい と願 うデータない し情報 は、

まだデータベースの中に収納 されていない という点である。 この種の情報 は、市場以前の もの と

いうか、金銭 とい う対価 を もって購入で きる次元の ものでな く、 自ら探索す る苦労のなかでのみ

獲得 され る、つ ま り新規創出によって得 られ るものだか らである。

しか し、その事実を もって、データベ ース無用論 を説 くのではな く、それ相応 の目的 と用途 の

範囲で活用 されれば よい。その場合、 あえてデータベースの断片的網羅性 とい う点 を承知の うえ

で利用すれ ばよいであろう。人々に とって、案外、有用なのは トリガー情報であ り、 その情報の

価値 は、情報 自体が内蔵す るとい うよ り、利用者側 の被触発 能力 に左右 される ものである。

データベースに関 して、デー タベースが どれだ け答 えて くれ るかの係わ りにおいて承知 したか

った事項のい くつかは、その国際的関連 であった。 データの流通、利用 に関 して は、国際間の実

状 に関す るものが望 まれたが、 これ らに関 して委員会 は、あ まり立 ち入 る機会が なか った。 もし

日本 か らの情報発信 の増大が期待 されるなら、 そうした調査 も残 されている。

なぜ 日本 で、順調 なデータベースの生育が進 まなか ったか。 これ らの検証 と同時 に、 日本 に望

ましい ようなデー タベ ースの国際比較的考察 にもい くつかの宿題 を残 した ままになっている。一

口にい って、イ ンデックス式発想 に日本人 の思考様式が馴染み切 っていない とい えるのか も知れ

ない。 ことデータベースに関 しては、 日本 の現況 は まだ先進国レベルには達 してない と見 るべ き

なので あろ うか。第5世 代 コンピュー タ開発 プロジェク トのように、すで に10年 にわた り、知識

ベースの開発、構築の努力が続 けられて きた し、 それは国際的に も トップレベルの開発 プロジェ

ク トと自認 してきたのに……。

10.む す び

さて、 この委員会 においては、 データベ ースに対 する利用者側か らの問題意識 と統計的アプロ

ーチのための問題意識 という2重 の問題意識 をかか えて参加 させ ていただいたが、前者の実態の

上に後者の考察 を進 める必要が あ り、 そのため自ず と後者に係 る成果 を捻出する ことが十分でな

か った と反省 され る。 また後者 に係 る問題 意識 についても、 当初 か ら明確 な切 り口 と課題 を絞 り

込 んでいたな らば、検討結果 について も白黒の弁別、あるいは新たな切 り口の設定 に至 りやすか

ったか も知れない。そ して後者のみの独走が あ りえない ところか ら、 ここにおいて もデータベー

スその ものの考察に言及 させて戴 いたわ けである。

またその間、個別的 にはデータベ ースに係 る緻密な研究や開発が進行 してい ることについての

見聞 に恵 まれた。 しか し、問題解決 のためのツール としてのデータベースについて、それが効用

的に中途半破であ り、思考 の方法論的 に、 ある種 の楽観的物量主義 のアプローチであって、 それ
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で良いのか という疑問 を抱 え続 けてきた。 そして、 どこかで統括的 な発想の織 り込 みなしには、

現代の万里の長城に比肩 される ことになるのではないか と案 じた ものである。そ うした所感の一

端 を、余録 として記 させていただいた。
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